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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







序　章　不動の貴公子


第一章　予期せぬ贈り物


第二章　王子様商売


第三章　血を分けたからこそ


第四章　人は変われるか


第五章　貴石の毒


終　章　秘密の貴公子


あとがき


プロフィール


























































序章　不動の貴公子






　薄うす暗ぐらい天幕のあちこちから垂れ下がったタペストリーに、色いろ鮮あざやかに描えがかれた女神。大陸北部の国々に根を張る〈翼つばさの祈いのり〉の聖女アーシェルとは対照的な、肉感的で生々しい存在感を放つ聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテ。

　自国の民だけを偏へん愛あいする点もアーシェルとは対極にある女神に見守られながら、南の貿易大国マルグレートの第一王子ファルハドは第二王子ジェリオの報告を受けていた。

「そういう訳で、イズマイールの奴やつめ、例の小こ娘むすめを逃にがしてしまったようです。おまけにシルディーンの女王陛へい下かと婚約しない、などと言い出して……これだから身分の低い女の子供は!!　奴には当面蟄ちつ居きよを命じました」

　浅黒い肌はだに嵌はまった黒曜石のごとき、きらきらとした黒目がちな瞳ひとみ。マルグレート三兄弟に共通する瞳を軽けい蔑べつに歪ゆがめたジェリオは、短い黒くろ髪かみを覆おおった白布ごと忌いま々いましそうに頭を振った。大使というより商人のように愛あい想そが良く、その分胡う散さん臭くささが拭ぬぐえない弟にしては珍めずらしい態度だとファルハドは思った。

　妾しよう腹ふくだと内心馬ば鹿かにしてきた年上の弟に手を嚙かまれたことが、よほど腹に据すえかねているのだろう。

　その感情を露ろ骨こつに見せるのは、第一王子である自分のこともまた、馬鹿にしているからなのだろう。

　凝こり固まった表情筋の下で虚むなしい思いを嚙み殺していると、キーッと甲かん高だかい声が聞こえた。愛あい玩がんしている子こ猿ざるのラフィークが、主あるじの代わりにジェリオに抗こう議ぎしているのだ。面つらの皮の厚さも商人じみているジェリオには、全く通じた様子がないが。

「おやおや、ラシードは餌えさが足りないのですかな？」

「いや……」

　そうじゃないし名前も違う、とファルハドが言いかけたところでジェリオが「ですからね」と話を変えた。兄の言葉をさえぎって話し始めるのは彼の得意技だ。

「もうイズマイールなどには頼らない。ここはやはり、兄上のお力をお借りしたいのです」

「俺の……？」

　流されてうっかり聞き返してしまえばもう、主導権は完全にジェリオのものだ。いつもそうだったように。

「なに、簡単なことです。兄上にエルティーナ女王陛下か、さもなくば死神姫アリシアを第三夫人として迎えてほしいのですよ」

「なっ」

　ぎょっと息を詰つめたファルハドを置き去りにするため、ジェリオの舌は回転を速めた。

「いや、だが女王陛下は」

「確かにオーデル侯こう爵しやくとよりを戻すという話もありますし、アリシア様はあの〈強きよう〉公こう爵しやくの妻。ですがそのような些さ事じは、僕たちでいかようにも取り計はからいます。兄上はいつものように、どーん！　と我わが国で構えていて下さればいいのですよ」

　なんでもないことのように笑ったジェリオが、ちらと天幕の出入り口を見やる。立ち去る前振りに気づいたファルハドは慌あわてて弟に詰め寄った。ラフィークも一緒になってキィキィ騒さわぎ立てている。

「おまけに、第三夫人など」

「考えてみれば、イズマイールの第五夫人としてお迎むかえするなど、女王陛下に対してはいささか礼れい儀ぎを失しておりました。アリシア様ならもう少し下位でもよろしいでしょうが」

　必死のファルハドを尻しり目めに、ジェリオはさっさと話を締しめる気だ。

「ああ、大丈夫です、ご自身の順位が下がるとご不満な他の奥方様のご機き嫌げん取りは、僕にお任まかせ下さい。ですから父上には、事が成るまではくれぐれもご内密に。それでは失礼いたします、父上には時候の挨あい拶さつなどだけ、よろしく……」

「おっ、俺はもう、心通わぬ妻も子もこれ以上欲しくない!!」

　たまりかねたファルハドの怒声が炸さく裂れつした。

　めったにない主の大声にラフィークも驚おどろいたのだろう。ジェリオと一緒に大きな眼を見開いた、似たような表情で固まった。

　黒目がちな弟の瞳がまじまじとこちらを見ている。いざ自分が主導権を握にぎった状態になると、慣れないファルハドは次の行動に詰まった。

「……では、手はずが整いましたら、またご報告にうかがいます」

　自分は何も聞かなかった。そう言いたげな口振りで、立ち上がったジェリオが踵きびすを返す。気き恥はずかしさと無力感に囚とらわれ、どっと冷や汗をかいている兄を置き去りにして。

　ラフィークがジェリオの背に向かって抗議の叫さけびを上げ続けているのをぼんやりと聞いていたファルハドは、はあ、と大きなため息をこぼして子猿を抱だき上げた。

　感情の発はつ露ろが下へ手たな主人と違って喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりしているラフィークは、まだ怒いかりが冷さめやらないようだ。暴れる小さな指先が腕うでの皮ひ膚ふに強く食い込んだ。

　猿の指の力は非常に強い。痛いと思いながら、ファルハドの表情筋は相変わらず仕事を放ほう棄きしている。

　嚙みつかれようが引っかかれようが、たったひとりの心許せる友を責めるつもりもない。言葉でも態度でもだ。結果として周囲からは、「さすがファルハド様、猿ごときの振る舞いには動じぬ御お方かた」と勘かん違ちがいされてしまうのだった。

「……実際の俺は、ジェリオにまともに言い返すこともできぬ、ただの不ぶ調ちよう法ほう者ものだというのにな……」

　いつもより少しだけ勇気を出せた。しかし、結局何も変わらなかった。

　ずっと、ずっと、この調子だった。

　如じよ才さいなく口が立つ弟は、表情に乏とぼしく口下手な自分に言いたいことを言わせてくれない。一見兄を立てているように見せかけながら、その実ファルハドの意見などまるで忖そん度たくせず、自分勝手に物事を進めていくのだ。おかげでどーんと構える以外に大したこともできぬまま、三十を過ぎてしまった。

　もっとも現在の父王バイアトだって、宮殿の奥にこもって享きよう楽らくに耽ふけっているきりだ。同じ祖そを持つ北のラグラドール人と違い、貿易で成功したマルグレート王家は有能な商人たちによるギルドに税を納めさせるだけで仕事の大半が済んでしまう。

　平時はそれでいいだろう。しかし、有事の際にどーんと構える以外できない男が玉座に就ついていいものだろうか。

「そう、俺が、第一王子だ。ゆくゆくは父上に代わって王になり、この国を守る男だ……！」

　己おのれを奮ふるい立たせるように、ぎゅうと拳こぶしを握って言い放つ。珍しく傲ごう慢まんな発言をする主を、いつの間にかおとなしくなったラフィークが心配そうに見つめていた。

　百歩譲ゆずって、イズマイールの扱あつかいはよしとしよう。正妻の第一子にすべての権力が集中するマルグレートにおいては、妾腹であるイズマイールはやはり一段低く見られてしまうもの。

　本人も権力欲は薄そうであるし、蟄居中の様子をこっそりうかがわせたところ、彼はどこか満ち足りた顔をしていたという。サーリヤとかいう〈玩具おもちやの兵隊〉にいた娘の件に一定の決着をつけられたことが、その心に安らぎを与えたのだろう。

「それも……死神姫とその仲間たちのおかげか」

　ジェリオが悪意の棘とげをたっぷりまぶしてよこした報告を簡かん潔けつに訳せば、前回の失敗の復ふく讐しゆうを兼かねてイズマイールをけしかけたところ、あえなく返り討うちにあったということである。やはり噂うわさの死神姫アリシア及および、彼女の婚家と深い仲であるレイデン家になど手を出すべきではなかったのだ。

　没ぼつ落らく貴族の子女に過ぎなかったのも今は昔、一時は聖女アーシェルの再来などとも噂の立った死神姫アリシア・フェイトリン。彼女を娶めとったカシュヴァーン・ライセンも、悪あく名みよう高い「アズベルグの暴君」であることに変化はないが、その評価は大層高まった。シルディーン女王エルティーナや二大宰さい相しよう家けとも懇こん意いにしている彼は、今やシルディーンを代表する貴族のひとりである。

　彼らならば、ジェリオの暴走を止められるのではないか。

　先ほど自分にはっぱをかけたとおり、ファルハドもマルグレートの王子だ。祖先が受けてきた屈くつ辱じよくを晴らしたいとは思っている。

　しかし、〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉を通じて周辺国家をじわじわと抱き込み、最終的にはすべての民、特にかつて自分たちを迫はく害がいした白い肌の民をひざまずかせるというジェリオの野望。自分によく似た瞳を燦さん然ぜんときらめかせ、彼が繰くり返し語った野望は誇こ大だい妄もう想そうの域にあるのではないかとずっと思っていた。言おうとしても、さえぎられてしまったが。

　いつか協力を願おうと考えていたイズマイールは謹きん慎しん中ちゆうだ。父王に頼るのは、できれば最後の手段にしたい。

　……散々小馬鹿にされてきた自覚はあるが、ジェリオはやはり弟なのだ。彼が父に叱しかられるのは避さけたい。

　可能ならジェリオには、それとなく眼を覚ましてほしい。身内があれこれ言うのではなく、世の中には敵わぬ相手もいるのだということを肌身で学習してほしいのだ。

「このような素晴らしい本を生み出した、文化のある国の者たちなのだからな。マルグレートは今でも十分、白い肌の者たちと対等な立場にある。復讐はしょせん次の復讐の呼び水になってしまうのだから、ジェリオがおとなしく引き下がった後は、互いを尊重し合った付き合いがきっとできるはず……」

　独りごちながらファルハドは、文ふ箱ばこの奥に隠かくしていた本をこっそりと取り出した。

　アリシアたちを、シルディーンをもっとよく知りたい。その過程で手に入れた本の題名は「夢の王子様」。

　愛する姫君のために麗うるわしい王子が黒こく竜りゆうと戦う恋物語は、弟に言われるがままに政略結婚を重ねてきた胸に、深く深く染しみ入ったのだった。











第一章　予期せぬ贈り物






　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。

　一年中寒冷な上にじめじめとした、生まれ育った者でなければ魅み力りよくを感じない瘦やせた大地である。農作物の育ちは悪く、他に産業がある訳でもないため、貴族といえども冬場は食料の確保に汲きゆう々きゆうとするような有あり様さまだった。

　しかしここ数年、領主である〈強きよう〉公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセンとその妻アリシア・ライセンの知名度が上がるにつれて、領民の生活基準は徐々に向上した。反して前領主時代に甘い汁をすすっていた貴族たちからは呪じゆ詛その声が上がっていたが、その声も次し第だいに小さくなりつつある。

「カシュヴァーン様もほんの少し前は『アズベルグの暴君』なんて言われて、眉み間けんにこーんなしわを刻きざんじゃあ見回りに駆かけずり回ってたのになぁ」

「厳しい御お方かたじゃあるが、理り不ふ尽じんじゃないもんな。俺は好きだったぜ、昔から」

「国外追放されちまった時はどうなることやらと思ったが、戻って来て下さったしなぁ。いろいろ言うやつはまだいるが、とにかく父親の時代よりはずーっとましだよ」

　本格的に雪も溶け始め、季節は他の地域を追いかけて完全な春へ移行しつつある。長い冬の眠りから解き放たれたおかげで、領民たちの会話も明るい。貧まずしい土地よと周囲から憐れん憫びんと嘲ちよう笑しようの眼を向けられながらも、彼らは生まれ育った土地を、そこを守り抜いた領主を、愛しているのだった。

　ライセン夫妻に好意を抱いだいているのは領民だけではない。暗あん黙もくの協定を結んでいる北の傭よう兵へい国家ラグラドールの者たちをはじめ、親交深き東のレイデン地方や西のオーデル地方の住民、王家の人々さえしばしば足を運んでくる。

　本日もレイデン家の領主ティルナード・レイデンの婚約者、ノーラ・フィラル・ド・ガーゼットが元主であるアリシアを訪ねてきている。そしてアリシア自身は彼女と共に、過去の領主家であり現在はカシュヴァーンの補佐を自認している、アズベルグ家のディネロ・アズベルグを訪ねているのだった。







　アズベルグ家が所有する書庫は、一年前にライセン家に新設されたものほど広くなければ蔵書数が多くもない。その代わり、ライセン家のそれにはない魅力がある。昨日きのうアズベルグ家を訪問して以来書庫に入り浸びたっているアリシアは、貴重な本の一冊から眼を上げてほうっと悩なやましい息を吐はいた。

「豚ぶたを生きたまま公開解かい剖ぼう……なんて魅力的な言葉の響ひびきかしら」

　十六歳の公爵夫人の唇くちびるからこぼれるにしては、えげつない言葉である。とはいえ彼女は嫁とついで二年近く経たつ現在も眼鏡めがねをかけた平へい凡ぼんな小こ娘むすめにしか見えず、華はなやかな立場からも「死神姫」なる物ぶつ騒そうなあだ名からもかけ離れた存在だ。着ているドレスも質は良くなったものの、根本的に地味なので人目を惹ひきつける魅力には欠ける。

「……奥様、それは医術の本を読んでいらっしゃるのですよね？」

　呆あきれた視線を送るのは、彼女の元メイドであり親友でもあるノーラだ。赤毛と豊かな胸が自じ慢まんの美女であり、見た目も性格もアリシアとは対極にある。

　今日もつい先ほどまではアズベルグの有力貴族への挨あい拶さつに出かけていたので、その身を包むドレスは昼用であっても腕うでのいい職人が手て間ま暇ひまをかけて縫ぬい上げた逸いつ品ぴんだ。本人が優秀な針はり子こでもあるため、貴族の仲間入りをした今でも服飾に関しては腕を振るうことがあるとか。

「ええ、そうよ、解剖について、とても詳しよう細さいなお話が載のっているわ。医術の本にこんなにすてきな恐きよう怖ふが詰つまっているなんて！　しかもリドレックがこんなにたくさんの本を持っているなんて!!　盲もう点てんだったわね……でも問題は、医術の本はとっても高いということよね……」

　アズベルグ家の家令である謹きん厳げんな初老紳しん士しの名を口にして、アリシアは青い瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせた。

　名家とは名ばかりの没ぼつ落らく貴族の子女として生まれ、貧びん乏ぼう暮ぐらしを余よ儀ぎなくされたアリシアは、人気がない分安く手に入る恐怖小説を愛読して育ったのだ。

　しかし恐怖小説は、値段が安い分書き手も限られている。新しいものがなかなか手に入らず、さすがのアリシアも同じ本を百回以上読むことに飽あきていたので、この発見は誠に僥ぎよう倖こうだった。

「見て見てノーラ、この解剖器具って下へ手たな拷ごう問もん具ぐよりすごいわよ!!　高名な外科医はお金持ちであることをひけらかすため、豪ごう華かな装そう飾しよくを付けるから、よりえぐい見た目に」

「いいです見せなくていいです!!　そもそも奥様は、刺し激げきを求めて医術書を読んでいるのではないでしょう!?」

　興奮して詰め寄ってくるアリシアを手で制しながら、ノーラが本来の目的を思い出させてくれた。掲かかげていた大判の本を文ふ机づくえに置き直し、アリシアはそうだったわ、と反省した。

「ごめんなさい、ノーラ。私、勉強をしに来ているのよね」

　カシュヴァーンが副官の立場にあるディネロ・アズベルグの屋や敷しきを訪おとずれるのは、比ひ較かく的てきよくあることである。ディネロの屋敷はアリシアの生家フェイトリン同様落ちぶれたせいで、決して豪ごう華か絢けん爛らんとはいえないが、作りはしっかりしているし森の奥にあるライセン家より交通の便もいい。

　だがアリシアがここに来たことはあまりないのだ。特にあの、アズベルグ乗っ取り事件が発生してから後は。……ディネロがひそかに想いを寄せていたアリシアをここへ、監かん禁きんした後は。

　それがなぜ、ノーラやカシュヴァーンまで一緒に訪問しているのか。アリシアたちが頼んだのではなく、ディネロが招待したのだが、これにはいくつかの理由がある。

「アリシア様、ノーラ様、失礼いたします。お茶とお菓子をお持ちいたしました」

　控ひかえめな叩こう扉ひと共に届いた少女の挨拶に、アリシアはぱっと顔を明るくし、ノーラは表情を引きつらせた。理由その一の登場だ。

「ええ、どうぞコゼッむぐ」

「ちょっとお待ちなさい、コゼット!!　奥様、とりあえず解剖器具の頁ページは閉じて下さい！」

「豚の公開」

「なおさらだめです！　とにかく閉じて、早く閉じて!!」

　ばたばたと騒さわいでいる間、コゼットは扉とびらの外で辛しん抱ぼう強づよく待っていてくれた。ようやく許しを得て室内に入ってきた時には、肩かたに届く長さの明るい茶色の髪かみに縁ふち取どられた顔は蒼そう白はくではあったが、意識はしっかりしているし茶器を取り落とすようなこともない。

　アズベルグ家の居い候そうろうであるコゼットは、先の宰さい相しよう家けであるスタンバールの血を引くのだが、そうとは知らぬままずっと修道院に預けられて育った。父と、彼が担かつぎ上げた王子のために行き場をなくしたコゼットは、ディネロの温情によりこの屋敷に留とめ置かれている。

　とはいえ、ただ飯めし食ぐいができるほど彼女の神経は太くないため、お茶の用意や料理の下ごしらえなど、メイドの真ま似ね事ごとをしながら過ごしている。召めし使つかいと変わらぬ修道院暮らしが長かったせいで、日常的な雑務は難なくこなせるのだ。ただ少々人より臆おく病びようであるため、ちょっとした刺激ですぐ気絶してしまうだけである。

「オ、オ茶、コチラニ、置キマス、ネ」

　コゼットの指先はぶるぶる震ふるえているし、言葉もぎこちないが、お茶の用意は無事に文机の上に着地した。大判の本が閉じられた分、机の上が広く使えたことも成功の一因だろう。

「ごめんなさいね、コゼット。かいぼ……いえ、私の趣しゆ味みの話が、聞こえてしまったのよね」

　危険な単語自体は回かい避ひしたアリシアであるが、ちょっと遅かった。コゼットは「アリシア様の趣味……」とつぶやいて心持ち青ざめている。

「奥様」

　咎とがめるようなノーラの視線を受けて、アリシアはこっくりうなずいた。

「ええ、分かっているわ。コゼットはちょっぴり刺激に弱いから、あまり怖こわい話をしてはだめなのよね」

「あまり、ではなく全然、ですわ。何度も申し上げてきましたが、奥様の基準で」

「……いいえ！　大丈夫です。私だっていつまでも、皆様のご厚意に甘えてばかりではいけませんもの!!」

　二人の会話に割って入ったのは、当のコゼットである。明らかに無理をしている風ではあったが、出会ったばかりの頃であれば、とっくに床ゆかに転がっていただろう。がんばりすぎてたまに勇いさみ足になるものの、箱庭を出て世間に揉もまれるうちに、彼女は確かに成長したのだ。

「まあ！　ならコゼット、ぜひこの本を読むべきよ!!　医い療りようの知識は誰だれが持っていてもいいはずだわ!!」

　コゼットの成長に感激したアリシアは、一度閉じていた本を嬉うれしそうに開いて見せた。

「は……う、ぐぅ、そうですね……」

「これはね、とても貴重な本なの。見て、この精せい緻ちな図解!!　豚と人間の体って結構作りが似ているのですって」

　精緻すぎて生々しい図解を、コゼットは己おのれのまぶたを必死に指でこじ開けながら見つめている。

「は、はい……またアズベルグに危機が迫せまった時には、私がディネロ様やこの館のみなさんをお助けしないと……！　大丈夫、大丈夫よコゼット、豚の腸ちよう詰づめはこのアズベルグのみならず、シルディーン全土では一般的な保存食……！　それに内臓が何よ、私のおなかにだって詰まってる……ぎゅぎゅっと詰まってるんだから……!!」

「……自分のおなかに詰まっているものだからこそ、眼にすると気分が悪くなるんですわよ、コゼット」

　常識論を口にしたノーラは、問答無用で医術書を閉じた。

「努力は大事ですけど、奥様の趣味を丸ごと受け入れる必要はありませんのよ？　適当なところで受け流すか、さり気なく止めなさい。そうでないと、この方は悪意がないだけに制せい御ぎよが難しいのですから……」

　ノーラもアリシアと出会ったばかりの頃であれば、きゃんきゃんと吠ほえるだけに終始していたはず。彼女もまた幾いく多たの苦難を乗り越え成長した結果、変わり者の友人との適切な付き合い方を伝授できるまでになっていた。

「でも、本当に成長したわ、コゼット。やはりあなたが、第一候補かしらね……」

「え、候補？」

　謎なぞめいた単語にコゼットは怪け訝げんな顔をしたが、ノーラは「なんでもありませんわ」とごまかした。

「それより、お茶を置いたのなら、下がってよろしいわよ」

「あの、でも……」

　何か手伝えることはないか、と視線をさまよわせたコゼットを、アリシアは別の本を取り出して無む邪じや気きに誘さそった。

「ねえコゼット、この本だったら、あなたにも読めると思うんだけど！　人が死後どういう変化を遂とげるかを」

「ひっ!?」

　途と端たんに頰ほおを引きつらせたコゼットを見て、ノーラは呆れ顔だ。

「ほら見なさい、せっかくの好機を逃のがさない！　成長する前に心を折られては元も子もありませんわよ、行った行った！」

　張り出した胸を振り回すようにして、ノーラはコゼットを部屋から追い出してしまった。コゼットは意外に大きな胸のあたりを押さえながら、慌あわてて去っていった。

「ふう、やれやれ……成長性を視野に入れても、六十八点というところですわね」

「あらノーラ、まるでセイグラムみたいなことを言うのね」

　レイデン家の執しつ事じであるセイグラム・アーレイの名を聞いて、ノーラの鼻の頭にうっすらとしわが寄る。しかしながら彼女はここでも成長を見せ、強気に吐き捨てるに留とどめた。

「ふんっ、あの陰いん険けん眼鏡と渡り合おうと思えば、自然とこうなりますのよ！」

「そうね、家族って似てくるものね」

　自分たち「親子」のことを思うと、いつもアリシアの薄うすい胸にはぬくもりが満ちる。だが今は、そのぬくもりには微量の棘とげが混じっていた。

　どこか物もの憂うい、珍めずらしい表情を見たノーラは、あえてのように高こう慢まんに鼻を鳴らす。

「奥様、言っておきますけど、私が結婚するのはあくまでティルナード様ですから。本当に陰険眼鏡と三人結婚式なんて、絶対に嫌いやですからね!?」

　この春、ノーラはずっと婚約者のままで保留状態だったティルナードと、待望の結婚式を挙あげるはずだった。だがマルグレート王子イズマイールやジェリオの横よこ槍やり、何より延えん期きを繰くり返した反動でティルナードとセイグラムが無意識に高く設定した期待値に押し潰つぶされ、結局式はまた延期となったのだ。

　もっともそのおかげで、ノーラは吹っ切れたようである。マルグレートのちょっかいを警けい戒かいし、彼らの動きが収まるまでは式を挙げないことに決まった、とさっぱりした顔で報告に来た。まさかのセイグラムを加えて三人の模も擬ぎ結婚式ならば、すでに行ったのだが。

「そうよね、ジェダも入れてあげないとかわいそうだもの」

　四人だわ、とうなずくアリシアにノーラは反射的に叫さけんだ。

「ジェダもいりま……、いえ、彼はまあ、無害ですから別にいいですけど!!」

　ティルナードの護ご衛えいを務つとめるジェダは、元暗殺者という素す性じようでありながら、仕事以外の時は主体性を持たず結構傷つきやすい。主体性を持たないように育成されてきたからであり、それを知っているノーラは急いで訂てい正せいした。

　訂正して、そこで一いつ瞬しゆん、何かを待つ眼をした。

　アリシアも同じものを待った。遠くレイデンにいるジェダではなく、彼の「弟」の軽快な言葉を、楽しそうな笑顔を。

　だが、中ちゆう途と半はん端ぱな沈ちん黙もくを押し流す風は吹かない。

「……ええ、分かっているわ、ノーラ。レイデン家のようにお金持ちの家には、後こう継けい者しや問題が常につきまとうもの。セイグラムには悪いけど、愛人でいてもらうのがいいと思うわ。……私だって、現実に血で血を洗う骨肉の争いが見たい訳ではないし……お話で読むなら、あと百回は軽いけど……！」

　ちくちくと胸を刺さす棘の存在を意識していても、暗い気分を引きずらないのがアリシアのいいところだ。本の中では後継者問題や財産分与による争いは惨さん劇げきの前奏であり、思い出すだけで胸が高鳴る。

「そういえば、シルディーンのように一いつ夫ぷ一いつ婦ぷ制せいではなく、一夫多妻制であるマルグレートの後継者問題はどうなっているのかしらね……」

　最近の懸けん案あんであるマルグレート三王子たちに思いを馳はせたのも束つかの間ま、ノーラの「執事である今でさえ耐えがたいのに、愛人なんて冗じよう談だんじゃありませんわよッ!!」という絶ぜつ叫きようがアリシアの意識を引き戻した。

「あら、でもノーラは、愛人を持つほどのお金持ちが好きなんでしょう？」

「それはッ……結婚前はそうでしたけど!!」

　なにせノーラは自称カシュヴァーンの愛人だったのである。正妻に振られると答えがたいことこの上ない質問であるが、アリシアは気にした風なくもっと答えがたい質問を発した。

「それにセイグラムのことだって、好きよね？」

「ぐっ、いや、最初に会った時に比べれば嫌いじゃありませんわよ！　初対面の時に比べれば、今のほうがまだましな態度ですしね!!　結局はただの執事馬ば鹿かですし……!!」

　今や婚約者馬鹿と化したノーラは、悔くやし紛まぎれに言い返した。

「奥様だって、カシュヴァーン様に愛人がいたら嫌でしょう!?」

　結婚して間もない頃であれば、「いいえ、だってお金持ちの証あかしじゃない」とあっけらかんと笑ったに違いない。だが現在のアリシアは、はっと動きを止めた。

「それは……」

「その心配はないぞ、ノーラ、アリシア」

　コゼットと入れ替わるようにして、漆しつ黒こくの人影が室内に足を踏ふみ入れてきた。

「あらっ！　今日はお早いですのね」

　まだコゼットがお茶を持ってくるような時間なのだ。マルグレートの動きに備えるためか、最近は貴族たちに睨にらみを利きかせるだけでなく、職人たちのギルドにまで頻ひん繁ぱんに顔を出している領主の帰宅にしては早い。

「なんだ、俺が早く帰ってきては不満か？　何件か挨拶の予定を入れていたんだが、先方の都つ合ごうが悪くなったようでな。トレイスに仕切り直しを任まかせ、俺は可か愛わいい妻に久々の癒いやしをもらおうと帰ってきたというのに……」

　黒くろ革かわの眼がん帯たいに覆おおわれていない右眼がにやりと不敵に笑うだけで、アリシアはたちまち「おなかが痛」くなった。実際は薄い胸の奥がきゅうんと搾しぼられるような、独特の感かん触しよくを与えてくれるのは、彼女の怪かい物ぶつ王子様だけだ。

「とっ、とんでもないですわ！　カシュヴァーン様とはできるだけお食事を一緒にしたく思っていますもの。だってカーシュ様と一緒だと、胸がいっぱいで食費が浮きますし……!!」

「ほう、そうか。しかし残念だな、俺はお前と一緒だと普段より食が進んでしまう。まあ、二人分の食費の総額で考えれば、とんとんといったところだろうがな？」

「アズベルグの暴君」こと世界一の夫馬鹿、カシュヴァーン・ライセンはこの手の応おう酬しゆうにもすっかり慣れたものである。妻の愛を疑うこともなく、平然と受け流した。

「ところで、面おも白しろい話をしていたようだが……昔ならいざ知らず、俺は世界で一番可愛い女と二度も結婚できた幸福な男だ。元愛人のお前には悪いが、もう愛人は必要ない」

　二人の話を扉の向こうで聞いていたらしい。長ちよう靴かの底を打ち鳴らしながらアリシアの側そばに近づいてきて、にやりと口の端はしを吊つり上げた。

「だが……お前に愛人が必要なら、考えないこともないぞ？　アリシア」

　不敵なばかりの笑みに艶つやめいた色が混じり、武ぶ骨こつな指先がくいと妻のあごを持ち上げた。ノーラは昼間から人前で何をやっているのか、とばかりの白けた顔をしているが、生あい憎にくとアリシアは世界一の妻馬鹿なので、夫のかっこよさに眼がつぶれそうな気持ちしかない。

「い、いえ、そんな、私……」

　リーゴの実のように真まっ赤かに熟うれた頰を親指の腹で撫なでてやりながら、カシュヴァーンは意地の悪い声を出す。

「そう言うな。レイデン家での愛人ごっこは、なかなか燃えたじゃないか」

　カシュヴァーンが愛人と夫を兼けん任にんしてのごっこ遊びの一部始終を思い出してしまい、頰どころかドレスの下まで真っ赤に染そまっていくのが分かる。「そんな、わ、わらひ」と呂ろ律れつの回らぬ妻を愛いとおしそうに見やる一方で、カシュヴァーンの眼には皮肉の翳かげりが兆きざしていた。

「場所を変えると気分も変わるしな。この屋敷で俺が愛人役というのも、なかなか気が利いているじゃないか」

「……まだ結構、根に持っていらっしゃるのですわね、カシュヴァーン様」

　雰ふん囲い気きの違いを感じ取ったノーラが口を挟はさむと、カシュヴァーンは渋しぶい顔をした。

「……そりゃあな」

　ディネロがここにアリシアを監かん禁きんした事実を、カシュヴァーンは忘れた訳ではない。だからこそディネロは今回、医術に興味があるのならとライセン家の面々を招まねき、過去の過あやまちを繰り返しはしないと言外に伝えてきたのだ。これが久々にアリシアが訪問した理由その二である。

　まだ言い足りなそうなカシュヴァーンであるが、ディネロとのことを思い出したアリシアが表情を曇くもらせたことに気づいた。気持ちを切り替え、話題も変える。

「ところで、コゼットは大丈夫か。その……ちょっとばかりアリシアの薫くん陶とうを受けた様子だが」

「あっ、カシュヴァーン様も豚の公開解剖図をご覧になりますか!?」

　呆あつ気けなく明るい笑顔を復活させた妻の頭を撫でつつ、「飯を食ったらな」とさり気なく回避しているカシュヴァーンの横で、ノーラは何やら思案顔だ。

「うーん、でもコゼットは、ずいぶん強くなりましたわ。少なくとも、以前のようにばたばた倒れたりはしませんもの。作法もよく仕込まれていますし、行き場のない彼女なら安く雇やとうことができますし……」

「お前も相当アリシアに毒されてきたな」

　元主そっくりの言い回しをしたノーラに微び苦く笑しようしたカシュヴァーンは、アリシアと彼女を交こう互ごに見た。

「しかし、コゼットをお前の後任のメイドに、なあ」

「ええ。私がティルナード様と結婚して身動きが取りにくくなる前に、決めておきたいと思いまして」

　ティルナードの婚約者の立場に戻ったノーラは、ある程度自由が利く身であるのをいいことに、アリシアの誕生日には自分の後任を贈おくりたいと目論もくろんでいた。今回アズベルグ家まで一緒についてきたのも、候補のひとりがここで世話になっているからだ。

「今から決めておけば、正式にお仕つかえするのは先になるにしても、奥様のお誕生日には間に合うでしょう？　本当ならきちんと教育を施ほどこして、万全の体制で送り込みたかったですけど……」

　本格的な春が訪れた現在、アリシアの誕生日まではあとひと月もないのだ。本来はレイデン家の結婚式がもっと早く終わる予定だったのだが、マルグレート王子たちの陰いん謀ぼうに巻き込まれたせいで準備に時間が取れなかったとノーラは不服そうである。ちなみにカシュヴァーンからの贈り物は、去年贈られた図書室への本の追加を予定している。

「そうねえ。コゼットがノーラの代わりに私と遊んでくれるのは、とっても嬉しいのだけれど……」

「そうだな。正直アリシアは全く困っている様子がないし、必要ない気がするんだが……」

　はりきるノーラとは対照的に、ライセン夫妻の反応は揃そろって鈍にぶい。

「あら、コゼットではご不満ですの？」

「むしろコゼット側に女主人の趣味への不満が……いや、しかし、ディネロと引き離すのも気の毒な気がするんでな」

「呼んだか」

　出し抜けに響いた声に、三人ははっと戸口のほうを見た。

　そこにいたのは、カシュヴァーンよりも背の高い美青年だった。直前の話題に出てきた人物であり、普通なら「噂うわさをすれば」と考える場面だが、三人がこういう時に出てくるべき人物として予測した相手ではなかった。

「期待外はずれ、か」

　失望の気配を一瞬にして読み取り、淡あわい色の金きん髪ぱつをさらりと揺ゆらすのはこの家の主あるじであるディネロ・アズベルグである。

　静せい謐ひつな佇たたずまいにそぐわぬ剣技を誇ほこる青年ではあるが、実戦での戦せん闘とう能力では「死神」と切せつ磋さ琢たく磨まを繰り返してきたカシュヴァーンに一歩譲ゆずる。今日はカシュヴァーンと連れ立って出かけていたので、同じく予定がなくなり戻ってきたのだろう。

「俺に、気づかないとは、珍しい」

「……悪いな」

　決まり悪げに眼を逸そらすカシュヴァーンの心境を、ディネロは正確に汲くみ取った。

「いつもなら、ルアークが、気づくか」

　アリシアたちが明言を避けていた名前がその唇から漏もれた瞬間、室内の空気が凝ぎよう固こした。

「……悪かった」

「いや……」

　ディネロもアリシア同様、微弱な電波を発している風でありながら、ふとした瞬間に本質を突くことがある。悪気がないことは分かっていると、カシュヴァーンは受け流した。一年前なら露ろ骨こつに睨みつけていたに違いないことを考えると、彼もまた成長したのだ。

「こちらこそ、お前のいない間に勝手な相談をしていたからな」

「勝手な、相談？」

　思い当たる節ふしがあるのか、ディネロが淡たん々たんと質問してきた。

「今度は、俺を、監禁、するか？」

　当の本人が禁きん忌きの話題に触ふれた瞬間、さすがのカシュヴァーンも軽く眼を見開いた。

「冗談だ」

　にこりともせず言いきる彼の真意が、自みずから率そつ先せんして過去の話を蒸むし返し、すべては終わったことと言いたいのだとは分かっている。だからこそディネロのほうから屋敷に招待してくれた訳だが、蒸し返し方が直ちよく截さいすぎて時々対応に困るカシュヴァーンなのだった。

「……そういうことにしてくれると助かる」

　やれやれ、と肩を竦すくめる夫の横で、監禁の被害者だったアリシアはちょっぴり残念そうな顔をしている。

「あら、冗談なのですか？」

「……監禁という単語に反応しているだけなんだよな？」

　愛妻がなんでもすぐ水に流す性格だとは分かっているので、カシュヴァーンも怒る気が失うせた様子だ。アリシアの頭をひと撫でしてから、元の話題に戻った。

「ノーラがな、アリシアのために自分の後任のメイドを探しているんだ」

「なるほど」

　そのひと言で状じよう況きようを理解したらしく、ディネロは続けた。

「俺がむぐ」

「冗談でも俺よりでかいメイドはいらん」

　彼の言動を先読みしたカシュヴァーンがその唇に手の平を押し当てたが、ディネロは首を振った。

「違う。オーデル侯こう爵しやくを、推すい薦せんもが」

「不意打ちで想像させるな!!　割と似合っている気がするのが腹立たしい!!」

　シルディーン王国の宰相ジスカルド・オーデルはディネロと張り合えるほどの華やかな美び貌ぼうの持ち主ぬしだ。女王エルティーナとの再婚を巡めぐり、傷心の彼を慰なぐさめたことがあるディネロとしては、一応多方面に気を遣つかったつもりなのだろう。

「そうじゃなくてだ。……なあ、ディネロ。コゼットをアリシアのメイドにしてくれないか、と俺が頼んだらどうする？」

「……コゼットを？」

　意味ありげな問いかけに対し、ディネロはしばし考え込む表情になった。アリシアも思わずぐっと身を乗り出してしまう。

「コゼットが、それを、望むなら」

　答えはいつもどおり、領民の幸せを願う元領主家のもの。彼個人の感情はうかがえなかった。

「ディネロ様は、お望みではないのですか？　過去の話を水に流されたいなら、現在は他に気になっている方がいるとおっしゃっていただければ、より効果がありますわ」

　しかし、一瞬の空くう隙げきを衝つくようにアリシアが質問を発すると、いつも無表情に近い美貌がわずかに揺らぐ。

「ちょっと、奥様！」

　慌てたノーラが止めに入ったが、その時点でディネロは揺らぎを振り払っていた。淡い灰色の瞳が、彼女ではなく静かにアリシアを見つめる。

「お前は、俺が、メイドに、なることを、望むか」

「そうですわね、ディネロ様も結構安く雇えそうではありますけど……」

　あっという間に脱線したが、緊きん張ちようと弛し緩かんの連続に比較的常識人であるノーラが耐たえきれなくなったようである。

「ほ、ほほ、ディネロ様、あの、ええと、ディネロ様もお茶になさってはいかがです？」

　言われて、ディネロはゆっくりと室内を見回した。

「そういえば、茶の用意が、あるな」

　机の上にはコゼットその人が用意した茶器が一揃い置かれたままだ。しまった、という顔をしたノーラの横からカシュヴァーンが助け船を出した。

「あー……、たまにはお前と茶というのも乙おつだが、連日お前を連れ回しているので、リドレックはとにかくアレクトールの眼が怖い。そっちはそっちで、水入らずでやってくれないか」

　アズベルグ家に生しよう涯がいを捧ささげた家令リドレックも昔はカシュヴァーンに対して冷たかったが、今ではある程度認めてくれている。

　しかし年若く、己の感情を優先しがちな執事見習いのアレクトールは、ディネロがカシュヴァーンの副官のように思われているのがいまだに気に食わないのだ。そのため何かにつけて突っかかってくるのだが、カシュヴァーンにとっては子犬が甘嚙みしてくる程度のものだとはディネロも知っている。

「そうだな」

　双そう方ほうにとって体ていのいい言い訳を受け取ったディネロは、短くうなずいて出て行った。長身が扉の向こうに吸い込まれたのを見み計はからって、アリシアはほっと息を吐く。

「よかった。ディネロ様も、コゼットのことを憎にくからず思ってくれているのですね」

「……そうだろうと思うし、俺たちにとっても喜ばしい話ではあるが、あまりお前が積極的にその話に触れてやるな。男は案外、失恋を引きずる生き物なんだからな」

　監禁事件を根に持っていたカシュヴァーンであるが、アリシアがあまりにもあっけらかんとした態度でいるため、少々ディネロが気の毒になってきたようである。

「しかし、代わりのメイドが本当に必要か？　アリシアは身の回りのことなどすべて自分でできるだろう。着替えをたまに俺が手伝ってやることはあるが、なあ？」

　無傷の片眼による意味ありげな流し目を食らい、アリシアは「ひゃう」という意味の分からない声を上げて固まった。結婚してすでに二年近く経つというのに、まだまだ初う心ぶな妻を見るカシュヴァーンの顔は大変楽しげだ。

　しかし彼は、ふう、と息を吐いて肩を竦めた。

「……いかん。どうも調子が狂うな」

「ええ、何か、物足りませんわね」

　ノーラも一緒になって物足りなげな表情だ。アリシアもじゃれ合いが中断されたことではなく、その原因がいつもと違うことに寂さびしさを覚えてしまう。

「……ルアーク……」

　ディネロが先ほど口にした「息子むすこ」の名を、ぽつりとこぼした時だった。

「呼んだ？」

「お母さん」に呼ばれてひょっこり顔を出したのは、銀ぎん髪ぱつの小こ柄がらな少年だ。アリシアとカシュヴァーンの「息子」であるルアークは、ぎょっとした三人の沈しずんだ顔を眺ながめ回し、けらけらと軽けい薄はくに笑う。

「どーしたの、揃って暗い顔しちゃってさぁ。実のお母さんとやらを人ひと質じちに取られてる俺を見なよ、下には下がいるって元気が出、る……」

　カシュヴァーンの瞳に一瞬にして怒気が満ち、ノーラは気まずそうに唇を嚙み締しめ、アリシアは心配そうに表情を曇らせている。期待した反応がないことに気づいたルアークもまた、居い心地ごこちが悪そうに眼を伏ふせた。

「……ごめん。ちょっと、不ふ謹きん慎しんだったか」

「ちょっとですむか、馬鹿。たとえ俺の『息子』であっても、俺の『息子』に対する失礼な発言は許さんぞ」

「そうよ、ルアーク。それに下を見て元気を出すなんていけないわ。大金のことを考えたほうがいいわよ、考えるだけならお金はかからないし」

　カシュヴァーンにはじろりと睨みつけられ、アリシアには謎の健康法を伝授されたルアークだが、あーあ、とおどけたようにため息をこぼした。

「……そーだよ、俺の『お父さん』はカシュヴァーンおにいちゃん!!　俺の『お母さん』はアリシア！　俺は二人の間で二歳になった幸せな息子!!　そう決まってんの!!」

　重い空気を吹き飛ばそうと、ルアークは殊こと更さら明るくしゃべる。レイデン家での騒そう動どうが終わった後、ジェリオが送りつけてきた爆ばく弾だんごとすべてをなかったことにするかのように。

「大体、あのジェリオさんの言うことだよ？　どうせ馬の骨でも拾ってきて降こう霊れい術じゆつとか、そんなオチに決まってんじゃん。馬鹿正直に構ってやることはないよ」

　さばさばと言いきったルアークの表情に平素との差違はない。呆れてはいるようだが、そこに力みや悲ひ愴そう感かんはなかった。

「そんなことより、新しいメイドなんて必要ないって！　必要なら、ルシアナちゃんがやってあげるよ!!　俺なら、アリシアの護ご衛えいもできるし、豚の公開解剖がお望みなら実じつ践せんしてあげるしぃ、ね？」

　太めの針に似た得え物ものをナイフのように握にぎり締め、格好をつけたルアークがどさくさに紛まぎれてアリシアの腕を取る。ちなみにルシアナとは、ルアークが過去に何度か女装姿を披ひ露ろうした時の偽ぎ名めいだ。

「だったら俺だって、この間メイドのふりをしたぞ」

　イズマイールの心に傷をつけた出来事を堂々と口にして、カシュヴァーンも反対側の腕を取りながら対たい抗こうした。

「が、元祖奥様のメイドはこの私ですからね!?　私が……私が一番、胸が大きいですもの!!」

　後任を探しているはずのノーラまで、アリシアを背中からぎゅっと抱き締めてくる。意外と器用で世話焼きの二人に勝まさる魅力が、他に出てこなかったらしい。
















「まあ……家族がメイドなら、お給金はかなり浮くわね。あら、でも、それなら、自分で自分のメイドを務つとめるのが一番じゃないかしら？」

　肝かん心じんのアリシアがメイド不要説を唱え始めたせいで話が一いち巡じゆんしてしまい、「俺が」「俺が」「私が」がまた始まった。いつもの光景ではあったが、鈍どん感かんなアリシアでさえ、和なごやかな空気を必死に保たもとうとする努力の存在を感じていた。







　ディネロたちアズベルグ家の面々はカシュヴァーンの言葉に従い、久々に水入らずでゆっくりとしたお茶の時間を楽しんだらしい。

　アリシアたちライセン家の面々も楽しいお茶の時間を過ごしはした。途中から合流した執事のトレイスは、イズマイールがジェリオの例の贈り物とは別に送ってくれたマルグレート自慢の茶葉を振る舞って場を盛り上げてくれた。質より量派が大半を占しめるライセン家であるが、さすがマルグレート王家謹きん製せいの茶葉は香りも味も素晴らしく、ノーラなど「ティルナード様に飲ませたいのでちょっと譲って下さいな」と言いだす始末。

　そこへお茶のお代わりを理由に偵てい察さつにやって来たアレクトールが「みなさんだけずるい！」と言い始め、結局両家合同のお茶会となった。

　リドレックがトレイスとノーラの茶の淹いれ方にていねいな駄だ目め出だしを行い、調子に乗ったアレクトールは二人以上の駄目出しを食らい撃げき沈ちん。緊張しやすいがていねいなコゼットと、何事も器用なルアークが褒ほめられるという展開でお茶会は終了した。

　時は流れ、夕食を終えたライセン夫妻は割り当てられた客室に二人でいた。

　初めてディネロの館やかたを訪れた時に使ったのと同じ部屋であり、季節柄開かれた窓の外からは薔ば薇らの香こう気きが風に乗って漂ただよっている。薔薇園全体としての本格的な見頃はもう少し先だが、複数の品種を世話しているため開いている花もあるのだ。

　最初にこの部屋を訪れた時、カシュヴァーンは複雑な関係にあった両親と因いん縁ねん深ぶかい香りを嫌きらって背を向けた。だが金で買った妻と二年余りの結婚生活を送るうちに、父母の想い出は過去の記き憶おくとして昇しよう華かされつつある。

　そのため窓を閉めろとは言わなかったが、ベッドに腰こし掛かけた彼の眉間にはうっすらとしわが寄っていた。理由は両親のことでも、ディネロのことでもないとアリシアも知っている。

　少しでも煩わずらわせないために、窓を閉めたほうがいいだろうか。迷っているアリシアを、カシュヴァーンは隣となりをぽんぽん、と叩たたいて座らせた。

「……なあ、アリシア。ルアークと、あいつの実の母親とやらについて、どう思う」

「あまり気にしているようではないですわね」

　互いに口に出しはしなかったものの、思いは同じだったようである。

「でも……やっぱりちょっと、いつもと違ちがうように思いますわ。姿を見せてくれる回数が減っていますし、お茶の時も、お夕食の時も……無理をして楽しんでいるような気がして。ただでいただけるものは、心から楽しんでこそ、さらにお得ですのに……」

「そうだよな。食事ぐらいは、心置きなく楽しんでほしいものだ」

　ルアークがそこはかとない緊張感を漂わせているものだから、他の面々も心の底からは楽しみきれないでいたのだ。その意味ではアレクトールの強引な割り込みはありがたかった。深い事情を知らないアズベルグ家の人々の前では、ルアークも砕くだけた顔で笑ってくれていた。

　それがやはり、少し寂しい。

　いつも飄ひよう々ひようとしているルアークは、「家族」の前でだけは本ほん音ねを見せてくれるようになっていたのに。つくづくと贅ぜい沢たくになってしまったものだと自覚して、アリシアは物憂く肩を落とした。

「私のメイドよりも、アレクトールに執事見習いとして来てもらうべきでしょうか……見習いならお給料は安くてもいいですよね……」

「面白い提案だが、あいつはこの家以外に仕える気はないだろうし、おそらくトレイスの胃が死ぬな」

　駄目出しがよほどこたえたらしく、トレイスは現在アレクトールと共にリドレックに茶の淹れ方を習いに行っている。だが昼間の時点でアレクトールのよく言えば豪ごう快かいな茶器の扱あつかい方に一いつ喜き一いち憂ゆうし、彼が怒られるたびに一緒になって首を竦めていた。

　アリシア同様トレイスもこの屋敷に軟禁状態だった時期がある。その際アレクトールと働いていたため、弟分のような親近感を覚えているのだ。もっともアレクトールはカシュヴァーンの親友でもあるトレイスを敵視しているため、一方通行の親近感は報むくわれる様子がない。

「第一、抜本的な解決には至らない」

　苦笑したカシュヴァーンは、すぐに真ま面じ目めな顔に戻った。

「ルアークのことは、俺も昔バルロイたちに頼んで調べたのは覚えているか」

「……ええ」

　元々ルアークは暗殺者としてアリシアたちに近づいてきたのだ。当初から絆きずながあった訳でもなし、カシュヴァーンが素性を洗おうとしたのは当たり前である。

「当時はまさか、あいつらが〈翼つばさの祈いのり〉と繫つながっているとは思わなかったからな。なんら有益な情報は得られなかった。だが……今回のことがあってから、もう一度調べさせた」

「ルアーク自身も、ジェダに頼んでいたようですしね……」

　結婚式に備えてレイデン家に逗とう留りゆう中ちゆう、ジェダがやけに気き負おった様子で情報収集のために出かけて行った理由。あの時点でジェリオから母親のことを匂におわされていたルアークに相談され、主にその情報を摑つかむために旅立ったに違いない。

「そのようだな。ジェダのやつは『弟』に口止めされていたようだが、その『弟』のためだとこっちにも摑んだ情報を直接流させている。しかし……マルグレートの中で探らせても、今回の件では特に手がかりらしいものを摑めていない」

「マルグレートにも、元〈玩具おもちやの兵隊〉がいるからですか？」

「ああ、おそらくは。ジェダの腕は確かだが、サーリヤにはルアークも若じやつ干かん手を焼いていたほどだしな。向こうの人数も不明な上に、他の武力を隠かくし持っていないとも限らない。クルセージュにも奴やつらの情報を要よう請せいしてはいるが、そもそも『残ざん虐ぎやく王おう』の手にさえ負えないからと、俺たちにお鉢はちが回ってきたのだしな……」

　大前提として、クルセージュもシルディーンもマルグレートとの仲を悪くしたい訳ではない。マルグレートにしてもそのはずだ。香こう辛しん料りようや茶葉のみ適正価格で交易できればいいのに、宗教などという混ぜ物を仕込んでくるから話がややこしくなっているだけである。

「いっそ全面戦争、とはいかないのがつらいところだ。ひとまずは地味な情報収集その他で、反はん撃げきの材料を蓄たくわえるしかない」

「そうですわね。私もがんばって、豚の公開解剖ができるようになってみせます!!」

　戦闘に関する貢こう献けんは、視力と運動神経の問題で最初から諦あきらめている。自分の得意分野で役に立てるようになりたいと、アリシアははりきって宣言した。

「アリシア、解剖自体が目的じゃないよな？　人体の構造把は握あくと、それによる医療技術の習得が目的だよな？」

　一いち抹まつの不安を覚えたカシュヴァーンはさり気なく確認した後、ふと人の悪い笑みを浮かべた。

「だが……そうだな。たまには変わったこともしないと、飽きてしまうだろう。俺とお医者さんごっこをしようぜ、アリシア」

　突然の提案に、アリシアはきらっと瞳を輝かせた。

「まあ……カシュヴァーン様を、解剖……？」

「……なぜ頰を染めたかは追及しないでおこう。そうじゃなくてだ」

　とん、と軽く肩を押される。決して強い力ではなかったが、武芸に優すぐれたカシュヴァーンはある意味人体についても精通しているのだ。どこに力を加えれば均きん衡こうを崩くずせるか、理解している。

「あら……？」

　易やす々やすと敷しき布ふに押し倒されたアリシアの上に、夫の体がゆっくりと乗り上がってきた。

「癒しを求めて早めに帰ってきた、と言っただろう？　奥様」

「ソ……ソウ、デシ、タワネ……ひゃんッ」

　コゼットよろしくぎこちない言葉を発する喉のど元もとを、くすぐるように指先で撫でられた。子こ猫ねこを愛めでるような触れ方であるが、彼の望みがそこで終わるはずがないことを、もうアリシアは知っている。

「あ……の、ま、待って……」

　知ってはいるが、慣れた訳ではない。なまじ知ったからこそ、この先を妄もう想そうして体が強こわ張ばってしまう。

　鼻血が出そうだわ、出すものは舌だって節約したいのに……！　と煩はん悶もんしているアリシアを見下ろして、カシュヴァーンはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「つれないことを言わないでくれ。お前の愛しい旦だん那な様さまは、慣れない根回しの連続で疲つかれているんだ。なあ、ちょっと甘えさせてくれてもいいだろう……？」

　ここぞとばかりに子供っぽくすがられて、「おなかが痛い」が一気に高まった。エルティーナあたりなら「見え透すいてるわね」と一笑に付すかもしれないが、アリシアにずるい男の手て管くだを見抜く視力などありはしない。

　ただ、彼がルアークの件その他で思い悩み、本気で疲れていることだけは分かっていた。だから羞しゆう恥ちを振りきって、ばっと両手を広げ、宣言する。

「ま……待ってました！」

　途端にカシュヴァーンがぱっと顔を背そむけた。失敗したかと思いきや、彼は口元を押さえて懸けん命めいに笑いを堪こらえている様子だ。

「あ、あら、申し訳ありません、『来るなら来い』とでも言うべきでした……？」

「……大丈夫だ。むしろ、今ので八割ぐらいの疲れは飛んだ」

　くくく、と肩を震わせているカシュヴァーンが何をそんなに気に入ってくれたかは分からないが、実際彼の顔をうっすらと覆おおっていた疲労は軽減されたようである。

「よかったですわね！　なら、今日はこのまま静かにおやすみになって」

「いや、明日の分まで先行して癒されておく。俺も奥方にすっかり感化されてしまったのでな」

　くれる物はもらう主義になった、とうそぶいたカシュヴァーンは、予定どおりたっぷりと妻に甘やかしてもらったのだった。










　こうしてアズベルグ家での暮らしは、不ふ穏おんな空気を内包しながらも表面上は平和に過ぎていった。

　アリシアはあちこち脱線しながらもほぼすべての医術書を読みきり、機会があれば実地訓練がやりたいと言いだす。無む駄だな想像をしたコゼットは必死で意識を繫ぎ止め、それを見ていたノーラが「五点加点ですわね」とセイグラムよろしく独りごちる。カシュヴァーンはディネロやトレイスを連れて領内を駆け回り、戻ってきては妻とお医者さんごっこに勤いそしむという日々があっという間に流れ、気づけば四日目の昼が過ぎていた。

　その日、アリシアは書庫にてルアークとリドレックによる講義を受けていた。他の面々は全員なんらかの用事で出払っており、邸てい内ないに残っているのはコゼットやアレクトールといったアズベルグ家の使用人だけだ。

「うん、さすがアリシア、覚えがいいね。そうそう、内臓の位置は全部正解」

「本当？　よかったわ。ちゃんとお勉強をするなんて久しぶりだから、なんだか緊張するわね」

　輪りん郭かくだけの人体に内臓を書き込む試験を終えたアリシアは、ルアークの講評に頰を緩ゆるめる。

「強しいて言うならば、急所の書き込みが余計ですかな」

　一時期は体調を崩して病やまいの床にあったリドレックであるが、現在はすっかり元気だ。初対面からカシュヴァーン相手に一歩も譲らなかった誇り高き家令は、客人に対しても容よう赦しやがない。特に対使用人の眼は非常に厳きびしく、トレイスなどはセイグラム以上に恐おそれているが、アリシアにとっては無料な上に精度も高い、最高の家庭教師である。

「そうとも限らないかな。急所を知らないと、避さけることもできないしねぇ」

　リドレックの講評を軽く受け止めるルアークの表情は柔やわらかい。だからつい、アリシアの口は滑すべった。

「人体の急所はね、以前ジェダに教えてもらったの！」

　得意げに話した途端、ルアークの表情に薄く雲がかかった。

　ジェリオの動きがないせいか、母親の件について自じ虐ぎやく的てきな冗談を飛ばすことも途と絶だえた。いつものようにひょこっと顔を出しては的確な突っ込みをしてくれる回数も増えた。今日などは「俺も復習したいから」と自分から声をかけてくれ、貧乏暮らしのために呼ぶことができなかった家庭教師と勉強する気分まで味わわせてくれた。

　すっかりいつもの気のつく「息子」に戻ったのかと思いきや、まだジェダ、正確に言うと彼に情報収集を任せている「実の母」を思い出す話は時期尚しよう早そうだった。ここは話を変えるべきね、とアリシアは気を遣った。

「やっぱりルアークも、豚の公開解剖を見て内臓の位置を覚えたの？」

「ははは、俺たちの場合はわざわざ豚を殺さなくても、本物の人間の死体があちこちにあったからねぇ」

「……コゼットに茶の用意を任せて正解でしたな」

　際きわどい会話に遠い眼をするリドレックを尻しり目めに、アリシアはほっと薄い胸を撫で下おろす。

「そうね、いくら似ているとはいえ、豚よりは実物を見たほうが間違いがないもの。亡なくなった方にはお気の毒だけど、次の誰かを救うためなら……」

「そういえばアリシアは、料理も自分でするんだから、豚の解剖もやろうと思えばできるんじゃない？」

「あら、そういえばそうね。確かに自分で解体できれば、お肉をさらに安く食べられるわ……」

　ぽんぽんと変わる話題にリドレックは、しばらくの間礼儀正しく苦笑を嚙み殺していた。そして料理にはそれほど詳くわしくないルアークの受け答えが途切れたところで、そっと別の話題を提供する。

「ところで、アリシア様。医術の本はひととおり嗜たしなまれたようですな。料理については、あなたのほうが詳しいでしょう。そろそろ本格的に、出産と子育ての話を始めますか」

「あっ……え、ええ！」

　ぽっと鼻先を赤くしながらアリシアがうなずくと、ルアークが眼をぱちぱちさせる。

「え、リドレックさん、そんなことまで教えられるの？」

「僭せん越えつながら、ディネロ様の乳う母ば役も務めさせていただきましたので」

　こほん、と咳せき払ばらいしたリドレックの胸元をルアークはまじまじと見た。

「……へえ、さすが最高の家令って、なんでもできるんだね……」

「……私の言い方がまずかったのは認めますが、母乳は歳としの近い子がいたメイドに頼みました。しかしそれ以外のことは、私が一手に引き受けておりましたので」

　もう一度咳払いしたリドレックは、表情を改めてアリシアに向き直った。

「アリシア様はライセン家に嫁がれてそろそろ二年、お子様を迎える心の準備はできているとうかがいました。アズベルグの今後の繁はん栄えいのためにも、可能な限り早く、お世よ継つぎを設もうけていただきたく存じます」

「ええ。それは、カシュヴァーン様ともすでに話し合っていますから……」

　出産と子育ての勉強については、アリシアではなくリドレックからの提案だった。怪け我がや病気への対処方法も必要でしょうが、こちらも考えていただければ、という話だったのだ。

　聞けばカシュヴァーンには、特定の乳母はついていなかったという。本当の母であるマリアンヌは生後しばらく息子から遠ざけられていたらしい。父レジオールは死の直前まで、彼の母は正妻ジーナだと思い込んでいたはずだが、無意識に真の親子関係の露ろ呈ていを避さけていたのだろうか。

　いずれにせよ、ライセン家にも出産と子育てに関する明確な知識を持つ者はいなかったのである。年配の使用人で子を持つ者もいることはいるが、庶民と貴族では必要な知識が異なる。いつかは、と思っていたので、渡りに船ではあった。

「トレイスは執事として順調に成長してはおりますが、年若く経験が浅い。何より本人の潔けつ癖ぺきさが邪じや魔まをして、子作りを過か剰じように神聖視しているようですからな」

「そーだねえ、あの人いまだにカシュヴァーンおにいちゃんがアリシアといちゃいちゃしてると、破は廉れん恥ち警けい戒かい網もう全開で怒り出すし……」

　敬けい虔けんな〈翼の祈り〉の信徒でもあるトレイスは、いまだ聖職者めいた清らかさを持っている。ライセン夫妻はすでに身も心も夫婦であると分かっていても、皮ひ膚ふ感覚として見過ごせないらしく、今でも一日一回は「破廉恥！」と叫んで止めに入るのだ。

「カシュヴァーンおにいちゃんがからかって遊んでる面もあるけど、ぼちぼち慣れておいたほうがいいよね。トレイスさん自身だって、浮いた話がない訳じゃないんだし？」

「そうね、トレイスには悪いけど、アズベルグ全体の未来のためだもの。いっそセイグラムのように、三人で何かしてみるぐらいの荒あら療りよう治じが必要かも……でも」

　トレイス相手とは別の罪悪感が、アリシアをためらわせた。

　この話は、「実の母」のことで心によどみを抱かかえたルアークの前でしていいことなのか。気遣うような視線を投げたアリシアに、彼はいつもの笑顔で応じてくれた。

「気にしないで、アリシア。俺は自分がおにいちゃんになれるのを、楽しみにしてるんだから」

　実の兄とのつらい想い出を抱えたルアークは、兄サイードに似た空気を持つ男を「おにいちゃん」と呼んで慕したう。そんな補ほ償しよう行為も、自分が兄の立場に立てば必要なくなるかもしれない。

「それにさ、アリシアそっくりの女の子が産まれたりしたら、その子が俺のお姫様かもしれないし」

　さらりと口にされた未来予想に、アリシアはぱっと眼を輝かせた。

「まあ……そうなると、ルアークは私の『息子』だけでなく、『義理の息子』にもなってくれるということ……!?」

「……『息子』のままで娘と結婚はまずいから、そっちは返上することになるかもだけど、ま、そうかな。ちょーっと歳が離れてるかもしれないけど、俺は今二歳だしね」

　生まれた年も誕生日も分からぬルアークは、カシュヴァーンとアリシアの誕生日の真ん中を己の誕生日として設定している。そこまで話してルアークは、黙だまっているリドレックへと水を向けた。

「おや、リドレックさん、その子はぜひアズベルグ家へ、とは言わないんだね」

「はて、私などには何も……主の望み次第でございますから」

「なーるほど？　ちなみにできた家令の眼から見ると、主は現在、誰を望んで……おっと？」

　ここぞとばかりに追及しようとしていたルアークの眼が、ふと屋敷の外を向いた。

「そろそろ、みんなが帰ってきたみたいだね」

「そのようですね。もうそんな時間ですか」

　リドレックは壁にかかった時計で「時計公こう爵しやく」こと主ディネロが戻ってくる頃合いだと察した。

　カシュヴァーンと共に出かけることが増え、昔ほど時計のような正確さで行動することはできなくなったディネロだが、特に何もなければお茶の時間には戻ってくる。もちろん、リドレックの心づくしのお茶を一番おいしい時に飲むためだ。

「ではアリシア様、ルアーク様、私はお茶の用意をいたしますので」

　即座に立ち上がったリドレックに、アリシアはにっこり微笑ほほえんだ。

「ええ、お願いね、リドレック。やっぱりあなたが淹れてくれるお茶が、一番おいしいわ」

「お褒めに預かり光栄です、アリシア様。後進も育ってきてはおりますが、やはり経験が足りませんからな。まだまだディネロ様のお側で、がんばらせてもらいますよ」

　満まん更ざらでもない様子でリドレックが立ち去るとほぼ同時に、ルアークの眉根が寄った。

「あら、どうしたのルアーク？　ええと、ルアークが淹れてくれたお茶もおいしかったわよ！」

　再び気を遣ってみるアリシアであるが、ルアークは「違うよ」と苦笑いした。

「もちろん俺も、まあまあの腕だとは自じ負ふしてるけどね？　そうじゃなくて、カシュヴァーンお兄ちゃんたちだけじゃなく、余計なオマケもくっついてるっぽいんだよね」

　招かれざる客の可能性を匂わせるその顔は、「死神」と呼ばれた暗殺者に相応ふさわしいものに変化しつつある。

「ちょっと見てくるよ。アリシアはここにいて」

「……ええ」

　ルアークがこういう雰囲気を漂わせる時には、彼の言に従わねばならない。アリシアの肉眼は急所が執しつ拗ように書き込まれた人体図のほうにずれていても、心の眼は大事な「息子」の一番肝心な情動を見み逃のがしはしないのだ。

　素直にうなずいたアリシアを室内に残し、ルアークが風のように姿を消す。残されたアリシアは嫌な予感が胸にわだかまるのを感じ、落ち着かない気分で医術書を開いたり閉じたりした。

「せっかくのお茶が無駄にならなければいいけど……安めのお茶を淹れるよう、リドレックに伝えてこようかしら」

　無駄遣いの予感まで覚えたところで、ぱたぱたと忙せわしない足音が近づいてくるなり、書庫の扉がいきなり開け放たれた。

「アリシア様、すみません！　あのっ、お呼びするように言われまして……！」

　許可も得ずに室内に飛び込んできたのはコゼットである。いつも礼れい儀ぎ正しい彼女らしからぬ振る舞いの理由は、真まっ青さおな顔色を見れば大体分かった。

　分かりたくないことまで直観してしまうほどに。

「……ルアークは？」

　理り屈くつによらず舞い降りた直観がうながすままにその名を呼べば、コゼットは怪訝な表情になった。

「ルアーク様ですか？　さあ、こちらにいらっしゃらないのなら、私にはちょっと……あの、それより、申し訳ありませんが急いで下さい！　マルグレートより、お客様がお見えなのです!!」

「え？」

　思わぬ事態に、アリシアは眼鏡の奥の瞳を丸くした。







　アリシアに出せる最高速度で屋敷の外へ出ると、すでに関係者一同がそこに揃っていた。

「アリシア！」

「カシュヴァーン様!!」

　急報を聞いて駆けつけてきたのだろう。カシュヴァーンもディネロもトレイスもノーラも、……ルアークもアズベルグ家の前にいる。

　彼らの向こうには隊商の一団がいた。浅黒い肌は傭兵国家ラグラドールの民に似ているが、白い布を頭からかぶり、緩やかな貫かん頭とう衣いを身につけた姿は商業国家マルグレートのものである。

　その中心では黒曜石のようにきらめく瞳を持った青年が、愛あい嬌きようがこぼれるような笑みを浮かべてアリシアを待っていた。

「あの、これは……」

「……隊商の中に紛れ込んできたらしい。輸出入に制限をしている訳ではないからな……そんなことをすれば、困るのはシルディーン側だが……」

　苦りきった顔でカシュヴァーンが応じると、耳みみ聡ざとく聞きつけた青年ことマルグレート第二王子、ジェリオ・シーガルがさも申し訳なさそうな笑みを作る。

「いやあ、すみませんね、勝手に押しかけてきてしまって……ですがすてきな『お土産みやげ』付きですから、どうぞご容よう赦しや下さい」

　取って付けたように謝ったジェリオが、仕切り直しとばかりにとびきりの笑顔になった。

「これはこれはアリシア様！　相変わらず個性的でいらっしゃる!!　一見地味なお姿なれど、誰よりも記憶に残る印象度はさすがのひと言ですね!!」

　ジェリオの弁べん舌ぜつは相変わらず立て板に水である。ただし彼は他の女性はもちろん、男性まで容姿を持ち上げて褒めちぎるが、アリシアに対しては「美しい」「可愛い」という類たぐいの言葉を使わない。

「ふん、相変わらず眼が腐くさっているな」

　暗にアリシアを小馬鹿にする態度を感じ取ってカシュヴァーンが小声で吐き捨てた。隣のディネロが「ライセン、アリシアに、ついては、お前の眼のほうが、怪しい」とつぶやいたが無視である。

　アリシア本人はといえば、ジェリオの底意はおろか、彼の立っている位置すら怪あやしい状況だ。まして現在、ジェリオの側にいる別の人物が気になって他に意識が向かない。

「……そちらの方は？」

「ああ、さすが、価値あるものはよくお見えになる」

　アリシアの眼の焦しよう点てんが自分に合っていないことなど承しよう知ちしているようだ。小さな嫌味を口にしたジェリオは、自分の隣で瘦せた体をさらに縮めている老女を前に押しやった。

「ちょっと早いお誕生日の贈り物だと思っていただければ幸いですよ」

　アリシアもかなり華きや奢しやなほうだが、嫁いでから栄養状態が良くなったので胸以外には適度に肉がついた。髪と肌の艶は元々いい。対する老女の、ぱさぱさの白はく髪はつを引っ詰め、棒きれのようにげっそりと瘦せこけた姿とは対照的だ。

　なまじ着ている服の質がいいので、荒あれた生活を反映した容姿が浮き上がってしまうのである。彼女にこの服を与えたであろうジェリオが、それを意識しない男とは思えない。

「せっかく我わが国へご招待いたしましたのに、一向に来て下さらないので、こちらから押しかけてしまいました。いえね、僕ももう少し待ったほうがいいと言ったのですが、このヘルミーナがどうしてもと……」

「ルアーク」

　ジェリオの長ちよう広こう舌ぜつはまだ続いているが、ヘルミーナと呼ばれた老女の意識に彼の姿はないようだ。個性豊かなその他の面々も見えていないだろう。緊張にかすれた声が、潤うるんだ青せい灰かい色しよくの瞳が、目指すものはひとつ。

「ルアークなんでしょう？」

　繰り返し呼びかけられても、お目当ての少年は何ひとつ反応をしない。大きな緑の瞳にただ、彼女の姿を映しているだけである。

　予想していた反応であり、それでもつらい反応なのだろう。ヘルミーナは瘦せすぎて男性のように目立つ喉のど仏ぼとけをゴクリと上下させた。

「は……初めましても、おかしなものね。私は」

「俺のお母さんって名乗ってる人？」

　彼女の挨拶をさえぎるルアークの声は、年中湿度の高いアズベルグに干かん魃ばつを引き起こしそうなものだった。

「確かに俺の『お母さん』は眼が悪いよ。だけど俺は、見間違えたりしない。ね？」

　ヘルミーナに対しては死に絶えている彼の表情筋は、アリシアに笑いかけた一瞬だけ生き返り、また死に絶える。

「俺の『お母さん』はアリシア・ライセン。『お父さん』はカシュヴァーン・ライセン。大事な情報だから、よぉーく覚えて帰ってね。初めまして、それじゃさようなら。お帰りはあちらでーす」

　お情けのような抑よく揚ようをつけて一方的な挨拶を行うと、ルアークは右手を北のほうに向けて掲かかげた。その手の中には銀の針に似た得物が出現している。声なき声が告げるのは「さっさと帰れ、さもなければ容赦しないぞ」。

「……おいルアーク」

　気持ちは分かるが、というようにしかめ面つらをして前に出ようとしたカシュヴァーンの足が止まった。固かた唾ずを吞のんで状況を見守っていたアリシアの耳に、どさりと鈍い音が響く。

「ヘルミーナ！」

　凍こおりついた空気の中、いち早く反応したのはジェリオだった。その場にくずおれた老女の瘦せ細った体を抱き上げ、意識のない頭に優しく手を添そえて大おお袈げ裟さに首を振る。

「ああ……なんということを！　彼女は心臓に病を持っているのです!!」
















　責めるように見上げられた瞬間、無表情に、むしろ表情をどこかに落としてきたような顔で突っ立っていたルアークの頰が引きつれた。その前に、硬こう直ちよくから立ち直ったカシュヴァーンが滑すべり込む。

「ふざけるな!!　そんな体の女に長旅をさせた挙げ句、こんな真似を強要したのは貴様だろうが!!」

「強要？」

　ヘルミーナを部下の手に渡しながら、ジェリオは大袈裟に眉根を寄せた。

「何か誤解が生じているようですが、僕は彼女に何かを強要したことなど一度もありませんよ」

「……そうですわよね。意思決定は自分が行った、と思わせるのが、上手な契約の取り方ですもの」

　アリシアも夫の横に並び、二人で「息子」をジェリオの精神攻こう撃げきから守る盾たてとなる。

「おやおや、またしても誤解が。僕の本業は大たい使しですよ？　もっとも、国が相手の商売人としての一面は否定しませんが」

　にこりと微笑んだジェリオは、ぐったりと部下たちに身を預けているヘルミーナをこれみよがしに振り返った。

「それはそうと、まずはヘルミーナを休ませていただけませんか。おっしゃるとおり、ようやく夢にまで見た息子に会えると、病弱な身を押して旅をしてきましたのでね。アズベルグにもお医者様のひとりや二人、いらっしゃるのでしょう？」

「……こんな、田舎いなかには、まともな、医者など、いないと、でも？」

　誰よりも郷土愛の強いディネロが珍しく挑ちよう発はつに反応した。ジェリオのやり口についての反感もあり、不快感を抑おさえきれなかったのだろう。

「本当に誤解されているようですね、僕は誓ちかってそんなことは」

「いや、別に構わない」

　白々しいやり取りに、カシュヴァーンが横合いから口を挟んだ。珍しくディネロが激げき昂こうし、カシュヴァーンが止めに入る図かと思いきや、

「貴様がそれだけ分かりやすい態度を取るのは、俺たちがやったこともそれなりに功を奏しているということだ。下ごしらえばかりでなかなか手て応ごたえが感じられず、苛いら々いらしていたが、効果が見えてきて嬉しいぜ」

　眼帯に隠れていない瞳の中で、季節外れの冬の稲いな妻づまが踊おどっていた。

「そろそろうまい料理が食えそうだ。贈ってもらった香辛料を使う日も近そうだな」

「……まだ手をつけていなかったのですか。いくら保存期間が長いとはいえ、使える時に使っておかないと、人生には何があるか分かりませんよ？」

　一瞬気け圧おされたのを隠すように、ジェリオは反射的に虚きよ勢せいを張ってみせた。だがすぐに、その態度こそがカシュヴァーンの指摘どおりだと気づいた様子だ。愛あい想そ笑いの薄い膜まくで、怒りと焦しよう燥そうをくるみこんでしまった。

「おっと、これは失礼しました、大切なお客様に取るべき態度ではありませんでしたね。確かに押し売りは商道徳に反しますし、皆様の気分を害したのも致し方ないことです。それでは残念ですが、彼女はこのままマルグレートに帰すといたしましょうか」

　眉まゆ尻じりを下げ、さも申し訳なさそうにジェリオは言うが、なまじ医術の勉強をしていたアリシアには看かん過かできなかった。

　気を失っているヘルミーナの艶のない肌が、冷たい汗でうっすら光っている。枯れ木のような手はいまだに胸元を強く握り締め、上等な衣装に深いしわが寄っていた。誰が見たって動かすべきではない状況だ。

「……ルアーク、ごめんなさい」

　アリシアが小さく謝る声を聞いて、ルアークはぴくりと肩を揺らし、カシュヴァーンは意を決して副官を見た。

「ディネロ、いいか」

　ライセン親子の願いを正しく汲み取ったディネロは、普段どおりの恬てん淡たんとした口調でジェリオに話しかける。

「我が家の、家令は、医術を、嗜む」

「ああ、それはありがたいですね。では、その方を連れてライセン家へ」

「リドレックは、いつも、俺の、側だ。ヘルミーナは、我が家で、預かる」

　ジェリオの思おも惑わくまで正しく汲み取ったディネロは、その上で彼の発言をさえぎった。わずかに眼を見張ったジェリオが笑顔で食い下がる。

「いえいえ、それには及およびませんよ。この近くには、ライセン家の別べつ邸ていがあると」

「動かさない、ほうが、いい」

　表情を変えず、ディネロも繰り返した。

「我が家で、預かる」

「……分かりました」

　てこでも譲らぬ意思を感じ取ったようだ。ジェリオは案外あっさりと撤てつ退たいした。

「さて、ところで僕は、どこに泊とまらせていただけるので？」

「なんだと？」

　ヘルミーナだけ置いて帰るような男ではないと分かっていても、カシュヴァーンの顔は思わず険けわしくなった。反対にジェリオの唇には、してやったりとばかりの笑みが浮かんでいる。

「なに、以前から思っていたのですよ。僕たちには相そう互ご理解が足りない。だからこそ我が国へ招待したというのに、あなた方が足をお運び下さらないから、長旅をして来たのです。商売人の考え方で申し訳ないですが、ルアーク様のお母様だけ置いて即帰宅、では割に合わないでしょう？」

「俺のお母さんは最初からここにいるけど？」

　聞こえよがしな嫌味を口にするルアークであるが、ジェリオは無視してカシュヴァーンに話しかけた。

「僕としては、ライセン家の別宅」

「我が家で、歓かん迎げい、する」

　またしてもディネロに割り込まれ、ジェリオは「そうくると思いました」と肩を竦めた。

「まあいいでしょう。僕個人としても、あなたにはいろいろと興味があったのですよ。ディネロ・アズベルグ公爵」

　ディネロの眉根がかすかに寄るが、ジェリオは意味深長に微笑むだけだ。「いろいろ」の内容を、今つまびらかにするつもりはないようである。

「失礼ながら、そちらのお屋敷があまり裕福でないことは承知しております。逗留費は弾はずませていただきますよ」

「ええ、搾り取らせてもらいますわ！」

　当然だ、とばかりにはりきったアリシアのひと声で若干場の空気は和やわらいだものの、それだけだった。











第二章　王子様商売






　なんとも扱あつかいづらいジェリオが、さらに扱いづらい「お土産みやげ」付きでアズベルグを訪おとずれて以来、アズベルグ家に漂ただよう空気は薄うすい泥どろを溶かしたようなものに変じた。

「あーもう！　あのセイグラムより腹が立つ男がこの世に存在するなんて!!」

　ジェリオが来てから、まだたったの一日。それだけで様変わりした空気を振り払うように、談話室内のノーラはお茶の席の作法を放り出して叫さけんだ。アレクトールが淹いれたお茶だからと軽かろんじている訳ではない。

「なんて面つらの皮の厚い!!　マルグレートのお茶はおいしいですけど、とってもおいしいですけど、あの男は大だい嫌きらいですわ!!」

「……そうね、私も嫌いになってしまいそう」

　アリシアも口に物が入っているというのに、珍めずらしく憂ゆう鬱うつな顔だ。

　望んで手に入るものが少ない人生を送ってきた。そのため無意識下で執しゆう着ちやくを避さけてきたアリシアは、結婚して初めて「特別」に「好き」という感情を意識したが、「特別」に「嫌い」も同じく知った。ジェリオと同じく王子の地位を持っていた青年の、明るく快活な笑みにねじれる顔の傷が脳のう裏りを過よぎる。

「……いいえ。私はもう、あなたのことは嫌いではないわ」

　鏡に映ったカシュヴァーンだったと分かってしまえば、どうして嫌い続けることができようか。そもそも「嫌い」は燃費が悪い感情だ。だからジェリオのことも、できれば嫌いたくないのだが。

「上手じようずにお付き合いできれば、いい商売になりそうだしね……」

「……神様抜きでお願いできれば、の話ですけどね」

　苦い息を吐くアリシアとノーラ、向かい合う二人が手にしたティーカップに満ちているのは、小こ憎にくらしくもジェリオが持参した茶である。昨日きのうと同じ場所で同じように茶を飲んでいるというのに、楽しむ気持ちは全く起こらない。

　カシュヴァーンはジェリオの「アズベルグを案内して下さい」なる願いを断れず、早朝からディネロと一緒に舌打ちしそうな顔で出かけていった。ジェリオに好き勝手に歩き回られるよりはまし、との判断だろうが、彼が側にいるならばマルグレートへの対応策も講じにくいだろう。

　アズベルグ家の使用人たちは、突然増えた来客にどう接すればいいのか困っている様子である。ヘルミーナは昨夜の段階で意識を取り戻しており、心臓の病やまいを心配したリドレックが付き添そっているが、主あるじ不在の家の中を切り盛もりするのは家令の役目。必然的にアレクトールその他使用人が看かん病びようせねばならないのだが、遠えん慮りよがちでも情じよう緒ちよ不安定なヘルミーナにどう対応すべきか、頭を悩なやませていた。

　その中でコゼットは、比ひ較かく的てき冷静にヘルミーナに対処しているようだった。元修道女である彼女は人の悩みを聞く教育を受けており、何かにつけて失神する点でも共通点がある。ヘルミーナもコゼット相手だとあまり気を張らずにすむのか、今け朝さはかなり顔色が戻ったとの報告を受けていた。

　さすがコゼットだわ、五点追加ね。思わず採点してしまったアリシアであるが、当座の問題が保留になっただけだ。ヘルミーナを連れてきた男をどうにかしなければ、話が前を向いて進まない。

「カシュヴァーン様も……ルアークもきっと、ジェリオ様のことが嫌いね……」

「そりゃね。好く理由がないもん」

　滑なめらかな紅茶の表面に小さな波は紋もんを生みながら、ルアークがアリシアのすぐ後ろに出現した。ヘルミーナがアズベルグ家に運び込まれた後、ずっと姿が見えなかった「息子むすこ」の登場にアリシアはぱっと表情を輝かがやかせる。

「ルアーク、お帰りなさい！　ええと、あの、座って！　お茶を飲んで！　お菓か子しもたくさんあるから!!」

「わ、私のもあげますわよ、ルアーク!!　すぐお茶を淹れますわね!!　ここの家令にあれこれ言われたのには腹が立ちましたけど、おかげでお茶の淹れ方は上達しましたの!!　ティルナード様より先に飲めるなんて、あなたは幸せ者ですわよ!!」

　登場早々、ノーラまで一緒になって盛大に引き留とめられたルアークは、苦笑して勧すすめられた椅い子すに腰こし掛かけた。

「そうだね、いただくよ。毒入りじゃないみたいだし。いいお茶なのは間違いないからね」

「そうなのよね。物を見る眼は確かでいらっしゃるのだけど……」

　話しながら、アリシアははっとした。いけない。この流れでは、おそらくジェリオの「お土産」の審しん美び眼がんに辿たどり着いてしまう。

「あ……あのねルアーク、このルビーチェリオのケーキ、とってもおいしいの！　ルビーチェリオはアズベルグでも少しだけ採とれるんですって！　食べてみて!!」

　ルビーチェリオとは、三みつ股またに分かれた茎くきの先に親指大の赤い実がついた果物である。リーゴよりもう少し酸味があるそれの載のったケーキをアリシアが勧めれば、ノーラもいそいそと茶を注そそぎ始めた。

「ルアーク、お茶も入りましたわよ！　飲んで下さいな!!　お代わりもありますわよ!!　マルグレートの連中は、惜おしみなく物をくれるところだけは素晴らしいですわね!!　ほらほら!!」

「……あ、うん、ありがたいけど、ちょっとだけもらうよ。俺はいつも腹七分目ぐらいに抑おさええるようにしてるからさ。満腹だと眠くなりやすいからね」

　鋭えい敏びんな感覚を維い持じするために、酒も特別な記念日以外は口にしないルアークである。苦笑いしながらも小さなケーキをかじり、お茶を飲み始めた。時間稼かせぎに成功したアリシアは、ほっとしながら次の引き留め方を考える。

「あの……あのね、ルアーク。そうだわ、昨日の続きを教えて！　ただ本を読むよりも、ルアークに実地で教えてもらったほうが身につくと思うの！」

「……それはどうかな？　リドレックさんに頼んだほうがいいんじゃないかな」

　ゆっくりと茶器を卓たくの上に戻しながら、ルアークは穏おだやかな声で応じた。

「俺は殺すほう専門だから。応急処置ぐらいならある程度知ってるけど、基本的に暗殺者なんて失敗したらそれまでだからね」

　敵てき陣じんの懐ふところに単独、もしくは少人数で潜もぐり込む暗殺者は、短期決戦が基本。しくじれば敵中に取り残され、卑ひ劣れつな使命の代だい償しようを命で支払うことも多い。

「ま……まあ、それはそうでしょうね。治なおしている暇ひまもなさそうですし……」

　当たり前のように語られる非日常に怯おびえたか、ノーラは次の言葉を失っている。だがアリシアは、少し考えてから口を開いた。

「あのね、ルアーク。『肥ひ料りよう要いらず』は少量なら薬にもなるって、こちらで読ませていただいた本に書いてあったわ」

「……あ、ああ、うん、そうなんだ？」

　突然得たばかりの知識を披ひ露ろうされ、ルアークはあやふやな相あい槌づちを打った。俺の話を聞いてた？　とその顔には書いてあるが、生あい憎にくアリシアにそれを読み取る視力はない。ただし、話を聞いていない訳でもない。

「今の段階でも、強い毒は薬にもなることまでは学べたわ。知識も技術もそうだと思うの。ルアークは暗殺者だったけれど、暗殺以外何もできない訳じゃない。それどころか、楽器の演えん奏そうだって女装だって、いろんなことができるじゃない」

「……そうですわよね。とっても器用ですもの、あなた」

　ノーラもとりあえず合いの手を入れた。

「もう〈玩具おもちやの兵隊〉は解体されたわ。あなたに暗殺を命令する人はもういないの。しかもただで」

　知識にしろ技術にしろ、その力には本来の色はない。何に使うか、どう使うか、それを自分で考えることを禁じられていたルアークだが、今は違う。

「だから……たとえ、ヘルミーナ様が」

　飛ひ躍やくした話を本筋に戻し、一番伝えたいことを告げようとした時だった。ルアークがすっと視界から消えた。

「きゃっ!?」

　途と端たんに可か愛わいらしい悲鳴が聞こえたので驚おどろいたが、ルアークではない。叩たたこうとしていた扉とびらがいきなり開いたために、思いきり空から振ぶりしてしまったコゼットだった。

「あ、その聞き慣れた悲鳴はコゼットよね、ちょうどよかったわ。ルアークが来てくれたから、お茶とお菓子を追加してくれない？」

　主に耳を使って相手を判別したアリシアが頼むと、コゼットは恐きよう縮しゆくしたように身を縮めた。先回りしてアリシアが謝る。

「あ……ごめんなさい。そうよね、他にお客様も増えたし」

「い、いえ、お客様に振る舞うお茶菓子程度をけちったりしません！　ディネロ様の、いえその、アズベルグ家の恥はじになってしまいますし、ライセン強きよう公こう爵しやくからも……マルグレートの王子からも、たっぷりと逗とう留りゆう費ひをいただいておりますし!!」

　誤解に慌あわてたコゼットであるが、その勢いは急激に減じた。控ひかえめな視線はアリシアよりも、むしろルアークに注がれている。

「アリシア様、あの……」

「例のあの人が俺を呼んでるって話なら、行かないよ」

　コゼットの態度から状じよう況きようを悟さとったルアークが素そっ気けなく断る。しかしコゼットはますます眉まゆ根ねを寄せて、言いにくそうに伝言を口にした。

「いえ、その……あの方は、アリシア様とお話をされたいとのことなのです」

「はぁ？」

　片眉を上げるルアークに対してコゼットはびくっとしたが、アリシアは少し考えてからうなずいた。

「……分かったわ。私も一度、ヘルミーナ様とお話をしなければ、と思っていたの」

　ヘルミーナにあまり衝しよう撃げきを与えまいと、まだ見み舞まいにすら行っていなかった。だが、すでに目覚めている上に、本人が望んでいるとあらば、ちょうどいい。

「アリシア、俺も」

「だめ」

　常にない早さで、アリシアはルアークの同行を断った。

「いや、でもさ」

「だめ」

　同じことを繰くり返した後、ルアークは肩かたを竦すくめて黙だまり込む。

「でも、私は行きますわよ」

　そこに口を挟はさんできたのは、二人のやり取りを見守っていたノーラだった。ノーラ、とアリシアが戸と惑まどいの声を上げたが、彼女は豊かな胸を持ち上げるように腕うでを組んだきり引き下がろうとしない。

「私はもう奥様のメイドではありませんもの、命令は聞きませんからね！　親友として、くっついていくだけですから!!　この間はご迷めい惑わくをおかけしましたし、奥様だって借りっぱなしは嫌いやでしょう!?」

「私は永遠に借りておくのは大好きだけど……でも、ありがとう、ノーラ」

　ティルナードとの結婚について悩んでいた際、情けない姿をさらした己おのれをノーラはひそかに悔くやんでいるのだ。借りた金を返すのが世界で一番恐おそろしいアリシアであるし、感情的な貸し借りもすぐ忘れる性格だが、ノーラがしたいことを止めるつもりはない。

「ルシアナもアリシア様のお友達ですから」

「だめ」

　すかさず裏声を駆く使ししたルアークを置いて、アリシアはノーラと並んで談話室を出た。







　ヘルミーナにあてがわれているのは、アズベルグ家の二階の端はしにある客室だ。要するにアリシアたちが泊まっている部屋の二部屋隣となりである。アズベルグ家自体に広さがないので、客室の数も限られているのだ。

「ヘルミーナ様……アリシア様をお連れしました」

　先導してくれたコゼットが扉を開き、慎つつましくお辞じ儀ぎをしてから、そっと後ろに下がる。控ひかえめな所作は主の眼につかないよう訓練されたメイドのものであり、ノーラが「うーん、やっぱりこの子ですかしらねえ」とつぶやいたのが聞こえた。

　メイド候補話をしたいところではあったが、そうもいかない。年代物のどっしりしたベッドの上に身を起こしたヘルミーナが、こちらを不安そうな瞳ひとみで見つめているのだ。リドレックは別の仕事で忙いそがしいため、部屋の中には他に誰だれもいない。

　眼の色はルアークと違う。顔の作りも、そんなに似ていない。櫛くし通どおりの悪そうな白はく髪はつの色味はルアークの銀ぎん髪ぱつと近いが、元が何色だったか分からない。生活に疲つかれ果てたその雰ふん囲い気きも、暗殺稼か業ぎようで魂たましいのどこかをすり減らしているルアークの乾きとは違って、じっとりとした湿気を含ふくんでいるように思える。

　だが自分の視力が信じるに足りないことはアリシアも承しよう知ちしている。だからこそ、見えない何かを感じ取りたくて会いに来たのだ。

「こんにちは、ヘルミーナ様。改めて自じ己こ紹しよう介かいいたしますわ。私はアリシア・ライセン、領主カシュヴァーン・ライセンの妻です」

　アリシアのほうから頭を下げて挨あい拶さつをすると、ひたすらに彼女を凝ぎよう視ししていたヘルミーナがぎくりと身じろいだ。

「あなた様が……！　は、初めまして、大変ご挨拶が遅おくれました。私はヘルミーナ・ミントンと申します」

「ミントン……」

　ではルアークの本名は、ルアーク・ミントンになるのか。ノーラが「上位の人間に先に挨拶させるなんていけませんわ、減点十」とつぶやいているのを聞きながら、まずは見舞いを口にする。

「お体は大丈夫ですか？　いつも飲んでいるお薬は持参されているとうかがいましたけど、よろしければ見せていただけませんか？　私も最近医術の勉強を始めていますの。薬の知識はまだあまりありませんけど、毒には結構自信がありもが」

「ちょっ、おやめ下さいな！　聞きようによっては結構な脅きよう迫はくですわよ!?」

　慌てたノーラが諫いさめにかかったが、ヘルミーナの態度は変わらない。そもそも彼女は、あまりアリシアの言うことを聞いていないようだった。

「ライセン……強公爵、夫人。無礼を承知で申し上げます」

　居い住ずまいを正したヘルミーナが、緊きん張ちようのためか紫むらさきに近い唇くちびるを動かして請こう。

「お願いです。あの子をどうぞ……私に返して下さい」

　返して。

　予想していなかった訳ではない。それでもその響ひびきは、重くアリシアの胸むねを打った。

「……ヘルミーナ様、あの」

「私がひどい母親だったことは重々承知しております……！　あなた様と旦だん那な様さまが、あの子をたくさん愛してくれたことも分かっているつもりです」

　潤うるみ始めた瞳をきらきらと輝かせながら、ヘルミーナは必死に訴うつたえた。

「貧まずしさのために息子を育てきれず、手放したのは私の罪です。ですが、そうしなければ、あの子も私も死んでいた……!!　貴族の皆様には想像しづらいとは思いますが、庶しよ民みんにはやむにやまれぬ事情もあるのです……!!」

「ちょっと！　奥様だって、自分でメイドをやろうかといまだに考えるぐらいもが」

　ノーラが今度はヘルミーナを制しようとして、伸び上がったアリシアに口をふさがれた。

「いいの、ノーラ」

　確かにアリシアの生家フェイトリンは貧びん乏ぼうだった。地ち方ほう伯はくの象しよう徴ちようである白い鳥を模もした建物は薄汚れ、みじめな有あり様さまであった。

　使用人も常勤の者は置けず、必要がある時にしか雇やとえなかったし、家庭教師はごく短期間しかつけたことがない。人気があって値段の張る恋愛小説にも手が出せなかった。

　それでもアリシアは貴族の子女ではあったし、家族に愛されてもいたのだ。両親が亡なくなってからは食事がままならない回数は増えたが、その分庭で作物を作ったり、多めに空気を吸うなど工夫もしてきた。胸の成長は止まってしまったが、布地を使わずにすむ分安上がりでいい。

『俺が大きくしてやろう』

　いつか夫が口にした言葉とその状況を思い出し、きゅーっと「おなかが痛く」なったが、今はそんなことを考えている場合ではない。

「私には、お父様もお母様もいたわ。雨風が防げる家もあったし、ドレスだって食事だって、なんとかできていたもの」

「『肥料要らず』に耐たい性せいができるような食生活は、標準ではありませんわよ！　それと奥様がご実家から持ってこられたアレがドレスだなんて、私は認めませんからね!?」

　ノーラ自身の美意識も絡からんで反論がやむ気配はないが、アリシアにヘルミーナを責めるつもりはない。

　彼女がルアークの母親である可能性が少しでもあるのなら、その意見は正当なのだ。誰であれ母なしでこの世に生を受けることはできない。母への、親への期待を持たずに生きることもおそらくは。

　己の分まで削けずって育ててくれた父母をアリシアは敬愛しているし、カシュヴァーンが両親へ向けた憎にくしみは得られなかった愛の裏返しだ。暗殺者としてアリシアたちの前に現れたルアークが今でも一緒にいてくれるのは、「息子」として彼を迎むかえ入れたからである。

「家族」の枠わく組ぐみを利用している人間が、本物の家族の要望を無視できるはずがないのだ。

「盛り上がってるところ、悪いけどさ」

　不意に響いた声にはっと振り仰あおげば、頭の後ろで両手を組んだルアークが立っていた。

「俺は家か畜ちくじゃないんだよ。はいそうですか、と返せる訳ないだろ？」

　冷めた眼つきでヘルミーナを一いち瞥べつした緑の瞳が、アリシアとノーラを申し訳なさそうに見やる。

「ごめんね、『お母さん』。やっぱり、気になっちゃってさ」

　ヘルミーナが頰ほおを張られたような顔をした。アリシアならとにかく、ルアークが気づかないはずもないのに、彼はヘルミーナの顔色には全く反応しない。

「でも、ちょっと悲しいな、アリシア。俺のお母さん兼けん女王様なら、『一度もらった物は私の物だから、返せません！』って一いつ喝かつしてくれると思ったのにぃ」

　おどけてみせるルアークに対し、アリシアは「しっ」と指を立ててみせた。

「だめよ、ルアーク。まず先に相手の要望を聞くだけ聞かないと。その上で、こちらの要望を出すのが望ましいわ」

「……どうしたのアリシア。医術の本を読んでいるのは知っていたけど、交こう渉しよう術じゆつまで載ってたの？　その本大丈夫？　藪やぶ医者御ご用よう達たしのやつじゃない？」

　いぶかるルアークに、アリシアは首を振る。

「いいえ、交渉術はマルグレートの本に載っていたの。さすが商業を生なり業わいとしているだけあって、交渉や契約に関する資料は多いのよ」

　医術の本を読み始めたのはここ最近の話だが、マルグレートについての知識は彼らとの関わりが深くなってきて間もなくから収集している。シルディーンと違い、日常的に海と触ふれ合うマルグレート特有の恐きよう怖ふ譚たんについ心を引かれてしまうが、商売に関することもかなり役立ちそうなのでよく覚えている。

「あ、ほったらかしにしてしまって申し訳ありませんわ、ヘルミーナ様」

　口を挟むことができずにいるヘルミーナに謝罪したアリシアは、一応尋たずねた。

「他に要求はありませんか？　慰い謝しや料りようが欲しいですとか、養育費は……あ、こちらが請せい求きゆうする立場よね」

　露ろ骨こつな金の話を聞いてヘルミーナが一層青ざめたが、少しだけ迷った後、彼女は頰に窪くぼみができるほどに奥歯を嚙かんで首を振った。

「お、お金の、話なら……どうにか、します」

「いえ、どうにかされても困りますわ。だって……申し訳ないですけど私、ヘルミーナ様が本当にルアークを産んだお母様でも、うちの『息子』をどこかにやるつもりはありませんもの」

　普段なら金の話につい心動かされるアリシアであるが、今回は誘ゆう惑わくを感じない。金額の問題ではなく、単純に無理だからだ。「家族」をアリシアから買い取れるだけの金など流通していないのだから。

　地味で小こ柄がらなアリシアだ。そんな彼女の決して強くない口く調ちように、ヘルミーナはとっさに言い返せないでいる。同じ「母」としての覚かく悟ごを感じ取ったのか、罪悪感に舌を封ふうじられたのか、分からないままアリシアは続けた。

「ですが……ジェリオ様の存在が、話をややこしくしていることは分かっているつもりです」

　ヘルミーナがひとりで訪ねてきてルアークを返してくれと言ったのなら、彼女の素す性じようを洗うにせよ感情的な整理をするにせよ、ゆっくりと時間をかけられた。しかしジェリオが背後で暗あん躍やくしていることを思えば、次の仕掛けがあるはずだ。悠ゆう長ちように構えてはいられない。

　となれば、ジェリオがいない今のうちに、できるだけ関係者すべての傷が浅いうちに反はん撃げきの糸口を見つけなければ。

「あの方に何を言われたのか、教えていただけませんか？」

「……私の息子が……ここにいると。それだけ、です」

　おどおどと瞳を伏ふせて答えたヘルミーナを、ルアークは冷たい眼で睨にらんでいる。ノーラの眼つきも決して優しくはないため、ヘルミーナはますますうつむいてしまった。

「失礼ですけど、あなたがルアークのお母様だという証しよう拠こはありますか。体のどこかにあざがあるとか、隠かくされた第三の眼の場所を知っているとか……」

「奥様、それは小説の読みすぎですわよ」と呆あきれるノーラをよそに、ヘルミーナは苦しそうに答えた。

「……ありません」

「ないの!?」

　ルアークが呆あつ気けに取られた顔をした。

「おっどろいた、あんたよくそれで俺の前に顔を出せたね！」

「なんの証拠もなくても、自分が産んだ子供の顔ぐらい分かるわ!!」

　きっとまなじりを吊つり上げたヘルミーナを、ルアークは小こ馬ば鹿かにしたように見やる。

「へえ、そう？　残念ながら、俺にはあんたが俺のお母さんには見えないけどね」

「わ……私には見えています。子供の頃のあなたは髪の色はもっと白っぽくて、眼の色ももっと薄かったわ。少し体が弱くて、熱を出しやすくて、私が抱だいていてあげないとすぐに泣き出す、繊せん細さいな子だった！」

　乗せられて昔語りを始めたヘルミーナを、ルアークは刹せつ那な、怯ひるんだように見た。ノーラも「私も産まれたばかりの頃は、金髪に近い毛の色だったそうですわ」と思わずつぶやき、軽く睨まれて黙り込む。

「……悪いけど、口先だけの思い出話なら、いくらだって捏ねつ造ぞうできるから」

　聞くだけ無む駄だだとばかりに言って、ルアークはぷいと顔を背そむけてしまった。ヘルミーナも聞く耳持たない態度に衝撃を受けたのか、心臓に手を当てて黙り込んでしまう。

　アリシアは内心危あやぶんでいたが、昨日出会い頭がしらの洗礼を受けたことで多少耐性がついたのだろう。また倒れたりはしなさそうだが、同じ話題を続けていれば分からない。それならばと、妥だ協きよう案あんを提示することにした。

「ねえ、ヘルミーナ様。もしも言うことを聞かなければ、ひどい目に遭あわせるようなことを言われているのであれば、あなたのことはカシュヴァーン様に掛け合って」

「御ご免めんだね」

　守る、まで言わせず、ルアークが横を向いたままで唾つばでも吐はきそうな顔をする。

「ルアーク！」

「ごめんね、アリシア。でも、これだけは譲ゆずれない」

　決然と譲じよう歩ほを拒きよ否ひしたルアークは、刺とげ々とげしい視線で母を名乗る女性を突き刺さす。

「なんのつもりか知らないけど、俺の『家族』を脅迫に使おうとしたことは絶対に許せない」

「きょ、脅迫だなんて！」

　ヘルミーナが弾はじかれたように大声を上げた。

「違ちがうの、そんなのじゃない。信じてルアーク、私はただ、あなたに会いたくて」

「俺の母親だなんて最低の噓うそをついて、ここまで来たって訳？」

「噓じゃないわ、私は本当に」

「本当の母親なら、なおさら悪いよ」

　はぁ、と大きなため息をついたルアークのほうがむしろ、聞き分けのない子供に言い聞かせるような顔をしている。

「今さらこんな形で再会させられて、本当の息子なら喜ぶはずがないだろ。だってあんた、自分が生きていくために俺を捨てたんでしょ？」

「ルアーク！」

　ヘルミーナが息を詰つめ、はっとしたアリシアが慌てて止めようとしたが、ルアークの動きを彼女に制止できるはずがない。あっさりかわされた挙あげ句くノーラに抱きつきながらも、懸けん命めいに説得する。

「だめよ。この方が本当にあなたのお母さんかどうか分かるまでは、そういう言い方をしてはだめ！」

「そ、そうですわよ、あなたにまで被害が及ぶような言い方はだめだって、前にカシュヴァーン様も言っていたでしょう!?」

「……そうかな。もう、解答は出てる気がするけど」

　冷さめきった声で告げたルアークの眼に、彼が操る針に似た光が宿った。ヘルミーナが首を竦めたが、ルアークの怒いかりを誘さそったのは彼女ではない。

　程なく扉を叩く音がして、コゼットがおずおずと顔を出す。リドレックがいない現在、ヘルミーナの容体の変化に対応するため近くで待たい機きしていたコゼットは、来訪者への対応も余よ儀ぎなくされたのだ。

「あの、マルグレートからのお客様が……」

「やあ、これはこれは」

　戸口でにこやかな笑みを浮かべているのは、言わずと知れたジェリオだった。

「ああ、僕が持ってきたお茶を飲んで下さったのですね」

　漂う香りを嗅かぎ分けた彼は、コゼットに軽く一礼してから室内に足を踏ふみ入れてきた。

「……ずいぶん早いお帰りですのね、ジェリオ殿でん下か。アズベルグのような田舎いなかなど、半日も見て回れば飽あきておしまいになったのでしょう？」

　アリシアから離れたノーラが険けんを隠さずに嫌味を飛ばすが、ジェリオは「とんでもない」と受け流す。

「その逆ですよ。知れば知るほど、興味深いことばかりだ。景色も植生も家畜も料理も民の性質も風習も、何もかも珍しく面おも白しろいですよ」

「あら、ありがとうございます。奥様の容姿についてもそうですが、決して豊かだとか栄さかえているとか言わないあたり、あなたは結構正直ですわよね」

　昨日は医者云うん々ぬんと皮肉ったくせにと、ノーラの相槌は大層つっけんどんである。しかしアリシアの反応は違った。くんくんと、匂においを嗅ぐようなしぐさをして、

「あら、でもジェリオ様、なんだかいつもより強めにお金の気配を漂わせていますわ。もしかして、新しい商売の種が見つかりました？」

「え、アリシア、ついにそんなものまで分かるようになったの？」

　ルアークがぎょっとし、ジェリオの瞳にも一いつ瞬しゆんさざ波が立ったが、それはすぐに愛あい想そ笑いの中に紛まぎれてしまう。

「はは、さすがに今日一日では……それを見つけたく思い、あなたの旦那様にいろいろと案内していただいたのですが、つれない方ですねえ。あれはだめだ、これは見せられないばかりで、ふて腐くされて帰ってきてしまいましたよ」

「当然でしょ。俺たちがマルグレートに行ったって、同じことになったよね？」

　ルアークの嫌味にも、ジェリオの面の皮は貫つらぬかれない。

「ルアーク様もお人が悪い。あなた方が来て下さらないから、僕たちが馳はせ参じましたのに。そうだろう、ヘルミーナ？」

「は、はい……」

　消え入りそうな声でヘルミーナがうなずく。後に誰も続こうとしないことから、ジェリオはすぐに状況を察した。

「彼女はあまり歓かん迎げいされていないようですね」

「……ジェリオ様、そういう言い方は失礼ですわ」

　思ったことは大たい抵てい口に出してしまうアリシアであるが、今のひと言は、特に彼が発すべきものではなかったはずである。哀あわれなヘルミーナは身の置き所がない様子で、もぞもぞと瘦やせた足の膝ひざ頭がしらをすり合わせている。

「これは申し訳ありません。アリシア様は優しい方だ」

　すぐにジェリオは謝った。妙みようにへりくだった言い方が、耳に残った。

「さてさて、僕もあまり歓迎されていないようですし、退散するといたしましょう。ああ、ですがその前に、もうひとつだけ」

　辞去の寸前、ジェリオはさも今思いついた、という顔で付け加えた。

「ヘルミーナといい、ルアーク様といい、バルロイ様のところのレネ様といい……〈玩具の兵隊〉には、よく似た容姿の子供ばかり揃そろっていると思いませんか。無論黒くろ髪かみの子供もいますが、能力の高い者は揃って銀に近い髪の色を持っている」

　突然の指摘に虚きよを衝つかれ、怪け訝げんな表情のアリシアたちに対して彼は完かん璧ぺきな笑顔を維持している。

「これはまだ推測の域を出ませんが、白や銀の髪を持つ戦闘に特化した一族がいて、彼らが〈玩具の兵隊〉に丸ごと吸収されたのではないかと僕は睨んでいます。あるいは彼らがいたから、あの部隊は作られたのかもしれないですね。シルディーン王家や創設に関わったラグラドールのみなさんは〈玩具の兵隊〉について詳くわしく話したがりませんが、無関係な外国人である我われ々われマルグレートの民であれば、故郷を知るという『奇き跡せき』を……おっと」

　カシュヴァーンはクルセージュより外国人だから、という理由でジェリオが糸引く「神様」退治を頼まれているのだ。それへの当てこすりも交まじえて『奇跡』を提供しようとするジェリオの正面に、ルアークが音もなく移動した。

　その手に得物は現れていない。代わりにぎらぎらと光る緑眼が、今にも彼の喉のど笛ぶえを食いちぎりそうだった。

「……ヘルミーナ自身は、物心ついた頃には貧ひん民みん街がいでマルグレート人に交まじって暮らしていたそうなのです。周りに同じような容姿の人間はいなかったと。ですから、僕の推測もあまりぴんときていないようだったのですが……その様子だと、やはり話しては」

「話さなくてよかったんだよ」

　瞳に宿った光はそのままに、ルアークは押し殺した声を出した。

「『家族』の次は『故郷』の押し売り？　商売上手な王子様とは思えない手だね。しつこい押し売りは嫌われるってことぐらい、俺に言われるまでもないだろ」

「……分かりました」

　両手を挙げて、ジェリオは降参の意を示した。

「お詫わびの印に、新種の茶葉を披露しますのでお茶の続きをご一緒できればありがたいのですが……」

「御免だね」

　ルアークがにべもなく繰り返すと、ヘルミーナが怯えたように拳こぶしを握にぎり締めた。ジェリオはといえば、困ったように微笑ほほえむだけだ。

「仕方がない、僕は僕で楽しむとしましょう。茶器の場所を聞きたいので、コゼット様をお借りしますよ」

　図ずう々ずうしくも本当にアズベルグ家の屋や敷しきで寝ね泊とまりしているジェリオは、生活用品の類たぐいも借用しているのだ。彼と一緒に来た隊商たちまでは部屋を用意できなかったので、少し離れた場所に天幕を張っているが。

　ならお前もあっちで寝起きしろ、とカシュヴァーンは露骨に要求したが、ジェリオは「せっかくなので、アズベルグ式の生活をしたいのです」と譲らない。仮にも王子であるし、その分の金はきちんと払うと言われてしまえば断るのは難しく、食事の際も彼だけはちゃっかり同席している。

　そんなジェリオもとにかく去って、後には微び妙みような空気だけが残された。ルアークが先頭切って「じゃ、俺たちも失礼しようか」と口を開くと、ヘルミーナがすがるような眼になる。

「ルアーク、あの、待って」

「どうして？」

　歩き出したルアークが振り向きもせず問い返せば、ヘルミーナは呆気なく力を失ってうつむいてしまう。みじめなその姿を見るのは忍びなく、アリシアとノーラも短い辞去の挨拶だけをしてルアークの背を追った。







　廊ろう下かに出た途端、ルアークはどこかに消えてしまった。

　仕方がないのでアリシアとノーラはまた図書室に入り、夕食までの時間は勉強に費ついやした。二人きりになるとほっと肩の力が抜けたものの、気き懸がかりなことが多いため、あまり会話は弾はずまなかった。

　カシュヴァーンたちが戻ってきた夕食の席も同じだ。ジェリオはどうやらカシュヴァーンに断りもなく途中で帰ってきたらしく、「散々捜さがし回らせやがって！」とかんかんだった。トレイスも気力が湧わかないらしく、リドレックによるお茶の淹れ方講座は今日は中止だそうである。

　ディネロも探索に付き合って疲れたのだろう。カシュヴァーンのように怒りを露あらわにこそしないが、いつもより一層口数が少なかった。アレクトールが一生懸命話しかけていたが、使用人に優しい主には珍しくあまり相手にしてもらえず、しょんぼりしていた。

　コゼットもなんだか元気がないわね、と思いながら、それはそれとしておなかいっぱい食べたアリシアは、食欲のみ満足させて部屋に戻った。共に部屋に入ったカシュヴァーンはまだ腹に据すえかねているようで、動作が荒い。

「あの野や郎ろう、あれはなんだこれはどうした、根ね掘ほり葉は掘ほりうるさいと思っていたら、いつの間にかいなくなりやがって……腐っても他国の王子だ、シルディーンで何かあったら国際問題だろうが！　それを狙ねらっているのかと思ったぞ、くそっ……!!」

　大股で歩いたカシュヴァーンは、派は手でな音を立てながら寝しん台だいに腰を落とした。石を投じた水面みなものように揺ゆれる寝台が落ち着くのを待ってから、アリシアはそっと彼の隣に座った。

「お疲れ様でした、カシュヴァーン様」

「……お前もな」

　気き遣づかいに少し落ち着いたカシュヴァーンは、そっと妻の小さな頭を撫なでてやった。

「ルアークから聞いたぞ、ヘルミーナと話しただと？」

「ええ、まあ……でも、私の心は決まっていますもの。ルアークの実のお母様がどなただろうと、ルアークがそう望む限り、私がルアークの『お母さん』ですわ」

　ヘルミーナには悪いが、アリシアはやはり「息子」の味方なのだ。ヘルミーナが腹を痛めて産んだのが事実だとしても、ルアークが彼女を拒こばんでいる以上、渡す訳にはいかない。

「だから、ヘルミーナ様と……ルアークのほうが、つらかったと思います」

　ヘルミーナはまた倒れてしまいそうな風ふ情ぜいであったし、ルアークも何も感じていない風ではなかった。前回のサーリヤ同様、古傷に触れる行為は彼にとっても痛いのだ。

　──あるいは自分たちとの交流が、痛みを蘇よみがえらせてしまったのだろうか。

　いつしか何も望まなくなっていたアリシア自身にも共通する皮肉を思い返し、心の中で首を振った。だからといって、もう一度家族を喪うしないたいとはルアークも考えていないはずだ。

「……なあ、アリシア。もしもルアークがヘルミーナを実の母親と認め、一緒に住みたいとでも言い出したらどうする？」

　若じやつ干かんのためらいを含んだカシュヴァーンの質問に、アリシアは迷いなく答えた。

「もちろん、ライセン家で一緒に住んでもらいますけど……あ」

　彼がためらう理由に思い当たり、急いで付け足す。

「大丈夫です、ヘルミーナ様の生活費は迷惑料としてジェリオ殿下に請求しますから！」

「いや、俺は別に、それを心配して聞いた訳じゃないんだが……」

　苦笑いするカシュヴァーンの意い図とに気づかぬまま、アリシアは少し肩を落とした。

「ルアークが認めても認めなくても、ジェリオ様の影えい響きようを断たち切るために、ヘルミーナ様には一緒に住んでもらおうかと思ったんです。ですが、ルアークに断られてしまいまして……」

「……お前がそんな提案をしたのか」

　驚いたように聞き返されて、アリシアはますます不思議そうな顔をした。

「あら、カシュヴァーン様だって、そのほうがいいとは思いませんか？」

「考えはしたが……いや、生活費の問題ではなくてだな」

　前置きしてから、言いにくそうに続ける。

「お前は、ヘルミーナがルアークの側にいるのが嫌じゃないのか？」

「どうしてですか？　家族は何人いてもいいじゃないですか」

「……ルアークがヘルミーナになついてしまって、お前を顧かえりみなくなるかもしれないのにか？」

　さらに言いにくそうにカシュヴァーンは尋たずねるが、アリシアには夫が躊ちゆう躇ちよする理由が分からない。

「どうしてですか？　ルアークはそんな『息子』ではありませんわ」

「特別」の順番が入れ替わることはあるかもしれない。だからといってルアークが自分やカシュヴァーンたちを「特別」から外はずすはずがないと、アリシアは知っていた。思っているのではなく、知っていた。

「実のお母様が第一になって、私たちを最優先してくれることはなくなるかもしれませんけど、『息子』はいずれ親元を離れるものですもの。すてきなお姫様を見つけて離れてくれるのが一番ですけれど、『母』としていつか手放す心積もりはありますわ。衣食住の世話だけで、あれだけの腕を貸してくれるルアークを手放すのは、控えめに言ってもとってもとっても惜おしいですけど……カーシュ様？」

　はーっと深い息を吐きながら抱きついてきた夫に、アリシアはどぎまぎしてしまった。
















「いや、まあ、なんというか……お前への愛いとおしさと、己の狭きよう量りようさへの自じ己こ嫌けん悪おと、ルアークへの気の毒さが混ざってな……」

　予想外の回答に毒気を抜かれたらしい。「『アズベルグの暴君』に罪悪感を抱いだかせるとは、さすが我が女神だな……」と頭の悪いことをつぶやいた後、いったんアリシアから離れて、きりりと表情を引き締める。

「ヘルミーナについては、ジェダにも情報を探さぐるように伝令を送った。差し当たっては、次の情報を待とう」

「そうですね……」

　彼女とルアークの繫つながりに対する物証はないが、裏を返せば否定もできないのだ。出生についての精せい緻ちな資料など、貴族でなければ残っていないはずだ。

　さすがのルアークも赤ん坊時代の記憶はないだろう。だからヘルミーナの昔語りを、否定はしなかった。

「ところでジェリオのやつは、他に何か言ってこなかったか？」

「そうですわね、新しい商売の種を見つけたいですとか……それぐらいでした」

　ジェリオが漂わせていた金の匂いも気になるところであるが、これはアリシアの絶対金感とでも呼ぶべきものの産物である。一応「なんだかあの方、より強くお金の匂いをさせていたんですよね……」と伝えてみたものの、カシュヴァーンは一瞬考える表情をしてから「ああ、そうかそうか」と頭を撫でてくれただけだった。

「それにしてもあの野郎、相変わらず執しつ拗ようにルアークを狙ってくるな」

　ごく自然に話題を変えられたことに気づかぬまま、アリシアは素直にうなずいた。

「マルグレートにも元〈玩具の兵隊〉のみなさんがいるとのことですから、彼らの戦力の大きさを知っているからでしょうね……」

「俺やお前を直接狙うよりは与くみしやすく、危険も少ないと踏んでいるんだろうな。政治的にはそうだろうが、いっそルアークに寝首を搔かかせてやれれば、どんなにか……ふん、まあいい。策は講じてある」

　策略家の顔で独りごちたカシュヴァーンは、打って変わった艶つやめいた流し目で妻を見た。背筋がぞくりと震ふるえ、反射的に離れようとした肩をすばやく抱かれて引き寄せられる。

「それにしても、たった一日でずいぶん神経を使わせてくれたものだ。これは今夜も、可愛い妻にたっぷり癒いやしてもらわないとな……？」

　甘えるような、脅おどすような、微妙な言い回しの求めるところをアリシアは正確に汲くみ取った。

「あの……私の胸、大きく、して、下さいます……？」

「待ってました」

　にっと満足げに笑ったカシュヴァーンの顔は、獲え物ものを見つけた狼おおかみのそれである。山さん賊ぞくめいた表情に震える一方で、自みずからを差し出した獲物の瞳にも陶とう酔すいの光が宿っていた。







　二日経たっても三日経っても、ジェリオは帰ろうとしない。

「ジェリオ様、本国でのお仕事は大丈夫なのかしら？」

　薬物に関する文献を読み込みながら、アリシアはふと考えた。

　本日のアリシアは朝からひとりで書庫にこもっている。カシュヴァーンとディネロはまたジェリオと一緒に出かけているし、今日はノーラも挨拶回りのついでに同行しているのだ。

「私たちもそろそろ、ライセンの屋敷に戻りたいのだけど……あの方を連れて帰るのは難しいわよね」

　かつては「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」、最近は「ライセンの石屋敷」などと称される森の奥のライセン家。予定ではすでにアズベルグ家を離れて帰宅しているはずだったのに、今戻ろうとすれば絶対にジェリオがついてこようとするだろう。ディネロの機転で彼をここに留め置いていられるのだから、下へ手たに帰ると言えないのだ。

「ヘルミーナ様はまだ動かさないほうがいいだろうし……ルアークは、早く帰りたそうにしていたけど……」

『俺たちが家に帰るためには、あの人を土に還かえさないとだめかな？』

　笑っていない眼で過激な冗じよう談だんを飛ばしていたルアークは、どこにいるのか分からない。

　先ほど試しに呼んでみたが来てくれなかった。用事があって離れているのか、聞こえないふりをしているのか、判断する術すべはない。

　カシュヴァーンは何やら気を遣ってくれたが、今この時ルアークがヘルミーナの側にいるなら、それはそれでいいのだ。だが実際に彼女の側にいるのは、リドレックかコゼットだろう。ヘルミーナは何度もルアークと会いたいと持ちかけているようだが、すべて無視されているとのことだった。

「だめよ、ルアーク。自分を安売りしてはだめ……！　自主的に無む償しようで仕事を受けるなんていけないわ、次からも買い叩かれてしまうんだから……!!」

　商売論に思いを馳せていたアリシアは、叩こう扉ひの音に気づいて戸口を見た。

「あの……アリシア様。お茶をお持ちしました」

「ご機き嫌げんよう、コゼット。いつもありがとう」

　ヘルミーナの相手で疲れているのか、心なしか面おもやつれしたコゼットが盆ぼんを持って入室してきた。慣れたしぐさでそれを置き、茶を注いで、菓子を眼の前に置いてくれる。トレイスたちと一緒に時々リドレックのお茶会講座を受けている彼女の所作は、一層洗練されていた。

　しかしひととおりの用意が終わっても彼女は立ち去ろうとしない。ノーラがここにいたら、きっと減点されていただろう。

「どうしたの？　コゼット。ああ……分かったわ。やっぱりあなたも、人が死後どういう経けい緯いを辿るか」

「いいえ！」

　急いで否定したコゼットは、付けているエプロンをぎゅっと握って、か細い声を出した。

「そうではなくて……アリシア様に、ご相談したいことがあるんです。ジェリオ様の、ことで」

「え？　ディネロ様ではなくて？」

　意外な名前に驚くと、コゼットは細い肩を痙けい攣れんするように跳はねさせた。

「あっ……ディネロ様とも、関係……いえ、ありません！　ありません……」

　少し泣きそうな眼をしたコゼットが「あ」と小さくつぶやいた。久しぶりに気絶するのかと思いきや、「ふんッ！」と気き負おいのこもった息を吐き、ぴしゃんと自分の頰を叩いて途切れそうな意識を繫ぎ止める。

「し、失礼しました。あの……よろしいですか」

「え、ええ」

　珍しく眼を丸くしているアリシアの許可を得たコゼットは、うっすらと頰を腫はらしたままで相談内容を話し始めた。







　その日の夕食後、アリシアはカシュヴァーンと一緒にジェリオへ声をかけた。

「ジェリオ殿下、少々よろしいかしら」

「ええ、もちろん」

　ゆったりと自国の茶を楽しんでいたジェリオは、何か予感があったのだろうか。あっさりと話に応じた。

「一体なんのお話ですか？　改まって」

「コゼットから聞きました。あなた、彼女に、お兄様との縁えん談だんを持ちかけたのですって？」

「ああ、その話ですか」

　そんなことかと言いたげに、彼の反応は軽い。

「この間、たまたま二人で話す機会がありましたのでね」

　その機会とはもちろん、ヘルミーナの部屋を訪れた日のことだ。茶器の場所を案内するついでに持ちかけられた話があまりにも唐とう突とつかつ重大で、危うく貴重な皿を割りそうになったとコゼットは漏もらした。

「聞けば彼女は前ぜん宰さい相しよう家けであるスタンバールのご落らく胤いんとのこと。スタンバール家にもいろいろあったようですが、前王ゼオルディス陛へい下かが亡くなったことにより、悪あく名みようは雪そそがれたとお聞きしております。それならば、第十夫人ぐらいならお迎えする準備があると、それだけですよ」

　シルディーンにおける前年度の醜しゆう聞ぶんとそれに続く内乱の顚てん末まつについて、ジェリオは易やす々やすとかいつまんでみせた。きっとさらなる情報も持っているだろうが、彼のほうからそこに触れてくる気配はない。

「このような田舎でメイドまがいのことをしているよりは、兄君に嫁とつがれたほうが幸福だと？」

　カシュヴァーンが嫌味に口の端を曲げれば、ジェリオは「そうは言っていませんが……」と肩を竦めた。てっきり嫌味で切り返してくるかと思いきや、

「ですが……そうですね、軽けい率そつでした。現在のご状況や、元々修道女だからという訳ではなく……どうやらあの方には、想う相手がおありのようですし……」

　考え深げな光が黒曜石の瞳に浮かんでいる。意外な反応にカシュヴァーンの眉根が寄った。

「やけに簡単に取り下げたな。貴様がアズベルグの逗留にこだわったのは、『土産』を求めてのことだと思っていたが……」

「正直、それほどの期待もなく持ちかけた話でしたからね。個人的にはむしろ、アリシア様や女王陛下と兄上の婚こん儀ぎに期待しておりますし」

　呆気なく下心を披露され、カシュヴァーンは無言で拳を握った。アリシアもはっとしたが、ジェリオは大おお仰ぎように手を振って否定する。

「冗談です、冗談。我が国はシルディーンと違って結婚に寛かん容ようなのです、どうぞお許しを。こちらで日々を過ごすうち、僕の認識も日々新たになっておりますから……」

　折り目正しく頭を下げる動きに合わせ、かぶった白布も垂れ下がる。表情を遮しや蔽へいするその布越しに、カシュヴァーンは探るような視線を送った。

「ほう。他国に宗教を輸出しようとしている貴き殿でんが、〈翼つばさの祈いのり〉にかぶれて一いつ夫ぷ一いつ婦ぷ制せいに目覚めたとでも？」

「おっと、あまり大きな声でそういうことをおっしゃらないで下さいよ。ですが、確かにアズベルグの皆様とはもっと深いお付き合いをしたいと思い始めております」

　姿勢を戻したジェリオはてらいなく言ってのけた。笑顔に嫌味は内包されておらず、心からそう思っているのが分かった。

「まあ……もしやジェリオ様も、アズベルグという土地の薄暗さや不気味さの価値がお分かりですの？　こちらで読む恐怖小説は格別ですのよ！」

「はは、僕はアリシア様のように感受性が高くないので、物語の類はあまり読まないのです。兄は最近、シルディーンの文化に興味を持っているようですがね」

　きらっと瞳を輝かせたアリシアのことも、ジェリオはそれとなく受け流した。

「ですのできっと、兄とも気が合うかとは思ったのですけどね。我が兄ファルハドは、実は少しライセン強公爵に似ているのです。寡か黙もくで表情が少なく、何を考えているか分からないと言われることも多いですが、実は寛容で優しい人柄なのですよ。飼かっている猿さるはちょっとばかり生意気ですが」

「まあ、猿！　脳のう味み噌そが珍ちん味みらしいですわね!!」

　盛り上がるアリシアであるが、カシュヴァーンの視線に気づいたジェリオは話を打ち切った。

「怖こわい眼をしないで下さい、強公爵閣かつ下か。ご安心を、兄にアリシア様たちを紹介する話は諦あきらめますよ」

「……猿を食っても国際問題になりそうだしな」

　ため息で応じたカシュヴァーンの顔からは険が薄れていた。懸けん案あんをあっさり引っ込められた以上、無用に突っかかればそれこそ国際問題である。

「あ、でも、待って下さいな、ジェリオ様」

　ふと思いついたアリシアが、立ち去る気配を漂わせ始めたジェリオを止めた。

「最終的には諦めてほしいのですけど、ひとまず私がいいと言うまで、コゼットの件は諦めないでいて下さいませんか？」

「は？」

　不可解な注文をされ、ジェリオもカシュヴァーンも揃って怪訝な表情になった。







　ジェリオに奇妙な注文をつけた翌日のことである。前日同様、ひとりで図書室にこもったアリシアは、また豚ぶたの公開解かい剖ぼうに関する記述を読んでいた。

「猿のほうが、より人間に近いのよね……」

　ファルハドの第なんとか夫人になる気は全くないが、飼っている猿には会ってみたい。そんなことを考えていると、「アリシア」と呼びかける声が聞こえた。

「はい。ああ、ディネロ様」

　扉を開いたと一瞬分からないぐらい、長身の彼の姿はすっぽりと戸口を覆おおってしまう。その分アリシアにも識別はたやすい。

「お昼に戻って来られましたの？」

「……ああ」

　訥とつ々とつとしゃべっている風に聞こえるが、実際は言動自体に迷いの少ないディネロである。そんな彼にしては珍しく、歯切れが悪い。

「コゼットは」

　嚙み締めるようにその名を呼んでから、彼は切り出した。

「マルグレートの、王子と、結婚、するのか」

「カシュヴァーン様に聞かれましたの？　ええ、ジェリオ様が、そんなお話をされているようですわね」

　にっこり笑顔で、ごく表面的な情報だけを返す。ディネロは同じ質問を繰り返した。

「結婚、するのか」

「さあ、私には分かりませんわ。ご本人にお聞きになってみればいかがでしょう？」

　にこにこと態度を変えずに言ってやると、ディネロがほんの少しだけ困った顔をした。

「ジェリオ王子は、特に」

「だめ」

　ぴしりと鼻先を打たれて、高い位置にある瞳が丸くなる。

「だめですわ、ディネロ様。コゼットに直接、ちゃんと聞かないと」

　出会った時から波長が合いすぎて、カシュヴァーンに嫉しつ妬とされていた二人だ。短いやり取りで、アリシアの言わんとすることを察したようである。

「……そう、だな。聞いてみる」

　幾いく分ぶん歯切れの悪さは残っていたが、灰色の瞳からは迷いが消えていた。

「ありがとう、アリシア」

「どういたしまして！　大丈夫ですわ、コゼットだってきっと『待ってました』と言ってくれます!!」

　全開の笑顔で力づけると、ディネロはふ、と唇だけで笑って彼女の頭を撫でた。髪の流れに沿そった、カシュヴァーンの技術を盗ぬすんだしぐさで優しく撫でられても、あの時のようにその指先に怯えることはない。

　大きな背中が去っていっても、アリシアは笑顔のままだった。と、そこへ、違う声が「アリシア」と呼びかけてきた。

「あら、カシュヴァーン様もお帰りなさい！」

「ただいまアリシア。ディネロのやつ、俺にも気づかなかったぞ」

　本日の共犯者ことカシュヴァーンは、入ってくるなり妻を抱き締めながらくすくすと笑う。楽しげに笑う夫に昼間から抱き締められるのは嬉うれしいが、ひとつ疑問が残った。側そばにいたトレイスが「はれん、……いや」と口ごもったことではない。

「お戻りは嬉しいですけど、帰ってこられてよかったんですの？　ジェリオ殿下から眼を離すのは、まずいのでは……」

　いまだアズベルグ中を歩き回っているジェリオの目的は不明なのだ。危ぶむアリシアであるが、カシュヴァーンは大丈夫だ、と応じた。

「別の見張りをつけてあるからな。それより、万一ディネロが妙な行動に出たら、と思って、一応待機しておいた」

「大丈夫だとは思ったけど、念のため、ね」

　カシュヴァーンの後ろからひょこっと顔を出したのはルアークである。

「ルアーク！　お帰りなさい!!」

　久しぶりにまともに顔を見た「息子」に、アリシアは歓かん喜きの声を上げた。カシュヴァーン以上の歓迎ぶりがくすぐったいのか、ルアークも照れたように笑う。

「どうなることかと思ってたけど、効きき目はあったようでよかったね。コゼットはリドレックさんに頼んで台所に待機させてあるし、後はディネロ様の健けん闘とうを祈ろう」

「あいつのことだ、そう急展開もせんだろうが、急展開したらしたでまたコゼットがぶっ倒れるだろうからな。ひとまずは、気持ちを確かめるぐらいでいい。ディネロに決まった相手ができるとすれば、ジェリオも多少はいいことをしてくれたな」

　勝手に二人の仲を展開させるカシュヴァーンたちであるが、その表情はどこかほっとしていた。

　ディネロの恋愛感情がアリシアに向いていない、と証明されたのはもちろん、自分の代でアズベルグ家を終わらせると宣言していた彼の変化が嬉しいのだ。ディネロもまた長い間、労苦を共にしてきた仲間なのだから。

「そうですね。心通じる相手とであれば、アズベルグ公爵はカシュヴァーン様よりよほど紳しん士しでいらっしゃるはずですし……」

　追い詰められ、箍たがの外れた状態のディネロを間近で見ていた経験のあるトレイスだ。カシュヴァーンたちが見張りをしていたのは彼の発案だったのかもしれないが、一番厳しい破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうを通してもディネロの安全性は確認された。

「さて、では、用事も済んだことだし、そろそろあいつにはご退場願おうか」

　冷ややかにつぶやいたカシュヴァーンの顔からは、友人の春を喜ぶぬくもりは消え失うせている。

「え……ジェリオ殿下のことですか？　まあ、まさかカシュヴァーン様、ついにルアークに頼んで……」

「俺じゃなくて、ジェダさんの功績かな」

　悪戯いたずらっぽく笑ったルアークが種明かしをしてくれる。

「ジェダさんがマルグレートから帰ってきたんだ、アリシア。今はジェリオ殿下を見張ってもらってるけど、大事な情報も持って帰ってきてくれたんだよ」

「大事な情報……？」

　ヘルミーナのことだろうか。それにしては、ルアークの声は弾んでいる。

「マルグレートの第一王子、ファルハド殿下のことはアリシアも知ってるよね。実はあの人、口の立つ弟君にないがしろにされてるっぽくてさ。第三王子のイズマイール殿下の推すい薦せんもあって、結構こっちに協力的なようなんだ」

「まあ」

　名前は確かに知っているが、飼っているという猿のほうが印象的なぐらいだ。この間ジェリオ自身が兄の人柄を語ったが、あの時得た情報以外、ファルハドについてアリシアが知っていることは多くない。

「次代の王様ですのに、ないがしろにされていらっしゃるの？　マルグレートはシルディーンよりもさらに、長男がすべての権利を独どく占せんする文化だとお聞きしているけど……」

「それがきっと、才さい気き走ばしった弟には気に食わなかったんだろう」

　カシュヴァーンが分からんでもないが、と肩を竦める。

「ファルハド殿下は何もせずとも玉座を手に入れる。セイグラムがのんき者の兄を厭いとうようなものだ。ジェリオにしてみれば、〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉まで組織してがんばったところで、いずれはすべて兄貴のものだと思えば腹も立つだろうさ」

　カシュヴァーンもメイドの血を引く成り上がりである。ジェリオの苛いら立だちにも多少の理解は示したが、もちろんそれだけだ。

「だが、あいつはやりすぎた。ファルハド殿下が一連の件を取りまとめ、父王に連絡してくれることになっている」

「王への連絡も、第一王子の特権……でしたわね」

　マルグレートの知識を脳裏に浮かべながら相槌を打てば、カシュヴァーンは視力はとにかく記き憶おく力りよくのいい妻に満足そうな表情を浮かべた。

「ああ、そうだ。ファルハド殿下の話を聞く限り、周辺国家へのちょっかいはすべてジェリオの独断の可能性が出てきた。バイアト王が直々に乗り出してくれば、案外すべては簡単に片づくかもしれないぞ」











第三章　血を分けたからこそ






「なかなか簡単には片づかないものね……」

　久々に戻ってきたライセン家一階の広間にて、アリシアは華きや奢しやな肩かたを落とした。

　赤と黒で統一され、ところどころに翼つばさ持つ怪かい物ぶつの像が配された不気味な内装。森に囲まれ、昼なお薄うす暗ぐらいこの場所がアリシアの帰る家になって早二年弱が過ぎている。嫁とついできた当初に覚えた胸の高鳴りは薄れ、代わりに安らぎを感じるが、現在の不安をすべて払ふつ拭しよくしてくれるほどではない。

　ジェリオのせいで半月近く留る守すにしていた屋や敷しきに戻ってきたのは、さすがに滞たい在ざいが長くなりすぎて生活必ひつ需じゆ品ひんが足りなくなってきたせいだ。

　この間コゼットは強がっていたが、アズベルグ家の客用の備び蓄ちくは決して多くない。アリシアたちだけではなく、ジェリオたちもそれなりに遇ぐうするとなると、いろいろと足りない物が出てくるのは当然である。

　かといって、帰宅となればジェリオは絶対についてこようとするだろう。ライセンの屋敷にはクルセージュから渡されていたマルグレート側の資料を筆頭に、見られてはまずいものが多数ある。

　そこでカシュヴァーンとの協議の末、アリシアとノーラが日帰りで戻ることにし、ルアークが護ご衛えいを仰おおせつかった訳である。

　屋敷に着いた途と端たんにメイドの顔に戻ったノーラは、「奥様はここにいて下さいな！」とはりきって二階に駆かけ上がっていってしまった。アリシアとルアーク、そしてもうひとりは広間に立って、通りかかる他の使用人たちと世間話をしながら彼女を待っている。

「いやー、こちらは実に見事なお屋敷ですね！」

　もうひとりことジェリオは満面の笑みをたたえ、広間のあちこちを興味深そうに眺ながめ回していた。ちょっと眼を離すと階段に足をかけたり、使用人用の区画に入り込もうとする彼をルアークが冷たい眼で見張っている。

　三日前、カシュヴァーンがジェリオの兄ファルハドに渡りをつけたと言い出した。ファルハドがマルグレート王バイアトを動かせば、ジェリオの暴走に歯止めをかけられるかもしれないと、誰だれもが期待した。

　ところが昨日きのう、朝食の席にてジェリオがさらりと言ったのだ。

「身内の恥はじをさらすようで申し訳ないのですが、我わが父バイアトより悲しい知らせが届きました。我が兄ファルハドのあまりの愛国心のなさを、父はお怒いかりです。しばらく謹きん慎しんを命じられたそうです」と。

　さすがのカシュヴァーンもナイフを握にぎって絶句した。ジェリオの発言は三つの絶望を内包していたからだ。

　一つ、ファルハドの協力を失った。二つ、ジェリオは次代の王であるファルハドの進言を退しりぞけさせるどころか、返かえり討うちにするだけの権力をすでに手にしている。

　三つ、これまでは一応へりくだっていたジェリオが、兄を超える権力を手にしていることを明示してきた。身内に牙きばを剝むかれたゆえの緊きん急きゆう避ひ難なんだったにせよ、用意周到な商売人である彼のことだ。直接対決の用意ができているからこそ、己おのれの力を明かしたのだろう。

「ジェリオ様もやはり、王になりたいのかしらね……シルディーンを、白い肌はだの民を、足あし蹴げにできるぐらいの……」

　北のラグラドール人同様、浅黒い肌を持つマルグレート人は長らく差別の対象だったという。現在こそ輸出業によって地位を築きずいたものの、屈くつ辱じよくの歴史を忘れた訳ではない。

　だが現王バイアトは王宮で贅ぜい沢たく三ざん昧まいの暮らしを送ることに腐ふ心しんしており、昔話は商売の邪じや魔まになると考えているようである。次の王であるファルハド王子は寡か黙もくで感情的になることの少ない、保守的な男のようだ。父のように贅沢三昧はしないかもしれないが、国の姿勢は変えないものと思われた。

　一方、表面上は愛あい想その良いジェリオであるが、彼の目的は〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉を通じて大陸を支配することにあるという。もちろん彼がそう口にした訳ではないが、ジェダが集めてくれた資料と〈神具礼賛〉の活動を照らし合わせれば、方向性ははっきりしていた。

「でも、どうして、聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテ様を直接信しん奉ぽうさせないのかしら？　マルグレートの民の女神は、あの方でしょうに……」

　いちいち教義を作り、『奇き跡せき』の用意をし、……元〈玩具おもちやの兵隊〉という精せい鋭えいすら犠ぎ牲せいとして切り捨てた。商売人の常識からすれば、在あり物で賄まかなうべきではないのか。

「我われらが女神は、どこぞの聖女様と違って安い存在ではないですから」

　冷たい声にはっと眼を上げれば、銀色の光が視界を埋うめていた。

「あら、ジェリオ様、髪かみを染そめられました？」

「……この人と一緒にしないでほしいなあ」

　気づけばすぐ側そばに忍び寄っていたジェリオ。彼とアリシアの間にすばやく滑すべり込んできたルアークが、背に庇かばった彼女を振り返って苦笑いを浮かべる。一転、正面に戻した瞳ひとみには警けい戒かいの火が燃えていた。

「それはそうと、今聞き捨てならない言葉が聞こえたけど？」

「おや、僕は何か申しましたか？　このお屋敷の素晴らしさに、すっかり酔よってしまっておりまして……酔っ払いの戯たわ言ごとと、聞き流していただければ幸いです」

「ええ、構いませんわ。この屋敷の素晴らしさに酔ってしまう気持ちは、私にも分かりますし」

　自分のことであればここで終了である。だがどこぞの聖女のために、そしてジェリオのために、アリシアは付け加えた。

「ですが当代の聖女アーシェル様は、女神マルグレーテ様と同じように大勢の尊敬を集める御お方かたなんですの。たくさんの人とお金を動かせる立場にいらっしゃるのですから、決して安くはありません。酔った上とはいえ、失礼な発言をなさると、ジェリオ殿でん下かがたくさんのお金を失うことになるかもしれませんわ」

　真ま面じ目めな顔で注意されたジェリオは、少々鼻はな白じろみながらも笑顔を作った。

「……これはこれは。アリシア様は本当にお優しくていらっしゃる。あなたのそういうところに、惹ひかれる男性もいるにはいるでしょうね」

「あんたって本当に、ある意味正直だよね。言いたいことは分かるけど」

　決してアリシアをまともに褒ほめないジェリオを見るルアークの眼は白い。アリシアは「はい、おかげ様で旦だん那な様さまは愛して下さいますの……」と照れているが。

「せっかくですので、もっとじゃんじゃん！　優しくして下さると嬉うれしいですね」

　景気のいい口くち癖ぐせとは裏腹に、ジェリオの眼が妖あやしく光った。

「この素晴らしい広間は、もう堪たん能のうし尽つくしました。やっとお屋敷まで招まねき入れていただけたのですから、他の場所もぜひ拝見したいのです。噂うわさではこちらには、曰いわくつきの薔ば薇ら園えんがあるとか……」

　この機会を狙ねらっていたのだろう。「ハルバーストの薔薇屋敷」なる二つ名の由来であり、カシュヴァーンとその両親の愛あい憎ぞうが眠る場所を見物したいとの申し出に、アリシアは真面目な顔になった。

「……申し訳ないですが、あれは焼失してしまいましたわ。現在はお墓になっておりますので、血けつ縁えん者しや以外の方にはご遠えん慮りよいただいておりますの」

　カシュヴァーン自身は大体吹っ切れているから、「見物料を弾はずめよ」ぐらいの軽口を叩たたくかもしれない。だが今、当事者である彼はいない。

　ジェリオの目的が分からない以上、下へ手たなところに踏ふみ込ませるのは、さすがのアリシアでもためらわれた。見物料だけは欲しいが。

「……分かりました。でも、庭に出てみるぐらいはよろしいでしょう？」

　コゼットの縁えん談だんと同じく、ジェリオは意外と簡単に引き下がった。ちゃっかりと二次案を出してはきたものの、アリシアはまた違い和わ感かんと金の匂においを感じた。

「あら、特に手入れもしておりませんから、森と石しかありませんけど……」

「ご心配なく。僕たちの報ずる女神だとて、墓所で騒さわぐようなことは許しません。心配なら、ルアーク様が見張って下さって構いませんよ。僕がおかしな振る舞いをすれば、翼持つ怪物の像が動き始め、庭の石たちに手足が生はえて僕を踏み潰つぶすのでしょう？」

「まあっ、そうなのルアーク!?」

「……そんな噂が流れてるって話は聞いてるけどね」

　たちまち瞳ひとみの輝かがやきを増したアリシアに、ルアークは肩を竦すくめる他ない。

「あの石は守り石というらしいですね。シルディーンの〈翼の祈り〉でもラグラドールの大地の女神でもない、もちろん我らがマルグレーテとも違う土着の風習……珍めずらしいものです。大変興味深い」

　アズベルグを歩き回るうちに誰かに聞いたのだろう。ジェリオが今となっては懐なつかしい単語を発した。

　この屋敷の新たな二つ名である「ライセンの石屋敷」のいわれは、アリシアたちが競うようにカシュヴァーンに贈おくった巨大な石が庭にいくつも置かれているからである。守り石という、アズベルグ独自の風習だ。

　アズベルグのあちこちに落ちている、一部鉱こう石せきを含ふくんだ石を大切な相手に贈るのである。持ち歩ける大きさの物をお守りとするのが普通だが、ライセン家の庭にある巨石は実際に防ぼう壁へきの役目を果たしたこともあったため、ある意味お守り以上に機能している。

「へー、あんな石に興味がね。そんなこと言って、単に庭に出る口実が欲しいだけなんじゃないの？」

「はは、おっしゃるとおり、ついでに裏庭のほうをちらっと拝おがめれば僥ぎよう倖こうだとは思っていますが……」

　悪びれないジェリオに何を言っても無む駄だだと思ったのだろう。ルアークは呆あきれ顔で妥だ協きようした。

「まあいいや。俺がこの人を見張っているから、アリシアは荷物を取っておいでよ」

　ノーラに任まかせておけば問題ないとは思うが、先んじて「奥様の好きな本は取って来ませんからね！」と言い渡されているのだ。そうね、とうなずいたアリシアは、二階へ続く階段に足をかけた。

　とたとたと小走りに駆け上がっていく一方、階下ではジェリオとルアークの腹の探さぐり合いが続いている。

「そういえば、ラグラドールのみなさんは、レイデンに続く秘密の抜け道をご存じだとか。運うん搬ぱんにかかる日数が短縮されれば、輸出入が大変楽になります。商品の値段も勉強できるので、ぜひとも教えていただきたいですねぇ」

「後でバルロイおじさんに直接聞いてみれば？　あの人がこっちに来てることも、どうせ知ってるんでしょ、その調子じゃ」

　白けた口調でいなすルアークの言うとおり、カシュヴァーンと懇こん意いにしている傭よう兵へい団長バルロイ・レクサンドールは現在アズベルグを訪れている。

　そのためにアリシアたちは、ジェリオがくっついてくることを許したのだ。彼らのやり取りをジェリオに聞かせたくなかった。

「無駄だったかもしれないけど……」

　見慣れた廊ろう下かを歩いて図書室へ向かいながら、独りごちる。

　バルロイたちが今回アズベルグに来たのは、マルグレート及びルアークの実の母についての報告のためだ。一足先に戻ったジェダから、生あい憎にくとさしたる進展はないと言われていたものの、膠こう着ちやくした状況を動かすきっかけにはなるかもしれないとの期待があった。

　だが、昨日のジェリオの一手が強きよう烈れつすぎた。彼がマルグレートの実権を握っているとなると、多少の小こ細ざい工くなど通用しそうにない。だからこそジェリオもバルロイたちの訪問を知っていながら、ライセン家への同行を優先したのだろう。

「もしかするとジェリオ様が、次代のマルグレート王になられるのかしらね……屋敷自体の見物料だけでも、後でいただこうかしら……」

　医術と商売と出産と子育ての知識は日々蓄たくわえているとはいえ、アリシアにできることは限られている。今の彼女にできることは、もらえる物はもらっておくことだけだった。







　どの本を持っていくべきか、真剣に吟ぎん味みを重ねている間に夕刻が近づいてきていた。「やっぱり『雨の日には悪あく霊りようが大合唱』よね！」と決めたアリシアは、その他数冊の本を大事に抱かかえてアズベルグ家の屋敷に戻った。

「お養と父う様さまの作品ですもの、私だってちゃんと読み通したいとは思っておりますのよ……思ってはおりますけど……」

　帰りの馬車に揺ゆられながらぶつぶつと繰くり返すノーラの養父、グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット。「悪あく食じき大たい公こう」「歩く悪あく趣しゆ味み」などと散々言われている彼は、恐きよう怖ふ小説作家の一面を持っている。アリシアの大好きな作家のひとりだ。

「そうよ、ノーラ、新しい扉とびらを開けて見識を広めるのはいいことだわ！」

「やめて下さい、自分で開けますから見せないで下さい！」

　相変わらずの騒ぎの最中もルアークは顔を出さない。別の馬車に乗っているジェリオの動向を見張っているせいだが、アズベルグ家に戻った時には退たい屈くつそうに姿を現した。どうやら大した動きはなかったようである。

「庭の端はしから裏を覗のぞいたりはしてたけど、特に不ふ審しんなことはしてなかったんだよね。やたらとリュクさんの絵を褒めてはいたけど」

　リュクとはライセン家に厄やつ介かいになっている絵師の若者であり、彼の絵は何枚か屋敷の壁かべに飾られている。ジェリオの服装が珍しかったのだろう、自分から話しかけては絵のことで盛り上がっていた。

　ただしリュクの愛あい嬌きようと芸術の才能は随ずい一いちだが、いかんせん締しめ切りを守らない。そのことでしょっちゅうカシュヴァーンに締め上げられているが、今のところ改善される様子はない。

「あら、リュクが気に入ったの？　買ってくれるかしら」

「どうだろ。あの人って本当に才能はあるんだけど、完成の確率が低いんだよね。『家族の肖しよう像ぞう』の完成までも、相当時間がかかったし。ま、次々と家族を増やしちゃう『お母さん』の腕うで前まえがすごすぎるせいもあるけど」

　ライセン家はもちろん、後こう見けん関係にあったレイデン家など、付き合いのある人々が一堂に会した「家族の肖像」。一度完成を見たはずのそれは、その後も容よう赦しやなく人数を追加され続けている。

　ただしリュクは無茶ぶりをされればされるほど、底力を発はつ揮きする性格でもあるらしい。改かい訂てい版ばんの下絵が完成した時点でクルセージュ王家を追加発注された彼は、泣き叫さけびながらも火事場の馬鹿力を発揮し、一気に色塗りまでこぎつけたのだ。見事な出で来き映ばえを見てカシュヴァーンはしみじみと「今度からは、もっときつい締め切りで描かかせるか……」とつぶやいた。

「でも、遅ち筆ひつさえ黙だまっておけば高値で捌さばけそうだとは思うよ。トレイスさんはとにかく、芸術の素養がない俺やカシュヴァーンおにいちゃんまで認めざるを得ないんだから。いや、トレイスさんの場合は審しん美び眼がんだけはあるって感じだけど……」

　絵を描く趣味を持っているトレイスであるが、彼の奇特な才能はすべてのものを赤い丸にしてしまうのだ。あの無む邪じや気きな狂気がたまらないのだけど、とアリシアは思うのだが。

「それはそうね。だけど、商品の瑕か疵しを隠かくしての売買は、商道徳に反するのではないかしら？」

「長期的に取引をする相手ならまずいかもね。どーせ短い付き合いになる予定なんだし、売り逃にげしてもいいんじゃない？　こっちだって、押し売りされてるんだしさ」

　思い出したようにヘルミーナに言及したルアークは、自分で言っておいて口の端を曲げた。彼は相変わらず、ヘルミーナの願いを無視し続けている。

　つられて暗い気持ちになったアリシアだが、迎むかえに出てきてくれたコゼットの側にそっとディネロが寄り添そっていることに気づいて少し救われた気持ちになった。コゼットは一歩歩いて呼吸を整え、二歩歩いて胸を押さえるという有あり様さまではあるが、もちろん嫌いやがっている訳ではない。

「お、おおおおお、お帰り、なさい、ませ」

「お帰り」

　動どう揺ようしすぎてコゼットのしゃべり方がディネロのようになっているが、ディネロは大層落ち着いて見えた。あまり表情に変化のない彼であるが、コゼットに降って湧わいた結婚話について彼らしくもなくアリシアに確かめに来た、あの日とは確かに違う眼をしていた。

　ジェリオの行いは彼の利益だけを追求したものであったが、結果的に二人の仲は進展を見せたようである。十点加点ね、と平たい胸を撫なで下ろしたアリシアであるが、どこかぼんやりとしているルアークを見た瞬しゆん間かん、減点五十を決定した。

　ジェリオがいれば、食事のたびにたっぷり香こう辛しん料りようを使える。おいしいお茶も思う存分飲める。しかし、それを割り引いても収支が合わないと思えた。

「お帰りになるように勧すすめるたび、香辛料の輸出制限なんてお話をされるとのことだし……やはり商売は、最終的な利益で考えないとね」

　卑ひ劣れつな脅おどしを思い出し、悶もん々もんとしている間にも無情に時は流れ、夕食が終わった。でも胡こ椒しようを惜おしみなくかけたお肉は最高だわ、と思いながらカシュヴァーンと一緒に部屋に戻る。

　夫婦だけの密室に入った途端、自分の心音がうるさくなった気がした。

　他の雑音が消えていく。元々ぼんやりした視界の中で、夫の姿だけが輝きを増していく気がした。ここから先は、二人の時間。

　おずおずと寝しん台だいに向かうが、カシュヴァーンはなぜか戸口に立ったままだ。

「あら、カシュヴァーン様……？」

「大丈夫だアリシア、俺はこっちだ」

　覚おぼ束つかない視力のために姿が見えないのではない、と教えてはくれたが、彼はやはり動かない。黒い瞳もじっと妻を見つめたまま、動かない。

「あ、の……カシュヴァーン様、何を……？」

「……さあ。どうすると思う？」

　腕組みをし、意味ありげに口の端を吊つり上げるカシュヴァーン。

　──たまには変わったこともしないと、飽あきてしまうだろう。

「分かりました！」

　意を決したアリシアは、寝台の上に仰あお向むけに寝転がった。

「く……来るなら来い、ですわ！　もうお医者さんごっこにも飽きてしまわれたのですよね！　常に新商品を投下していかないと!!　さあ存分に、解かい剖ぼうなさって!!」

「なるほど！」

　我が意を得たり、とばかりの相あい槌づちと同時に、アリシアの隣となりに小こ柄がらな人影が倒れ込んできた。一瞬どきっとしたが、どう見てもカシュヴァーンではない。

「あら……ええと、ルアーク……でもないわね。レネ……？」

　銀ぎん髪ぱつが視界をかすめたが、同じような姿勢で寝転がっているのはレネだ。ルアークと同じく元〈玩具の兵隊〉であり、ルアークに比ひ肩けんする腕前を持ち、ルアークと同じぐらい胸がないが彼女は少女である。

　そういえば、バルロイと一緒に来ていると聞いていた。だが例のジェリオの先手のために、二人とも夕食の席にいなかったし、今回は会えないかと思っていたけれど、と考えているアリシアを尻しり目めに、レネは細い両腕を高々と差し上げて叫んだ。

「バルロイ様、ささ、推おして参って下さい！　バルロイ様がお望みならこの体、どこまでも切り開いていただいて構いません!!」

「やめろ、しょっぱなから客人にえぐい誤解を植えつけるんじゃねえ!!」

　足音も荒あらく入室するなり突っ込んだ体格のいい男はバルロイである。一年で一番気候のいい現在もアズベルグの夜は肌寒いが、褐かつ色しよくの肌と盛り上がった筋肉を見せつけるような皮かわ鎧よろいのみの軽装だ。寒さへの極きよく端たんな抵てい抗こう力りよくが、アズベルグよりさらに北のラグラドールで彼らを生き長らえさせたと聞く。

　その後ろでひたすら苦笑いしているカシュヴァーンを見上げて、アリシアは主しゆ旨しを理解した。決然とあごを引き、うなずく。

「四人ですね……分かりました、カーシュ様がお望みなら……！」

「断じて違ちがうので勘かん違ちがいしないでくれ。俺はティルとは違うからな、結婚式も夫婦の時間も二人きりで過ごしたい」

　全く理解していない妻に対してはきっぱり断言したカシュヴァーンであるが、ここにいない元被後見人については不安を禁じ得ないようである。

「あいつ、まさか初夜にもセイグラムを一緒に……いや、そこまで世間知らずではないはずだよな……？」

　自問自答する彼の後ろから、二つの影が現れた。ひとつはカシュヴァーンと同じぐらいの背せ丈たけでのっそりと、ひとつはカシュヴァーンの脛すねほどの背丈でキーッと怒りの叫びを振りまきながら。

「あら、五人……と一匹？」

　また増えたわ、と驚きながら起き上がったアリシアを前にして、浅黒い肌をした見知らぬ青年が軽く眼を見開いて動きを止める。その足下では栗くり色いろの和にこ毛げに全身を包まれた小さな猿さるが、手足をばたばたさせながら何事か訴うつたえていた。

　青年の肌の色はバルロイに近いが、着ているものは皮鎧ではなく、上質の布を使った貫かん頭とう衣いである。黒髪の頭に白い布をすっぽりかぶり、黒い輪で留とめつけた独特の装しよう束ぞくはジェリオとほとんど同じだ。装そう飾しよくの類たぐいが一切ないのは、お忍びだからだろう。

「まあ、もしかすると、あなたが……」

　マルグレート人、宝石などなくても漂ただよう金の匂い、乏とぼしい表情から読めない心の内、それゆえの威い厳げん。ジェリオが評したようにカシュヴァーン、それも出会ったばかりの頃のカシュヴァーンを思わせる黒髪の大男。おまけに子猿連れ。ここまで条件が揃そろった人間はひとりしかいない。

「……初めて、お目にかかる。俺はマルグレート第一王子、ファルハド・アーフラだ」
















　ファルハド自身の自じ己こ紹しよう介かいにより、アリシアの予感は裏づけられた。マルグレート第一王子の顔をまじまじと見上げては、その足下の子猿に好奇の視線を注そそいでいると、ファルハドは兄弟に共通する黒曜石の瞳をふいと逸そらした。

「これは……俺が飼っている猿のラフィークだ。申し訳ない、いつも連れているもので……」

　声は低くて重々しいが、しゃべり方は木ぼく訥とつそのものだった。カシュヴァーン様とディネロ様を足したような方だわ、とアリシアは微笑ほほえましくなった。

「とんでもありませんわ。解剖、いえ、脳のう味み噌そ……その、私は使い道が多そうな動物が大好きなので！」

　全開の笑顔でアリシアがうなずくと、ファルハドはわずかに眼を見開いただけだが、ラフィークは盛大に毛を逆さか立だてて主あるじの脛にしがみついた。獣けものの本能が「死神姫」を拒きよ否ひしているようである。

「早さつ速そく打ち解けたようで何よりだ。殿下、もうお分かりかと思いますが、彼女がアリシア・ライセン。俺の妻です」

　カシュヴァーンがそっと割って入ると、ファルハドは子猿の爪つめを人体の急所に食い込ませたままうなずく。

「存じている。変わった方だと聞いていたが……変わっているな」

「……そうですね」

　ファルハドはあまり話がうまくない、とカシュヴァーンはすでに分かっているのだろう。曖あい昧まいにうなずくと、ようやく寝台を下おりたレネとバルロイも差し招いた。

　アリシアも一緒に卓たくを囲む。いつの間にか隣の席には、もうひとり銀髪が増えていた。

「あら、ルアーク」

「こんばんは、アリシア。ジェリオ殿下の見張りはジェダさんにお願いしてるよ。ま、あの人のことだから、すぐにお兄さんが来ていることには気づくだろうけど」

　肩を竦めるルアークが急に出てくるなど、アリシアたちにとっては当然だ。だがファルハドの膝ひざの上に移動していたラフィークは甲かん高だかい声を上げて飛び上がった。興奮した指先に散々胸元を引っ搔かかれているファルハドの表情は動かない。

「さすが不動の貴公子と噂の方ですわね。それとも殿下のお側にも、元〈玩具の兵隊〉がいらっしゃるから……？」

　アリシアに聞かれたファルハドは、「……いや……」と答えようとした。この二人の会話は長くなる、と直観したカシュヴァーンが再び割って入る。

「殿下、申し訳ないが、そこのルアークが言ったとおり、貴き殿でんの弟君の横よこ槍やりが入る可能性があります。早急に情報の交換をしたいのだが、いいだろうか」

「あ、ああ……」

　一瞬眼を泳がせたファルハドは、ぽつりとこぼした。

「……あなた方は、俺の話をさえぎる時も、断ってくれるのだな」

　意味が分からなかったカシュヴァーンが、眉まゆ根ねを寄せながら謝る。

「ああ……、申し訳ない。事は緊急を要するので、失礼ながら、腰こしを折らせてもらったが……」

「いや……こちらこそ。ジェリオと違って、俺は口下手で、うまく話すのが苦手なので……分かっているんだ、俺が悪いのは……」

　でかい男同士で謝り合っていると、ルアークが呆れ顔で助け船を出した。

「カシュヴァーンおにいちゃん、とにかく話を進めよう」

「そうだぜ。お前が前置きを長引かせてどうする」

　隙すきあらばぺたっとくっついてくるレネを引き剝はがしつつ、バルロイも注意した。

　仮にも相手が他国の王族であることに加え、腰の低い相手には意外とあまり強く出られないカシュヴァーンである。咳せき払ばらいして切り替えた。

「そうだな。では……、まずはじめに、ファルハド王子がなぜここにいるのかを俺から説明しようか」

　好奇心を抑おさえきれない様子の妻を察し、前提の説明を始めた。さり気なくファルハド本人からの説明を拒否したが、本人はむしろほっとした顔をしている。ラフィークも心なしか、機き嫌げんが良さそうである。

「平たく言えば、ジェリオが少しやりすぎたんでな。ファルハド殿下もいよいよ黙っていられず、行動を起こして下さったということだ」

　ごく簡かん潔けつに、カシュヴァーンはファルハドの動機をまとめた。

「そうですわね、ジェリオ殿下はファルハド殿下を飛び越えて、マルグレート王への連絡手段すらお持ちとのことですもの……」

　アリシアも動機についてはある程度予想がついたので、素直にうなずいた。

「……申し訳ない。俺がしっかりしていないから……」

　ファルハドが心持ち肩を落とした。膝ひざの上でラフィークもうなだれている。初めて会った時のカシュヴァーンにも似た、一種独特の威い厳げんは彼が口を開くたびに薄れつつあった。

　バルロイもはあ、とため息をこぼしたが、彼は彼でげんなりする理由が他にあった。

「そうだな。おかげで、こっちにまで問題が飛び火している」

「え？　あら、どうして……？　ジェリオ殿下……というかマルグレートとラグラドールは、仲がよろしいと思っておりましたけど」

　意外な発言に、アリシアはきょとんとした。ジェリオは祖そを同じくするラグラドール人に積極的に近づいては、仲を深めようとしていた気がするのだが。

「お嬢ちゃんも去年、〈翼の祈いのり〉が騒ぎを起こしてくれたのは覚えているよな。あれのせいで、ラグラドールの中で聖女アーシェルを信じていた連中は信しん仰こう心しんの行き場をなくしてしまった」

「まあ……大地の女神様に気持ちは戻りませんでしたの？」

　危あやうくアリシアが聖女アーシェルにされるところだった騒そう動どうだ。無論忘れたはずもないが、その後の顚てん末まつについては深く知らされていなかった。

「大地の女神に対するなんらかの不満を持っていた連中だからな。乗り換えがうまくいっていないところに、類似品を携たずさえて乗り込んできた連中がいる」

「……〈神具礼賛〉……」

　小さくアリシアがつぶやくと、卓に集つどった面々の表情が一様に苦みを増す。

　中でもやはりバルロイの顔が一番険けわしい。彼は他のラグラドール人に比べれば中立的ではあるが、国こく粋すい主義者であること、つまりは熱心な大地の女神信奉者であることに変わりはないのだ。

「そういうこった。おまけに、クルセージュへの敵対心も増す一方だしな」

「え？　あ、でも、そういえば、デュランダール陛へい下かはラグラドール頼みの政策は行わない方針なのでしたわね」

　クルセージュの「残ざん虐ぎやく王おう」デュランダール。カシュヴァーンと張り合える愛妻家である彼の、年ねん齢れいを感じさせない頑がん健けんさを思い出す。マルグレートとの関わり合いも、彼との取引が発ほつ端たんだった。

　王子ユベルには事あるごとに誘さそわれているが、いまだクルセージュ王宮には足を踏み入れたことがないのだ。「残虐王おう妃ひ」様とももっとお話ししてみたいわ、と脱線しかけているアリシアを、バルロイの忌いま々いましそうな声が現実に引き戻す。

「そう、『残虐王』はすべてを自分で仕切らないと気に食わない御方だ。見事に〈翼の祈り〉の連中を追い出しちまったんだから、次は俺たちラグラドール人を標的にするのは分かって……おい、やめろレネ、ここにはあの御方はいないんだから」

　レネが取り出したナイフを諫いさめる時だけ、バルロイの眼は少し優しくなった。

「……一応遠慮してくれるとありがたい。お前たちも俺たちも、陛下には借金を返している最中……おっと、すまんアリシア」

　デュランダールとは気の合うカシュヴァーンであるし、バルロイも一緒に「神様退治」を依頼されている。立場を考えろ、とそれとなく注意したついでに妻の弱点である「返す」を発してしまい、ふらりとよろけた妻をそっと抱だき留めた。

　二組の微笑ましいやり取りをルアークはにやにやと見守り、ファルハドは複雑そうな顔でうつむいた。ラフィークはぎゅっとその胸にすがっている。

「いけねえな、アリシア嬢じようちゃんみたいに脱線しちまった。ま、俺たち傭兵が急にいなくなりゃあ、向こうだって立ち行かねえ」

　すばやく軌き道どう修正したバルロイの表情は皮肉っぽいものに戻っている。

「弟まで殺し、国内を強引に取りまとめた反動は、まだクルセージュ内でくすぶってるって話だからな。ところが最近、とうとう本格的に俺たちを追い出しにかかったとの噂が流れている」

「あら……本当に？」

　夫の愛とありったけの現金妄もう想そうで立ち直ったアリシアが聞き返すと、バルロイは無ぶ精しよう髭ひげの散らばったあごを搔いた。

「確たる証しよう拠こはない。だが、〈神具礼賛〉に染まった連中が飛びついちまってな。国外勢力である〈神具礼賛〉も傭兵も、奴らはすべて追い出そうとしているんだとよ。実際いつかはそうしたい、とは思っているんだろうが」

「そんなの、シルディーンだって同じだろうにねえ」

　足をぶらぶらと振りながらルアークがうそぶいた。なにせ彼自身が、傭兵たちへの対たい抗こう策さくとして組織された〈玩具の兵隊〉の生き残りなのだ。

　役には立つが要求も大きいラグラドールの傭兵たちは、周辺国家にとっては常に痛し痒かゆしの存在である。常備軍を置くことに比べれば安いとはいえ、常備軍でない彼らの忠誠はもっぱら健全な支払い能力に向いている。敵対勢力についたほうが儲もうかると踏めば、平気で寝返るのだ。

「ちなみに、シルディーンというか、レイデン……はっきり言えばレイデン伯はく爵しやくへの風当たりも強くなっているぜ」

「え？」

　まさかの名前にアリシアはびっくりしてしまった。

「それは……あの、ノーラとの結婚式が、陛下の暗殺未み遂すいで流れたからですか……？　でも、あれはジェリオ殿下が！」

　さすがに看かん過かできない、と珍しくアリシアが大声を出したが、ジェリオの下げ種すさは彼女の予想の上を行く。

「……ちょっと違うな。式の時に、俺たちを招しよう待たいしなかっただろう？　そのことについて引っかかりを覚えたから僕は式には出ませんでした、なんてわざわざラグラドールに来て嫌いや味みをまき散らしていったんだぜ」

「……まあ……」

　あくまで情勢を鑑かんがみて招待しなかったティルナードの判断を、そんな風に利用されていたとは。

「そんなことを言うために、弟だけを差し向けた訳か。つくづくと、くだらん真ま似ねを……」

　辟へき易えきとカシュヴァーンが吐はき捨てる声を聞きながら、アリシアは考え込む。

「でも……最近のジェリオ様は、なんだか」

「本当に申し訳ない！」

　じっと話を聞いていたファルハドが、アリシアの言葉にかぶせて叫んだ。あ、という顔をして固まった彼に、アリシアが「あ、どうぞ」と先を譲ゆずる。

「あっ……その、弟が、迷めい惑わくをかけているようで……申し訳ない。本当に、申し訳ない……」

「……まあな」

　特に内容がない謝罪だったので、カシュヴァーンも相槌を選べない。ファルハドは使いようによっていかようにも化ける宝石であるだけに、態度を決めかねている様子である。

「……はっ。まあ、口ではなんとでも言えるわな」

　バルロイの声は冷たい。ジェリオのことも気に食わなければ、箱入り王子ぶりを露ろ呈ていしたファルハドについても情けないと感じているようである。

「勇いさんでここまで来てくれたことには感謝する。だが、話を聞く限り、あんたはいいように担かつがれていただけなんだろう？　まさかこの逃とう亡ぼう劇げきさえ、弟君の仕込みってことはないだろうな」

「……それは正直、俺も考えてはいる」

　一度疑ぎ惑わくを口に出してしまえば取り繕つくろうこともない。カシュヴァーンも諦あきらめて、遠慮のない質問を始めた。

「しかし、お忍びで国を出てきた殿下がお前の隊に潜もぐり込んできたのは完全に偶ぐう然ぜんだろう？」

「分からんぜ、マルグレートの情報収集力は侮あなどれないからな。おまけに、レネやルアークの仲間がいるんだろ」

「連絡を取っている様子も、尾び行こうされていた様子もありませんが、向こうのほうが技量が上なら分かりません。サーリヤという娘には、ルアークも少々手を焼いたとの話でしたし」

　ファルハドの挙動を見張っているらしきレネも、断定はできないといった口振りだ。ルアークは何も言わないが、その眼はレネと同じ意見をたたえて光っている。

　四人の視線に追い詰つめられたファルハドは、ぎゅっと子猿を抱き締めて絶ぜつ叫きようした。

「とんでもない！　おっ俺は、これ以上、心通わぬ妻も子も欲しくない……!!」

　以前ジェリオにもぶつけた言葉が炸さく裂れつし、室内をしんとさせた。爆ばく心しん地ちのファルハドは、ぎゅうぎゅうとラフィークを抱き込んだまま必死に叫ぶ。

「あなた方の言うとおり、俺はずっと周囲に担がれ続けていた。おかげでどーんと構えていること以外にほとんど何もできないまま、こんな歳としになってしまった……！　だが、これ以上ジェリオの言いなりは嫌だ!!　このまま王になったとしても、きっとあいつの操り人形にされてしまう……!!」

　見た目以外の頼りなさからすると想像しづらいが、ファルハドはすでに何人もの妻を持つ身だということを全員が思い出した。バルロイが軽くカシュヴァーンを小突く。

「こいつにもう何人も子供がいるってのに、お前のところはぐぇっ！」

　彼の脇わき腹ばらにカシュヴァーンが容赦なく肘ひじ打うちを叩き込み、反対側からレネも同じことをして黙らせた。「私の準備はいつでも万全なのですから」、とのひと言付きで。

「そういえばジェリオ殿下は、私やエルティーナ様がファルハド殿下と結婚してほしいようなことをおっしゃっていましたわね」

　三人のやり取りを微笑ましく眺めていたアリシアも、余計なことを口にする。

「冗じよう談だんではない!!」

「……ああ？」

　ファルハドが力一杯否定した途端、カシュヴァーンが凶きよう悪あくな面相になって凄すごんだ。ルアークにもじろっと睨にらまれたファルハドは、怯おびえたラフィークにすがりつかれながら釈しやく明めいを始める。

「ああ、いや、違うんだ、アリシア様だからどうこうという話ではない。俺の妻も下は十歳、上は五十二歳までいるからな。胸の大きさも大小揃って……」

　あまり釈明にならないことを口走ったファルハドに、「父おや子こ」二人の視線が圧を増す。

「違うんだ、俺は……俺は……『夢の王子様』にあこがれているんだ!!」

　追い詰められたファルハドは、突然シルディーンでも大人気の少女向け小説の題名を口走った。

「……あれに、あなたが？」

　カシュヴァーンも一応眼を通したことはあるので、その分眉み間けんにしわが寄った。

「夢の王子様」は一夫一婦制の世界で生きる思春期の乙女おとめの欲望を結晶化したような夢物語なのだ。一夫多妻が当たり前の国の次期王が読んで面おも白しろいようなものではなく、真っ当な王子様に劣れつ等とう感かんを持つカシュヴァーンも若じやつ干かん心に傷を負おった。

「ああ、シルディーンのことを知るために、政治や歴史だけではなく風ふう俗ぞくにも触ふれておこうと思ってな……その過程で、この本に辿たどり着いた」

　ファルハドはといえば、しみじみとした口調でそうつぶやいた。ラフィークは夢見る乙女さながらに、瞳を輝かせて陶とう酔すいの表情だ。そしてアリシアの瞳はそれ以上に輝いた。

「ちょうどいいですわ、同じ作者の本を屋敷から持ってきたばかりですの！」

「夢の王子様」はグラネウスの作品のひとつなのだ。

「なにっ、本当ですか!?　それは嬉しい、あの作者の本が他にあるとは……！」

　寡黙との評判をかなぐり捨ててファルハドが色めき立つ。彼はグラネウスが売れない恐怖小説ばかり書いてきた結果、出版の担当者に泣きつかれて「夢の王子様」を書いた経けい緯いを知らない。

「あー……うん、まあ」

　しばらく静観していたルアークが、根本的なすれ違いを知らぬまま高まる盛り上がりにそっと水を差す。

「見聞を広める意味では、本を読んでもらうのもいいけど、それよりもアズベルグの中を実際に視察してもらったほうがいいと思うんだ。どうせあんたがここにいることは、発表せざるを得ないだろうし」

「え……なぜだ？」

　自分の行いがどう見られているか、まるで分かっていないらしい。ファルハド自身は表情が動かないので何やら開き直っているように見えるが、ラフィークはおろおろと落ち着きがない。二人の感情が連動していることに気づいたカシュヴァーンが説明してやる。

「……あなたは周囲に黙って国を出たのだろう？　殿下。そんなあなたを秘ひ密みつ裏りに匿かくまっていたりしたら、それこそ亡命の手助けをしたとして国際問題だ。マルグレートに付け入る隙を与えてしまう」

「逆に言えば、弟王子もここにいるんだしさ。揃って視察に来たことにでもすれば、あんたの身も安全だよ。ジェリオ殿下は今回の件で、あんたより実権を持っていることを示したんだ。下手に身を隠したら、暗殺者の飼い主にとっては思う壺つぼじゃないかな」

　ルアークも横から付け加えると、ファルハドはにわかに色を成した。

「暗殺だと……馬鹿な。ジェリオは俺の、二親を同じくする兄弟だぞ!?」

　一瞬静かになった室内で、代表して口を開いたのはアリシアだった。

「……ごめんなさい、ファルハド殿下。だからこそ、一番危険ですわ。私の好きな本でもよくある展開ですし……」

「……だな。現実にも、王位を巡めぐって血を流す王族は珍しくないぞ」

　カシュヴァーンが微び苦く笑しようして同意を示す。物語の上でも現実でも、肉親だからこそ愛憎は生まれやすいのだと。

「しかしっ……！」

　なおも食い下がろうとするファルハドを、バルロイは冷さめた眼で眺めた。

「俺はちっとばかし、ジェリオ殿下に同情しつつあるぜ。あんたがその調子じゃ、苛いら立だつ場面はさぞかし多かっただろう」

　隣のレネは何も言わないが、その目つきからすれば上官と同じ意見のようだ。

「同じマルグレートの王子とはいえ、生まれつきすべてを約束されていたあんたと違って、あいつは一生兄貴に頭を下げ続けると決まっているんだ。やり口は俺もどうかとは思うが」

「まあまあ、バルロイおじさん。あんまりこの人、いじめないであげてよ」

　子猿と一緒にうなだれているファルハドを庇うように、ルアークが口を挟はさんだ。

「……おい、なんだ。さっきまで一緒にいじめてただろ」

「ま、そりゃそうなんだけど。この人をぶん殴なぐるだけが目的ならとにかく、反省して勉強してほしいと考えるなら、ここいらで考える時間をあげるのが適切じゃないかな」

　ね？　と笑うルアークの瞳の色合いを汲くみ取って、カシュヴァーンが低い声を出す。

「殿下もお前の『おにいちゃん』か、ルアーク」

「……なんかね。あんまりだめだめだと、放っておけなくてさ。ごめん、勝手に口を挟んで」

　やるせなく微笑んだルアークは、どうしていいのか分からず、固まっているファルハドに声をかけた。

「そうだな。差し当たって、弟と比べれば百倍無害そうだ」

　段々ファルハドに対しても遠慮がなくなってきたカシュヴァーンの眼が、翳かげる。

「やはりジェリオの目的は共存などではないな。いまだに差別を受けているマルグレート人とラグラドール人の憎ぞう悪おを煽あおり、白色人種の国を金と武力と宗教で操ることか。……くずが」

　どすの利きいた声が怖こわかったのだろう。ラフィークがキャーッと金切り声を上げながらファルハドにしがみついた。ファルハドは恐怖と痛みの両方に黙って耐たえている。

「ま、とりあえず、今夜はもう休みなよ、ファルハド様。ジェリオ殿下へのご挨あい拶さつは明日でいいでしょ？」

　ルアークがとりなせば、ファルハドは大きな体を少し縮めた。

「……す、すまない」

「気にしないで、あんたが来てくれたこと自体はありがたいんだから。ところでカシュヴァーンおにいちゃん、この人の部屋は？」

　ぎこちなくうなずいたファルハドの部屋割について、ルアークが質問する。

「弟の隣だ」

「……すぐばらす手はずとはいえ、あんた本当にいい性格だよね。じゃ、部屋まで送るよ」

　笑ったルアークがファルハドを先導し、カシュヴァーンも「一応俺も行こう」と言い出した。彼の足に絡からむようにしながら子猿のラフィークも歩き出し、室内にはアリシアとバルロイ、レネが残った。

「レネ、お前は一応ファルハド殿下についておけ。あの調子じゃシロだとは思うが、本人が知らないところで利用されている可能性がある」

「分かりました」










　心得顔でレネが姿を消し、室内にはバルロイとアリシアだけが残った。それとなく周囲を見回したバルロイが、おもむろに切り出す。

「さて、お嬢ちゃん。ちょいと聞きたいことがあるんだが」

「レネの『故郷』のお話ですか？」

　ずばりと言い当てられて、バルロイは眼を剝いた後ため息をこぼした。

「お嬢ちゃんは本当に、おかしなところで鋭するどいよな……」

「だってレクサンドール子し爵しやく様が私に用事があるとしたら、レネかカシュヴァーン様のことですもの。私としては、ラグラドールに流る布ふする恐怖譚たんなどに心惹かれますけど……」

　貧ひん乳にゆう小こ娘むすめに興味のないバルロイであるから、接点といえば限られているのだ。カシュヴァーンのことなら遠慮なく本人に聞けばいいのだし、ならばわざわざ遠ざけたレネのことに決まっている。誰が彼に、その話をしたのかも分かる。

「……ルアークが、話したんですよね、そのこと」

「話が早くて助かるよ。例のルアークの母親を名乗ってる女は、『故郷』とやらで過ごした記き憶おくはないんだって？」

「そのようですわ。体が弱い方ですから、特異な訓練を受けられず……あの方自身も、マルグレートの貧ひん民みん街がいに捨てられてしまったのかも」

　そして生活に困り、ルアークを手放した。

「可能性はあるな。確かに銀髪ばかり揃っているとは思ったんだ。いっそ俺がその『故郷』とやらを探し当てれば、兵力の補強にいいかもしれんな」

　一瞬茶化したバルロイが、真面目な顔になって質問に戻る。

「それ以上は、分からねえか」

「ええ。ルアークも、知りたくなさそうですし……」

「なのに、俺にはちゃんと伝えてくれるのか。……やれやれ。つくづくといい男だよなぁ、あいつ。あいつがレネのことを好きになってくれりゃあ、どんなにか……」

　うなるような口調でこぼれた本ほん音ねに、バルロイが慌あわてた顔になりアリシアも瞳を揺らした。すぐに素そ知しらぬ顔に戻った彼へと、質問を返す。

「レネが……『故郷』を探したいと言い出したら、どうします？」

「あいつにそんな情じよう緒ちよが育ったことを、まず喜ぶな」

「帰りたいと、言ったら？」

「一番いいレンブラーの栓せんを抜いて乾かん杯ぱいだ」

　レンブラーは強烈な酒しゆ精せいを誇ほこるラグラドールの地酒である。あれにルビーチェリオを漬つけ込んだらどうかしら、と一瞬商売の匂いが鼻先をかすめたが、今はレネの話のほうが大事だと努つとめて意識を戻した。

「引き留めたりしないのですか」

「俺はレネのものだが、レネは俺のものじゃねえからな。レネ次し第だいだ」

　懲こりずに迫せまり続けたレネに押し負けて、そこまでは譲じよう歩ほしたバルロイである。だがそこまでだ、と明言されて、アリシアは恨うらめしそうに彼を見上げた。

「……ずるいですわ、レクサンドール子爵様」

「そうとも、俺はずるい男さ。だが安心しろ、俺の馬ば鹿か弟で子しどもは俺ほどずるくなれねえから、お嬢ちゃんとエルティーナ女王陛下は幸せさ」

「あら、女王陛下……？」

　エルティーナに再婚を断られ、自信喪そう失しつしたジスカルドがバルロイを恋愛の師し匠しようとして認定したことはアリシアも知っている。師匠の薫くん陶とうを受けたせいか、先日の女王暗殺未遂事件の際もいち早く駆けつけてきてくれた。

「そういや言ってなかったな。女王陛下とオーデル宰さい相しよう閣かつ下かは、たぶん近日中にアズベルグに来るぜ。ジェリオ殿下だけならまだしも、ファルハド殿下まで来たとなれば、それなりの接待が必要だろう？」

「まあ、またお二人にお会いできますのね！　嬉しいですわ。長旅ができるということは陛下の傷も癒いえたということですし、これは再求婚を成功させる絶好の機会……！」

　レネとバルロイのことも気にはなるが、別の懸けん案あんであったエルティーナとジスカルドに進展があるかもしれない。アリシアはがぜんはりきった。

「華はなやかな王宮で見るより、このアズベルグの陰いん鬱うつな景色の中で見たほうが、オーデル侯こう爵しやく様がより吸きゆう血けつ鬼きっぽく見えてすてきですもの！　それに苦情を聞く時も、場所を変えれば気分も変わるということですし……！」

「苦情と一緒かよ。散々女遊びをし倒して捨てられた挙あげ句くの再求婚二回目だからな、近いもんがあるが……いずれにしろ、どうせ陛下も満まん更ざらじゃなさそうなんだし、早いところくっついてもらわないと困るんだ。俺はいつまで、オーデル侯爵の『師匠』でいりゃいいんだよ……」

　大貴族らしく社交にまめなジスカルドは、一度「師匠」認定したバルロイには折りに触れ連絡を取っている。

　シルディーンの宰相から定期連絡が来る傭兵団長、としてバルロイのラグラドールでの評価は上がっているそうだが、中身は「女王陛下の心を摑つかむためにはどんな衣い装しようを着ればいいのか」云うん々ぬんだ。元々大酒飲みのバルロイの酒量は増える一方である。

「ったく、裸はだかで押し倒すのが一番だっての」

「あら、でも、カーシュ様は服を着ているほうが……あ」

　つるりと口を滑らせたアリシアは真まっ赤かになり、バルロイは遠い眼をした。

「いや、別にお前らは夫婦だし、仲が良さそうで結構だけどな……俺もお嬢ちゃんと、一応カシュヴァーンの馬鹿には幸せ夫婦でいてほしいと思ってるしよ」

　カシュヴァーンの恋愛の師匠であり、剣の師匠でもあるバルロイは、男親の愛情に恵まれなかったカシュヴァーンにとっては父親に近い存在なのだ。もちろん本人が眼の前にいれば、「ふざけるな、こんなでかいガキがいるような歳じゃねーよ」「こっちだって、胸と尻にばかり固こ執しつする親父おやじなんぞいらん」と反発するが。

「バルロイ様、私の準備はいつでも万全と言ってるでしょう！」

「うるせえぞレネ、お前は殿下の見張りを真面目にやれ!!」

　途中から割り込んできたレネを叱しかり飛ばしたバルロイは、無精髭を搔き搔きため息をついた。











第四章　人は変われるか






　ファルハドがひっそりとやって来た翌日の朝食の席にて。長ちよう兄けいの姿を認めた瞬しゆん間かん、ジェリオは一瞬だけ動どう揺ようをもろにさらした。

「……どうして……？」

　泥どろイモと腸ちよう詰づめ主体の贅ぜい沢たく三ざん昧まいとはいえない献こん立だてを褒ほめる、空々しい美び辞じ麗れい句くが途中で宙に溶けて消えた。黒曜石の瞳ひとみは黒い炎と化し、緊きん張ちようにがちがちの兄と彼を紹しよう介かいしたカシュヴァーンのすました顔に吹きつける。

　しかし、それでも彼は立ち直った。立ち直って、瞳に残った怒いかりの名残なごりを驚おどろきと感動にすげ替えた。

「──これは兄上！　驚きました、まさか不動の貴公子と呼ばれるあなたがお忍びで、アズベルグにまで足を伸ばされようとは……!!」

　両手を広げて立ち上がったジェリオは、食堂に一歩入ったところで硬こう直ちよくしているファルハドに自みずから歩み寄る。

「あ……、ああ、その」

　ファルハドが何事か言い募つのろうとしたのをさえぎって、ジェリオはその眼の奥の真意を探さぐるように見上げた。

「しかも、ライセン強きよう公こう爵しやくと縁えんをお持ちとは驚きました。さてはイズマイールのやつが何か画かく策さくを？　ひどいなあ、僕だけかやの外で……」

「イズマイール殿でん下かと親交を持ったことが、慎しん重ちようなファルハド殿下の心にも響ひびいた。それは確かなことだが、画策とは穏おだやかじゃないな」

　ジェリオの追つい及きゆうをさえぎってしゃべり出したのは、ファルハドの側そばに護ご衛えいよろしく付き添そっていたカシュヴァーンである。

「あなたをかやの外に置くつもりなら、この方の来訪を明かしはしないだろう。驚かせて申し訳ないが、悪く思わないでほしいですな、ジェリオ殿下。どうか広い心で、国の父上にも伝えてほしい。俺たちもあなた方も、別に戦争をしたい訳ではないのだから……」

「……ええ、そうですね」

　下に見ていたはずの兄に手を嚙かまれ、カシュヴァーンにはぬけぬけと当てこすりを言われた。その屈くつ辱じよくに、確かにジェリオの腸はらわたは煮にえていた。アリシアの隣となりの席にいたノーラが思わず彼女の手を握にぎり、背後に出現したルアークが目つきを険けわしくし、給きゆう仕じをしていたコゼットが握った手の平に爪つめ先さきを食い込ませながらディネロを庇かばう位置に移動したぐらい分かりやすかった。

　それでもジェリオは、大たい使しの仮面を手放さなかった。

「──楽しみですよ。兄上がこちらにいらっしゃるのなら、きっとシルディーンの名士の方々も挨あい拶さつに来て下さるでしょうし。むしろありがたい話です！　これはじゃんじゃん！　大きな商売の話ができそうですねえ!!」

　景気のいい口くち癖ぐせを発した彼の声こわ音ねには、やはり噓うそは感じられない。カシュヴァーンもそこを問い詰つめても堂々巡めぐりになるだけだと分かったのだろう、別の提案を始めた。

「どうせなら、シルディーン王宮へ挨拶に行くか？　このような田舎いなかよりは、あなた方にとっても過ごしやすいと思うが」

「いえいえ、それには及びません。僕はこの風ふう光こう明めい媚びなアズベルグの地が大変気に入っております。第一これ以上長い旅をしたら、また旅費がかかるではないですか……失礼ながらシルディーン王宮での滞たい在ざい費ひは、こちらよりずっと値が張るでしょうし」

「確かにそうですわね……」

　思わず同意したアリシアに、にっこり微笑ほほえんだジェリオが近づいていく。後ろのルアークが反射的に構えを取ったが、ジェリオは自分の席に用意されていた朝食の皿を持ち上げ彼女の前に置いた。

「まあ、ありがとうございます！　ただですか？」

　はしゃぐアリシアに「奢おごりますよ」と微笑んで、

「忙いそがしくなりそうだ。申し訳ないですが、食事をする時間も惜おしいので、僕はこれにて失礼」

「それは構わないが、出かけるなら必ず俺かディネロに声をかけろよ」

　すかさずカシュヴァーンが念を押すと、ジェリオは愛あい想そたっぷりに微笑んだ。

「ええ、もちろん、承しよう知ちしておりますよ。ああ、アズベルグ公こう爵しやく、今回の食事の分も、これから先に兄上がいただく分も、もちろん僕に請せい求きゆうして下さいね！」

「……無論だ」

　上かみ座ざのディネロがうなずいたのを見てから、ジェリオはさっさと食堂を出て行った。

「……小こ憎にくらしいですわね。もっと驚くかと思いましたのに」

　ジェリオがいなくなったのを見み計はからい、ノーラが忌いま々いましげな声を出す。

「能力のある男じゃあるんだ。だからこそ……」

　カシュヴァーンが同調すると、隣のファルハドは表情を変えずに立っているが足下のラフィークが肩かたを落とした。うまい慰なぐさめを思いつけなかったカシュヴァーンは、とっさに話を変える。

「それより、いいか、ルアーク」

「任まかせて、ジェリオ殿下の見張りはレネに頼んであるよ」

　昨夜と担当が違う。おや、という顔をするカシュヴァーンにルアークは小さく笑った。

「交代してもらったんだ。ファルハド殿下は、俺のほうがいいみたいだから」

「殿下がそんなことを？」

「いや……俺は」

　押しかけ客分であることをよく理解しているファルハドは、己おのれの待たい遇ぐうについて一切の要望を口にしない。しないのだが、

「口では言わないけど、ラフィークの態度ではっきり分かるんだよね」

「ええ、そうね」

　アリシアにさえ、子こ猿ざるとの感情の連動を見抜かれている始末である。さすがのファルハドも眉まゆの端はしを少し下げた。

「あー、そんな顔しないで。実力主義のラグラドールのみなさんからすると、どうしても頼りなく見えちゃうのはしょーがないよ。ま、今からがんばっていこう？」

「あ、ああ」

　ルアークに力づけられて元気を取り戻したファルハドは、己を鼓こ舞ぶするように続けた。

「それにしても、やはり兄弟の絆きずなは尊いものだ……！」

　一瞬、カシュヴァーンがこいつは何を言っているんだ、という顔をした。すぐにジェリオが表向き兄を邪じや険けんに扱あつかわなかったこと、むしろ前向きに取るような発言をしたことを受けての感想だと分かったようだが、それでも何を言っているんだ、という表情は変わらない。

「……いいの？　ルアーク」

　アリシアも譲ゆずってもらった朝食は、ありがたくいただく気満々である。しかしジェリオのやり口を思えば素直に兄弟仲良くしてくれるとは思いづらい。おまけに兄弟は仲が良いもの、と頭から信じているファルハドの側にいるのは苦しくはないのか。

「いいんだよ」

　穏やかに、有う無むを言わせぬものを漂ただよわせ、ルアークは笑った。こうなると彼を動かすのは難しい。

「……とにかく、やはりジェリオはアズベルグを動きたくないようだな」

「そのようですわね」

　差し当たっては「息子むすこ」に任せようと、その「お父さん」と「お母さん」はジェリオに話を戻した。

「こっそり〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉を布教して回っているとか、『奇き跡せき』の押し売りをしている訳ではないんですの？」

「そんなことをしていれば、とうの昔に叩たたき出している。もちろん、たっぷりと迷めい惑わく料りようを支払わせてな」

　隙すきあらば〈神具礼賛〉を広めようと勤いそしむジェリオであるから、彼がアズベルグを動かない理由として真っ先に疑われた理由がそれだった。しかし実際は、布教がしやすそうな人口の多い町や村などに拘こう泥でいすることはない。むしろ民すら立ち入らない、アズベルグ内でも僻へき地ちに当たる場所に興味を示すという。

「まあいいだろう。あいつがこの田舎を本当に気に入ったのなら、好きなだけいさせてやろうじゃないか。俺も最近はここを離れることが多かったし、領内の雑事が溜たまっている。季節がいい時でないと、やれないことも多いからな」

　春だからと油断はできない。アズベルグの過ごしやすい季節はあっという間に終わってしまうし、冬が来ればたちまち雪と氷に閉ざされる。外から入ってくるのも難しいが、中での移動も厳きびしくなるのだ。

「それに、人が集まれば、ジェリオじゃないが収入が増える。王家の方々をもてなす分の費用は必要だが、それも合わせてジェリオからふんだくればいいしな。マルグレートの王子に会いに、わざわざ来るのだから」

「まあ、ジェリオ様に五点加点して差し上げますわ！」

　評価すべきところは評価するのがアリシアの主義だ。気が抜けてふっと笑ったカシュヴァーンの側に、白に近い銀ぎん髪ぱつの人影が出現した。

「ライセン強公爵閣かつ下か、ジェリオ殿下が出かける用意をされていますが」

　ジェリオ当番を仰おおせつかっていたレネである。

「噂うわさをすればか。いいだろう、俺も支し度たくをする。アリシア、俺の分の飯めしもやるぞ。こっちから先に食えよ」

　先のジェリオに対たい抗こうしてか、カシュヴァーンも手つかずの朝食をアリシアの前に置いた。

「まあ、でも、よろしいんですの？」

「それじゃ、その泥イモをふかしたやつを一切れ、俺にくれるか？」

「ええ、もちろん！」

　四つに切り分けてあった泥イモをフォークで刺さし、渡そうとすると、カシュヴァーンは軽く首を横に振った。薄うすく口を開いたそのしぐさを見て、アリシアは夫の望みを理解した。

「あ、あーん」

「あーん」

　案あんの定じよう誰だれもいない方向に突き出されたイモを、カシュヴァーンは卓たくの上に軽く身を乗り出して口に収めた。もぐもぐと咀そ嚼しやくしてから、さらに身を乗り出して不意打ちで妻の唇くちびるに軽く口づける。

「お返しだ。ありがとう、アリシア。後は馬の上でもつまめるものを用意してもらおう」

「あっ！　い、いいえ！　あの……私こそ、ありがとう、ございます……大層なお返しをいただきまして……」

　突然「おなかが痛い」に襲おそわれて石化していたアリシアは、ぎくしゃくと礼を述べた。

「さて、ファルハド殿下、あなたはどうする」

「……よければ、同行させてほしい」

　足下でラフィークはキャーッと声を上げながら顔を覆おおっているが、ファルハドの表情は相変わらず変化しない。

「俺は……恥はずかしながら、本当に世間知らずで、生まれ育った王宮の外のことが全く分からないのだ。馬の上で、どうやって食事をするのかも分からない……だから少しでも、この機会に見聞を広めたく思う」

「そうみたいだね」

　さすがに苦笑いを隠かくせないルアークであるが、ファルハドを見る眼は柔やわらかい。

「だったら今から知るしかないじゃん。そうでしょ？　ファルハドおにいちゃん……おにいちゃん？」

　何気なく「おにいちゃん」呼びをしたルアークは、黒曜石の瞳にじいっと見つめられて舌を出した。

「あっと、ごめんなさい。さすがにマルグレートの第一王子に、この呼び方は失礼だったかな、っと、なに？」

　とと、と軽い音を立てて、ラフィークがルアークの肩先まで駆かけ上がってきた。

「……いや、すまない。心を込めて兄と呼ばれたことが、あまりなかったので……」

　きらめく瞳が濡ぬれたような輝かがやきを増している。気恥ずかしいのか、ルアークから眼を逸そらしたファルハドはアリシアに声をかけた。

「ああ、そうだ、アリシア様。帰って来てからでいいのだが、『夢の王子様』の作者の他の作品を、後で貸してもらえないか」

「え」

　くぐもった声を出してしまったのはノーラである。アリシアはファルハドに負けず劣おとらず、青い瞳に星を浮かべて請うけ合った。

「待ってましたですわ!!　嬉うれしい、なかなかあの本の良さを分かって下さる方がいらっしゃらなくて……！　『雨あめ悪あく』を持って来ておいてよかったわ!!」

「あめあく……？」

「あ、申し訳ありません、分かりづらくて。正式名称は、『雨の日には悪あく霊りようが大合唱』といって」

「……あくりょう……？」

「あのっ！」

　嫌いやな予感を覚えたノーラが、ずずいと二人の会話に割り込んだ。

「わ、私も今日は一緒にお出かけしますわ！　庶しよ民みん出身の私なら、アズベルグの一般的な生活についてもお教えできますし……奥様の本の趣しゆ味みについても事前に！　きちんと！　解説できますし!!」

「あ、それ、本当に助かりそう。マルグレートの王子様連れで挨拶回りをすれば、ノーラにも箔はくが付くだろうし。もういっそのこと、ティルぼっちゃんたちも呼べば？」

　ルアークも「おにいちゃん」の期待を裏切るのを避さけたかったのだろう。大層乗り気だ。

「それもいいかもしれんな。なんだったら、ラグラドールで流れているおかしな噂を払ふつ拭しよくするために、バルロイたちに結婚式に来るよう直接打だ診しんさせてしまえ」

　決してラグラドール人との付き合いをないがしろにする気はないのだと、マルグレート王族の前で宣言してしまえばいい。カシュヴァーンもついでとばかりに尻しり馬うまに乗った。

「そういう訳なので、奥様には留る守す番ばんをお願いしますわ！　ね！　私の分の朝食もあげますから!!」

「ええ、分かったわ」

　アリシアもみなが行くのであればついて行きたいのは山々であるが、ジェリオの後を追うならすぐに出しゆつ立たつせねばならないのだ。四人分の朝食を放り出すなんて、もったいないことはできない。

　それに、レネもルアークもいないなら。

「俺たちがいないからって、余計な気を回さないでね、アリシア。アリシアにはちゃんと、ジェダさんをつけてあるんだから」

　ヘルミーナが滞在している部屋のほうに視線を投げた瞬間、ルアークに警告されてしまった。食事の席にも同席を許されぬまま、すっかり放置されているヘルミーナの様子を見に行こうという目論見もくろみなどお見通しだったらしい。

「護衛を務つとめさせていただきます、アリシア様」

　駄だ目め押おしのように、ルアークより数歳年上と見える銀髪の青年がかすかな風と共に現れた。

「弟」ルアークと同じく元〈玩具おもちやの兵隊〉であるジェダは、弟同様実際の年ねん齢れいも誕生日も不明だ。

「あら、ジェダ！　お久しぶりね。あなたに教えてもらった人体の急所、医術の勉強の助けになっているわ」

　褒められたジェダは、一瞬きょろりと空中を見上げてから斜ななめに瞳を伏ふせた。

「よせよ、俺に惚ほれると火傷やけどするぜ」

「……ジェダさん、ちょっとバルロイおじさんたちに任せたら、また傭よう兵へいさんたち寄りになったね……」

　相変わらず周りの影えい響きようを受けやすい「兄」に不安そうな視線を投げたルアークであるが、おしゃべりが過ぎたと悟さとったようである。

「おっと、そろそろ行かないと、食事を切り上げた意味がなくなっちゃうね。ディネロ様はどうする？」

「俺も、行く」

　立ち上がったディネロの前には、腸詰を半分ほど失った朝食が残っている。少し考えた彼は、まだ側に残っているコゼットにそれを指し示した。

「少し、食べたが。俺の分は、お前に、やる」

「あ、あああ、ま、待ッテマシタ……」

　たぶんコゼットは自分が何を言っているか分かっていないが、ディネロは気にせずそのまま席を立った。出発組の背中を自席で見送ったアリシアは、ふう、とため息をつく。

「……おにいちゃんには、優しいのにね、ルアーク」

　思い入れの強さの差違ではあるだろうが、かたくなな態度につい切なさを覚えてしまう「お母さん」である。

「それにしても、ジェリオ殿下はどうなさるおつもりなのかしら。ヘルミーナ様のことを、あの方も口にしなくなってしまったし……」

　鳴り物入りで紹介してきたジェリオでさえも、彼女のところに行っているようではない。ヘルミーナは再三にわたり面会を申し込んできているのにだ。これでは彼女がかやの外ではないか、一体どういうつもりなのか。

「ねえ、ジェダ。ヘルミーナ様は……」

「……最近は泣いては眠り、泣いては眠りの繰くり返しですね」

「……そう」

　一応ジェダも気にしてくれてはいるようである。ルアークの本当の母親であるのならば、彼にとっても「お母さん」なのだから当然だが。

「分かっているわ。ルアークに黙って会いに行ったりはしないから、安心して」

　一度はジェダをほっとさせたアリシアであるが、ついこう続けてしまった。

「でも、あなたが黙っていてくれれば……せっかく四人分の食事を譲っていただいたのだし、半分あげるから……ごめんなさい」

　見る間にジェダの表情が曇くもったので、アリシアは自主的に話をやめた。ジェダがまたほっとした顔をしたが、彼が心配しているのは「弟」のことだけではないようだ。

「アリシア様は、ご自身の痛みに疎うとい方ですから」

　傭兵流のしゃべり方をやめると、ジェダの口調は個性に欠けるがその分誠実に響く。

「ルアークの『お母さん』のことで、あなたが知らぬ間に傷つくのは俺も嫌です。俺も、あなたの『息子』ですから……」

　そこまで聞いたアリシアは、二皿の料理を持って彼に押しつけようとした。

「ごめんなさいね、ジェダ。やっぱり食事を半分あげるわ！」

「いえ、俺たちは過度に食べすぎないようにしておりますので……!!」

　あげる、あげないで一ひと悶もん着ちやくした後、結局アリシアが三皿と半分食べることで収まったが、その分ジェダを安心させることは忘れなかった。

「大丈夫よ、『お母さん』だけじゃないわ。私たちには『お父さん』もついているもの！」

　根こん拠きよはない。だがアリシアとは別の意味で勘かんの鋭するどいカシュヴァーンである。きっと大丈夫、と全ぜん幅ぷくの信頼に輝く笑顔を見せれば、ジェダも「『お母さん』が惚れた人ですからね」と相あい槌づちを打ってくれた。







　春の清すが々すがしい青空の下、金きん髪ぱつの美男美女が並び立つ姿は一層輝かしい。

「こんにちは、アリシア、カーシュ」

　ファルハド訪問から四日目の昼。シルディーン女王エルティーナ、宰さい相しようジスカルドが揃そろってアズベルグ家を訪おとずれた。護衛の騎き士しや大勢の召めし使つかいを引き連れて馬車から降り立った二人は、真っ先にライセン夫妻に声をかけてくれた。

「まあ、お元気そうでよかったですわ、エルティーナ様……！」

「おかげ様でね」

　昼用の青と白の縞しま模も様ようが美しいドレスに身を包んだエルティーナは、先日レイデンにて暗殺未み遂すいの憂うき目めに遭あった。命に別状はなく、直後も気き丈じように歩き回っている姿は見ていたが、怪け我がの翳かげりのない姿を見られると心が弾はずんだ。

「やはりオーデル侯こう爵しやく様が、献けん身しん的てきに看かん護ごして下さったおかげですのね！」

「やだっ、ちょっと、なんで知ってるの!?」

　軽い挨拶に対し、エルティーナの反応がずいぶんと大きいのでアリシアもびっくりしてしまった。

「あ、いえ、詳くわしく存じている訳ではないのですけど、おそらくそうかと思いまして……」

「そ……そうよね」

　なぜかもじもじと恥ずかしそうにしているエルティーナに、淡あわい灰色の礼服が涼すずしげなジスカルドが気き遣づかわしげな声をかけた。

「エルティーナ様」

「……大丈夫ですか、は聞き飽あきたわ、ジス。他国の王族の前なのですから、弱っていると思われたくないの。控ひかえてちょうだい」

　びしっと彼の言葉を撥はねつけたエルティーナは、ライセン夫妻の横にいたファルハドに向かって最上級の笑顔を作った。

「初めてお会いしますわね、ファルハド殿下。不動の貴公子と言われたあなたが、シルディーンにまで足をお運び下さるとは！　歓かん迎げいいたしますわ」

「いや……」
















　おそらく、気の利きいた挨拶を返そうとしたのである。エルティーナが笑顔を維い持じしきれなくなった頃、ファルハドはぼそっとつぶやいた。

「……急に押しかけて、申し訳ない」

「とんでもありませんわ。むしろ、私の傷が癒いえた時に来て下さって嬉しいです。もしかして、気を遣って下さったのかしら？」

「いや……」

「ははは、兄上、ご謙けん遜そんを」

　横合いから割って入ったのは、言わずもがなのジェリオだった。

「失礼ながら、お怪我をされたその時すら、凜り々りしかったと聞き及んでおりますが……やはり女王陛へい下かの華はなやかな美び貌ぼうは、健康でいらっしゃる時が一番映はえると存じます！　何より愛する男性とご一緒の姿は、まぶしいばかりですね!!　ああ、独り身にはいささか、つらいものがあるほどです……」

「……あらそう」

　エルティーナの相槌は大層素そっ気けない。なにせ例の暗殺未遂はもとを正せばジェリオの差し金なのだ。ジスカルドの視線も相当きついが、ジェリオの面つらの皮は分厚い。

　ぺらぺらとしゃべり続ける彼を諫いさめるのを諦あきらめたカシュヴァーンは、アリシアを連れてそっと離れた。

「この間は兄貴と陛下の結婚云うん々ぬんとほざいていたくせに、調子のいい野や郎ろうだ」

「そうですわね。そのお話も、全くされなくなりましたわね……」

　小首をかしげるアリシアであるが、「まずは自じ慢まんの茶をご賞味下さい。その間に、宴うたげの席の用意をしますので！」とジェリオが声高らかに誘さそうのを聞いて瞳を輝かせた。

「カシュヴァーン様、とりあえず、無料のお食事をいただきに参りましょう！　うふふっ、ジェリオ様、今回は海産物を使ったお料理も持って来て下さっているのよね……!!」

　以前にもシルディーン王宮にて、ジェリオたちが持ち込んだ料理で宴を開いてくれたことがあった。だがシルディーンの国教〈翼つばさの祈いのり〉は、悪あしき行いをした者は死後海の底にある「水みな底そこの国」に行くとされている。

　従って海のものは縁えん起ぎが悪く、海産物を口にしないのが習慣だが、聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテに食の禁きん忌きはないのだ。王宮ではさすがに避けたが、アズベルグでは食料自給率の低さもあって、カシュヴァーンは食べられるものはなんでも食べるよう奨しよう励れいしている。

「……俺は魚も貝も平気だが、頼むからもう、ぼこぼこ茸だけは食わないでくれよ。あと王子の粥かゆを食うのもやめろよ……」

　貧まずしい生活の中、毒草「肥ひ料りよう要いらず」への耐たい性せいを得たアリシアである。そんな彼女だからこそ深く愛しているカシュヴァーンであるが、さすがのアリシアも別種の毒草「ぼこぼこ茸」には中毒を起こしたし、摂せつ取しゆのきっかけは拾い食いだった。すべてに置いて同じことの繰り返しは御免だと、カシュヴァーンは念を押した。










　カシュヴァーンが抱いだいた不安をよそに、宴えん席せきはなんの問題もなく進んでいった。人数が多すぎてディネロの館やかたでは場所が取れず、野外に敷しき物ものを敷しいての席となったが、天気が悪くなる様子もない。

　地元の楽団までやって来て、明るい音楽が食欲をさらに増加させる。バルロイたちもちゃっかり同席しているため、王宮から来た面々のなかには嫌な顔をする者もいたが、マルグレート王族も一緒なのだ。祖そを同じくする傭兵たちを排はい除じよすることもできず、三民族混合の宴は進んでいった。

「ええ、全く、『夢王子』は誠に素晴らしい恋愛小説です！　あれこそ純愛、この世の奇跡ですよ!!」

　一番の不安要素と思われていたファルハドは、エルティーナも大好きな「夢の王子様」を勝手に省略系で呼んで盛り上がっている。紆う余よ曲きよく折せつを経へて「王子様」を諦めた彼女が、やんわり「そうですね、この世にそんな奇跡の王子様なんていませんでしたけど」とつぶやいても、気にした風はない。

「泡あわ花はなとレンブラーを同時に飲むと、不動のファルハドもああなるんだな……」

　少し離れた場所で王族たちの語らいを見守りながら、カシュヴァーンはこぼした。

　泡花はマルグレートの地酒である。バルロイたちが振る舞ってくれたレンブラーに劣らぬ強力な酒しゆ精せいを誇ほこり、非常に酒に強いカシュヴァーンさえ、飲まされすぎて久しぶりの二日ふつか酔よいを経験したことがあった。

「そうだね。あー、ジスカルド様、がんばって……！」

　その横でルアークも、真まっ赤かな顔をしながら意識を保たもとうと踏ふん張ばっているジスカルドを応おう援えんしている。体質的に酒を受けつけないジスカルドは、漂う匂においだけですでに許容量を超えているのだ。

「ところで女王陛下は、『雨悪』も読破済みとか。あの本も実に素晴らしかった！　あの窓にぶよぶよとした悪霊がびっしりと群むれ集つどう場面は最高に盛り上がりましたね!!」

　おまけにファルハドは、先日アリシアに貸してもらった「雨の日には悪霊が大合唱」の話を始めた。ジスカルドは直接あの本を読んだことはないはずだが、酔っているところに気味の悪い話をされたせいで口元を押さえた。

「しかもヒロイン、ナスタリアの仮装をされたこともあるとか！　実に羨うらやましい、我わが国にはそのような趣しゆ向こうの宴えん会かいはないのです……そもそも結婚した女性は家族以外の眼の前に、あまり出てきませんし……！」

「まあ、そうなんですか！　殿下、よろしければ、マルグレートの文化についてもっとお話しして下さらないかしら？」

　エルティーナはそつなく他の話題へ誘導し、ジスカルドを助けようとしている。

「……まさか、恐きよう怖ふ小説のほうまで気に入ってしまうとは。ファルハド殿下、意外に柔じゆう軟なん性せいがあるな……」

「実は結構大物なんじゃ……？」

　ファルハドを見る眼を修正している二人をよそに、アリシアはそわそわと落ち着かない。

「あの、私も女王陛下やファルハド殿下とお話ししてきてもいいかしら……？」

「……やめてやれ、アリシア。オーデル侯爵が完全に倒れてしまう……せっかく女王陛下が気を遣ってくれたのに、台なしだ……」

　ジスカルドとずっと不仲だったカシュヴァーンであるが、エルティーナへの恋を自覚した以降の彼のことは憎にくからず思っている。恋の兄あに弟で子しでもあることだしな、と言い訳をしたところで、彼の眼になぜか切なげな光が宿った。

「それはそうと、そろそろ食べ物もなくなってきたし、陽ひも落ちてきた。ぼちぼちお開きだろう。後の始末はマルグレートの連中に任せて、部屋に戻らないか」

「そうですわね、そろそろ」

　アリシアも酒は嗜たしなむ程度なので、楽しげな酔っ払いたちと違って段々寒くなってきた。それを見越したように、ぐいっと腕を引かれて暖かな腕うでの中に抱だき込まれる。

「あ、カーシュ様……」

「聞いたぞ。リドレックから、俺たちの子供についての知識を得ていると……」

　耳元に落ちてきた声は甘いものではなく、どこか苦い色を帯おびていた。「おなかが痛い」が引いていき、奇き妙みような不安が広がっていく。

「あの……」

「アリシア、ちょっと」

　不意に呼びかけてきたのは、ルアークではなかった。金色の髪かみを高く結ゆい上げ、日ひ除よけの傘かさを差した薄うす紫むらさきのドレスの貴婦人といえば、

「あら……ええと、エルティーナ様？　ファルハド殿下たちとのお話は……」

　ノーラも艶つや々つやと光る緑のドレスを着こなして愛想を振りまいているが、衣い装しよう代だいの総額はやはりエルティーナのほうが圧倒的に上である。そのおかげで彼女を見分けたアリシアは、さっきまでエルティーナがいたほうを見た。

　そこではファルハドが、なぜかジェダに向かって熱心にシルディーンの物語の豊かさについて説いている。ジェダはひたすら相槌を打っているだけであるが、全く話す必要がないので気楽そうだった。ジスカルドに肩も貸しているが、護衛任務は毎度のことなので苦もなさそうである。

「ファルハド殿下は暴走しているし、ジスが死にそうだし、もう暗くなってきたしね。そろそろお開きだろうから、ちょっと来て」

「あー……アリシアと二人だけで、いいですか？　アリシアも本の話をしたそうにしてましたけど……」

　ファルハドの話に辟へき易えきして逃にげてきたのなら、とルアークが助け船を出したが、エルティーナではなくアリシアが首を振った。

「──いいえ。私とお話しされたいのですよね、エルティーナ様」

「分かってくれて嬉しいわ。それじゃ、アリシアを借りるわね」

　ライセン家の男たちに断りを入れたエルティーナは、アリシアを連れてアズベルグ家の中に入った。







　女王の入館に気づいた使用人たちが、緊張した顔で近寄ってくる。だが代表して頭を下げた家令リドレックに、エルティーナは素っ気なく言い放った。

「あなた方の主あるじから許可は得ています。私たちは部屋にいるので、いいと言うまで誰も近づかせないで」

「畏かしこまりました」

　そのひと言で陛下の意を汲くんだリドレックは、他の使用人たちもただちに下がらせた。すでにエルティーナは一度部屋に案内されているため、先導を求めていないことまで汲くみ取ったのはさすがである。

　エルティーナの部屋として提供されたのは、やはり二階にある客室の一室だった。大勢の客が来ることなどなくなって久しいこの屋敷の客室は、現在ほぼ満室である。アリシアたちに用意されたそれと似たような室内に入ると、冷気を含ふくみ始めた風に乗って薔ば薇らの香こう気きが鼻先をかすめた。

　薔薇の香りをまとったエルティーナは、アリシアが扉とびらを閉めたのを見計らって口火を切った。

「……ジスのこと、どう思う？」

「やはり王宮でお見かけする時より、白黒のアズベルグですと美貌に妖あやしさが加わって一層」

「そうじゃなくて！　あの態度のことよ!!　あなたのことだから、ちゃんと見えていない可能性は高いけど……！」

　むきになったように言われて、アリシアは記き憶おくを探った。

「ああ……エルティーナ様へと出されたものをいちいち毒味されたり、しょっちゅう覗のぞき込んでは顔色を確認されたり、時々給仕ではなくオーデル侯爵様自らがお料理や飲み物を運んだりしていることですか？」

「……よく見てるじゃない……」

　自分で振っておいてふて腐くされるエルティーナであるが、アリシアはにこやかにうなずいた。

「ええ、お二人とも金髪がきらきらして、比ひ較かく的てきよく見えますので……あ、でも、時々トレイスと見間違えていた可能性はありますわ」

「そうね、さすがにジスが料理の皿を持ってきてくれたのは二回だけだっもが」

　つられたエルティーナが唇を押さえる。アリシアはやっぱりとにこにこ追つい撃げきした。

「エルティーナ様も、回数まで数えていらしたのですね」

「……まあね。危あやうくワインを噴ふき出すところだったから」

　アリシア相手に腹芸も馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思ったのか、エルティーナは開き直ったように認めた。

「それで、オーデル侯爵様の態度ですけど、やっぱりとってもエルティーナ様のことがお好きなんだなって思いました!!　カシュヴァーン様も私が怪我をした時ずっと、大丈夫か、と繰り返されておりましたから……」

「……あの夫馬鹿と同じ態度を取っていた訳ね……」

　肺全体の空気を吐き出すようなため息をついた後、エルティーナが漏もらした声は吐と息いきに近かった。

「お嫌ですの？」

「そうじゃないけど……まさかあのジスが、あんなに世話焼きになるとは思わなかったの」

「あら、エルティーナ様は、他の男性たちには看かん病びようしてもらったりしなかったのですか？」

　かつては元夫のジスカルド同様、多くの愛人たちを抱かかえていた恋多きエルティーナだ。付きっきりで世話を焼かれるぐらい、当たり前ではないのか。

「そりゃあ、酔ったふりをして部屋に連れ込むなんて当たり前……いえ、でも！」

　過去の戦績を誇ったのも束つかの間ま、エルティーナは初恋を知ったばかりの少女のように揺ゆれる心をさらけ出した。

「甘い雰ふん囲い気きを作られるのは、いいのよ。元々ジスはそういうのが得意だったし、王女時代はそりゃあ舞まい上がったわ。でも、ああいう……ああいう風に甲か斐い甲が斐いしくされると、なんだか、くすぐったくて……！」

「……エルティーナ様は、お医者さんごっこはお嫌きらいということでしょうか？」

　甲斐甲斐しくされるとくすぐったい、という言葉から連想し、今度はアリシアが口を滑すべらせた。エルティーナから少女の面おも影かげが吹き飛ぶ。

「……あなたとカーシュ、いつもそんなことしてるの？」

「いえ、まだ三回しか……、あっ」

　さらに口を滑らせたアリシアは、じっとりした視線からそっと眼を逸らし、

「ええと……うっとうしいのなら、やめるようにおっしゃっては？」

「……嫌いじゃないから、困ってるんじゃない。いつもの鋭さを発はつ揮きしてよ、馬鹿」

　また少女の顔に戻って、エルティーナは頰ほおをふくらませる。幼おさなげな彼女の振る舞いとは対照的に、アリシアの表情は心なしか大人びた。

「エルティーナ様こそ、すべてを投げうってこの国を救おうとした勇気を思い出すべきではないですか」

　娘むすめの甘えを優しくたしなめる、「お母さん」の声音。エルティーナも実は、どうにかして世よ継つぎたる男児が欲しいと必死だった母との縁は薄い。

「……ねえ。まただめになったら、だめになったで、いいじゃないですの」

　胸を衝つかれたような顔をしているエルティーナに、優しく言い聞かせるように。

「マルグレートの王子ともクルセージュの王子とも婚約されないのなら、やはり元の鞘さやが一番だと思いますわ。何よりエルティーナ様ご自身が、あの方をお好きなんですもの。どうせなら一番好きな人との結婚が、愛人も作らずにすみますし安上がりですわよ」

「──さっきジェリオ殿下にも似たようなことを言われたわよ、ふんだ」

　また子供っぽく頰をふくらませ、すねてみせるエルティーナ。その唇から出た言葉は意外なものだった。

「あら、ジェリオ殿下にオーデル侯爵様との結婚を勧すすめられましたの？　逆ではなくて？　そもそもあの方、どこにいらしたのかしら。確かに最初は、ファルハド殿下の側におられましたけど……」

　本の話で盛り上がっている時、ジェリオの姿は王族の輪の中には見えなかった。

　アリシアの視力は当てにならないが、話題が話題なので耳はそばだてていたから分かる。彼の声は聞こえなかった。レネが見張っているはずなので、勝手にふらふらと宴を抜け出したりはしていないはずだが。

「小説の話が始まった時、近くにいたアズベルグの役人たちが、このあたりで昔から語り継がれていた昔話を始めてね。そちらに興味を引かれたとかで席を移動する前に、こっそり耳打ちされたの」

「残ざん酷こくな昔話！　それは興味深いですわね……」

　勝手に決めつけたアリシアに苦笑をこぼしつつ、エルティーナは話し続ける。

「私も最初は嫌いや味みで言ってるのかと思ったけど、そうじゃなさそうよ。本当に好きな人と結ばれるのが、一番だって。よほどアズベルグの土地が合ったのかしらね。それともまさか、あの方までアリシア教に……」

　一瞬ぶるっと身を震ふるわせたエルティーナの顔から、すっと余計な力みが抜け落ちた。

「……ごめんなさい、ありがとう、アリシア。付き合わせて悪かったわ」

　地に足のついた笑顔はいつものエルティーナだ。王子を諦め、自らが女王となり、それでも夢見ることを忘れない大人の女性。

「……そうよね。そうよ。クルセージュにもマルグレートにも、私と釣り合う男はいなかったし……いいかげん、腹を括くくらないとね。待っているだけのお姫様は、もうやめると決めたんだもの……」

　自らの心に染しみ込ませるような独り言に、アリシアは何も付け加えない。代わりに、

「リドレックに言って、お茶でも持って来てもらいましょうか？　ジェリオ様が持ってきて下さった高いお茶、今なら飲み放題ですし」

「ありがとう。あなたって、ところどころアレでアレだけど、肝かん心じんなところは外さないわよね」

　今のエルティーナに必要なのは、ひとりでゆっくりお茶を飲みながら心を決める時間だ。直観でそれを悟るアリシアの鋭さに、エルティーナは素直に舌を巻いた。

「メイドを探してるんですって？　むしろあなたに、メイドに来てほしいぐらいだわ。お客様の前には出せないけど」

「あら、女王陛下のメイドは儲もうかりそうですわね……！」

「ふふ、カーシュを見限ったら、いつでも言ってちょうだいな」

　ころころと笑ったエルティーナに見送られ、アリシアも笑顔で手を振った。







　エルティーナと別れたアリシアが茶を頼みに一階に下おりようとした矢先、突然現れたレネに行く手をふさがれた。

「あら、レネ。あなたは、ファルハド殿下についていたのでは？」

「ジェダと話が盛り上がっているようでしたので、代わりました。私は現在アリシア様の担当ですので、女王陛下のお茶についてはお任せ下さい。アリシア様はどうぞ、お部屋にお戻りを。ライセン強公爵がお待ちです」

　気づけばまた担当変更が行われていたようだ。それならば、と言われるままに部屋に戻り、扉を叩たたく。

「……アリシアか、入れ」

「あっ、はい！」

　どこか硬かたい声なのが気になりはしたが、カシュヴァーンに名を呼ばれるのはいつだって嬉しい。はりきって返事をしたアリシアは、室内にバルロイやジスカルドもいることに気づいてきょとんとした。

「言っておくが、こいつらはもう出て行くからな」

　また四人で、などと言い出さないうちにと、カシュヴァーンが素早く釘くぎを刺す。先手を打たれたアリシアは「そうなのですね」と納なつ得とくしたが、ジスカルドが慌あわて始めた。

「いや、待ってくれ！　アリシア様、あの、出て行く前に教えて下さい。エルティーナ様は、あなたに何を……!?」

「え？　ええと、私にメイドに来てほしいそうです」

　直近の会話を述べたところ、ジスカルドの求めとは異なったようである。もどかしそうな顔をする彼に代わって、カシュヴァーンが口添えした。

「さっき、女王陛下に呼ばれて話していただろう？　大方こいつのことだろうと思ってな」

「！　ええ、そうですわ!!」

　力強くうなずいたアリシアは、ぐっと拳こぶしを握ってジスカルドを振り仰あおいだ。

「大丈夫です。女王陛下も、ちょっとワインを噴きそうにはなったそうですが、嬉しそうにしていらっしゃいました！　このままじゃんじゃん！　ぐいぐい！　どんどん！　押していくべきですわ!!　女性は男性に強く迫せまられると、なんだかんだで悪い気はしないものだと以前教わりましたし!!」

　個人差もあるだろうが、なにせ以前手紙でそんな入れ知恵をしてくれたのはエルティーナ自身なのだ。本人がそうだからこそ、出てきた言葉であるはず。

「ワイン……？　いや、でも……ありがとうございます。先ほどジェリオ殿下にも、同じようなことを言われました」

　ほっと息を吐いたジスカルドの唇からも、元妻と同じ名がこぼれた。

「えっ、オーデル侯爵様も？」

「ええ……私に茶を持ってきて下さって、その時にこっそり……」

　いまだ頰の赤味が引かないジスカルドに、彼は茶だけではなくそんな激げき励れいまで差し入れてくれたらしい。

「……もういいだろう。貴公は部屋に戻って休め。バルロイ、送ってやれ」

「……わーったよ。ほら、行くぞ」

「はい、師し匠しよう……」

　いかにも不ふ承しよう不ぶ承しよう、というバルロイに、まだ酔っているのかジスカルドがよろよろと従う。どうやら恋愛の師匠と兄弟子に弟弟子が泣きついて、エルティーナの反応をうかがおうと待っていたらしい。

「レネに盗ぬすみ聞きさせたりせずに、きちんと私から話を聞こうとするところが素晴らしいですわ。加点十五……」

　アリシアもジスカルドの成長に点数を惜しまないが、カシュヴァーンの意見は違ちがうようである。

「……アリシア、ちょっとこっちに来い」

　険しい声で呼びつけられて、アリシアは少しの戸と惑まどいの後ぱっと笑顔になった。

「ご安心なさって。カシュヴァーン様は、いつだって百点ですわ!!」

「……ありがとう」

　思わぬ言葉に一瞬カシュヴァーンの表情が和やわらいだが、すぐにまた険しさを取り戻してしまう。一番馴な染じみのある表情であり、女性は男性の厳しい表情にかえって惹ひかれるもの……とのエルティーナの文章が脳のう裏りに蘇よみがえって、どきっとしてしまった。

　うっかり「おなかが痛い」に囚とらわれているアリシアをよそに、カシュヴァーンの声音は重い。

「──さっきジェリオ殿下に、子作りの話を振られた」

「あら……」

　また、ジェリオだ。そこを不思議には思ったが、これまでの流れからすれば自然な忠告である。

「ファルハド殿下は子作りの達人だそうですものね。そういえばジェリオ殿下は、結婚されていないのかしら」

　聞けばファルハドには、アリシアの歳としの子供がいるらしい。イズマイールも大勢の妻を連れていたが、ジェリオ自身についてはそんな話を聞いたことがない。年齢的には、とっくに妻のひとりや二人娶めとっていてもおかしくないはずだが。

「……お前は本当に、なんでもすぐに水に流すな。ランフォード伯はく爵しやくのところで、あいつにひどいことを言われたのも忘れてしまったのか？」

　苦りきった声で指摘され、アリシアはぱちっと大きく瞬まばたきをしてから固まった。

　ぼこぼこ茸の中毒に陥おちいっていることに気づかず、気分の悪さや吐き気という症しよう状じようから妊にん娠しんの可能性を示し唆さしてきたジェリオ。その上で彼は、腹の子はゼオルディスではないかと言ったのだ。ディネロよりさらに長い間、アリシアを閉じ込めて側に置いていた、あの怪物王子の子ではないか、と。

「……不ふ愉ゆ快かいな話を思い出させてすまないが、俺は絶対に忘れんぞ」

　アリシアの表情が曇ったのを見ても、腕組みしたカシュヴァーンは苦りきった顔のままだ。ジェリオの言葉に翻ほん弄ろうされ、アリシアを信じきれなかったことは彼の中でよほど深い後こう悔かいであるらしい。

「私自身は、結局あれは言いがかりだったのですし、あまり気にはしておりませんけど……」

　カシュヴァーンはルアークに肝かん臓ぞう打うちまでされながら謝ってくれたのである。今さら責める気はない。子ができた可能性について純じゆん粋すいに喜んでくれた、あの時のはしゃぎっぷりのほうが印象が強いぐらいだ。

「ですが……カシュヴァーン様がそんな顔をされるのは、悲しいですわ」

　つらい思い出が現在に負の影響を及ぼしているのなら、どうか気に病やまないでほしい。願わくば、未来までも過去に蚕さん食しよくされてしまわないように。

　アリシアの気持ちが通じたのか、カシュヴァーンはやっと少し笑ってくれた。疲つかれたように寝しん台だいに腰こしを下ろした彼の横に、アリシアもそっと寄り添う。

「本当ならお前には、早く俺の子を産んでほしかったが……こうも情勢が不安定だと、誕生日に間に合わなくて正解だったか、という気もしている」

　滑なめらかな亜あ麻ま色いろの髪を抱き寄せて、カシュヴァーンは小さな声で言った。

「私たち、もう子供は二人もいますものね。それに下の子が産まれると、上の子が嫉しつ妬としたりですとか……カシュヴァーン様……？　あっ」

　肩を軽く押され、視界が回る。気づくとカシュヴァーンにのしかかられて、彼の顔と天てん井じようを見上げていた。背中に当たる敷しき布ふの柔らかさを意識できないほどに、ととと、と心臓の拍はく動どうが一気に速くなる。

「ちなみに、父親が嫉妬することもあるらしいぞ。というか、俺はするぞ」

「そんなことありませんわ。きっと……私のほうが嫉妬してしまいます。カーシュ様は絶対、子供を可か愛わいがりますもの……特に、娘……」

　妊娠の可能性に触ふれただけで、娘に関わりそうなすべての男をルアークに撃げき退たいさせようとしていたぐらいなのだ。

「そういえばルアークは、私の娘が自分のお姫様かもしれないって……んっ」

　ルアークに飛んでいた思考が、そっと触れてきた唇と舌に搦からめ捕とられて引き戻される。たちまち夫のことしか考えられなくなった耳に、甘い声が吹き込まれた。

「一番はお前だ。娘だろうが息子だろうが、二番以下だ」

　夫馬鹿の名に恥じない宣言をした彼の顔が、初めて見るものに変化した。

「その代わり、娘や息子の一番を探すためなら、なんでもしてやる」

「アズベルグの暴君」としての彼に買われてから、「傷ついた少年」「したたかな策略家」「面倒見のいい兄」といろいろな顔を見てきた。だが今の彼は──「父」の顔を、していた。

「やっぱり優しいですわ、カーシュ様……」

　報むくわれぬ愛に身を焦こがし、怪物と化した父レジオールをカシュヴァーンは完全に乗り越えたのだ。それを改めて実感し、じんと胸が熱くなった。

「……子供の頃にちゃんと愛されなかった子は、誰かを愛することが難しくなってしまうと、リドレックに習いましたの」

　出産と子育てに関する知識を辿たどりながら、カシュヴァーンの頰を柔らかく片手で包み込んだ。

「私の家は貧しかったですけれど、お父様とお母様の愛はいつでも感じていましたから。欲を言えばもう少し、ご自分たちのことも愛してほしかったですが……」

　己の口に入る食材までも削けずって、アリシアを少しでもいい家に嫁とつがせようとしていた両親は早くに死んでしまった。生きていれば孫の顔も見せられたかもしれないのに。

「ある意味お前は、俺の『お母さん』でもあるのかもな」

　しんみりとつぶやいたカシュヴァーンが、体を下にずらし始めた。はしたない想像をして顔を赤くしたアリシアであるが、彼は黒髪の頭を彼女のぺったりした腹部にもたせかけ、つぶやく。

「ここから、産まれてきたかったと思うことはある」

　実の息子を取り上げられた、それさえも贖しよく罪ざいに繫つながると喜ぶような、あのマリアンヌの腹からではなくて。

「カーシュ様……」

　アリシアの声も、ときめきではなく切なさを帯びた。実母の愛を受けて育ったアリシアにはカシュヴァーンの、そしてルアークのつらさは分からないが、彼らが傷ついていることだけは分かる。
















「という訳で、今夜は目め一いつ杯ぱい俺を甘やかしてくれよ、アリシア」

　ひょいと目線が合う位置に戻ってきたカシュヴァーンが、にやりと不敵な笑みを浮かべた。

「あら？」

　さっき泣いた子がもうこの調子だ。見事な切り替えにトレイスあたりなら「結局それが狙ねらいだったのですね、破は廉れん恥ちな！」と怒り出すかもしれないが、アリシアも切り替えは早い。むしろカシュヴァーンが元気になったのが嬉しくて、調子を合わせた。

「……仕方のない子ですわね。いらっしゃいな」

　両手を広げ、「待ってました」の上級を繰り出すと、なぜかカシュヴァーンが思いきり顔を背そむけた。

「いや、やっぱりやめよう」

「あら、今のはお気に召めしませんでした……？」

「……逆だ。良すぎて、おかしな癖くせがついては困る……俺はまだ、対外的には『アズベルグの暴君』でいたいからな……」

　お医者さんごっこ程度ならまだしも、お母さんと息子ごっこがばれたら沽こ券けんに関わる。うっかりはまらないようにと、カシュヴァーンは自分を戒いましめた。







　数日後の昼、アリシアたちはアズベルグの片かた隅すみにある、泥でい濘ねいにごろごろと石ばかりが転がる谷間にいた。

　切り立った崖がけの上から差し込む春の日差しがまぶしいが、陽の当たらぬところは今の季節でもじくじくと湿しめっている。おかげで雑草すらほとんど生はえていない。

　土地が瘦やせたアズベルグを代表するような、なんの使い道もない場所である。地元の人間にも無視されているような場所に、わざわざ汚れてもいいような用意をしてなぜ来ているのかといえば、ここに守り石にするのに適した石がたくさん落ちているからだ。

「うーん、これなんか真っ黒で、とってもカシュヴァーン様っぽいわ……」

　いつもよりかかとの高い靴くつを履はいたアリシアが、手の平大の石を拾い上げた。それを見てルアークが苦笑する。

「アリシア、それは本当にただの黒い石じゃん。守り石ってもっと、鉱こう石せきの欠片かけらが混じってるやつがいいんでしょ？　ほら、こっちなんてどう？」

　ルアークが掲かかげて見せたのは、細かな青い貴石の欠片で右半分を覆われた指先ほどの石だった。典型的な守り石である。

　ここにいるのはアリシアたちだけではない。ファルハドに挨拶をするため、昨日きのうアズベルグにやってきたティルナードたちレイデン家の者もいる。

「ノーラ、これなんかお前の髪の色によく似ているんじゃないか？」

「こっちの石も、ティルナード様の瞳の色にそっくりですわ」

「ティルナード様、私が見つけたもののほうが、より色味が近いかと」

「ちょっとは遠えん慮りよしたらどうですの、この陰いん険けん眼鏡めがねッ!!」

　ノーラひとりでも賑にぎやかなのに、婚約者であるティルナード・レイデンと執しつ事じのセイグラムまで加われば、いつでも彼らはやかましい。ジェダはうまく会話に加われず、おろおろしているが。

「エルティーナ様、この石はいかがですか」

「きれいね。でも、どっちかというと、あなたの眼の色の成分が多いわ。ねえ、これは私に譲ってくれない？　そしたら私が、あなたに贈おくってあげるから」

「いえ……だからこそ、あなたに持っておいていただきたい。離れていても、いつでも私の眼が届くように……」

「……ま」

　エルティーナとジスカルドも、華やかな美貌を殺風景な谷間に浮き上がらせまくりながら、楽しそうにしている。次にジスが求婚してくれれば受けるつもりよ、と、エルティーナはこっそりアリシアに耳打ちしてくれていた。

「こここここここ、この石ナドハ、ディネロ様のように重厚な趣おもむきがありマシテ、大変よろしいのではないかト……」

「そうか」

「あの、ですので、ちょっと距きよ離りを置いていただけると、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます……！」

「そうか」

　コゼットとディネロも、ディネロの巨体から必死に距離を取るコゼットと、じりじり距離を縮めるディネロの攻防が楽しそうだ。ディネロが一方的に楽しんでいる向きはあるが、見守るリドレックの顔は穏やかである。留守番を仰せつかったアレクトールは「俺も行きたいです！」と地じ団だん駄だを踏んでいたが、紅茶の淹いれ方試験で撃げき沈ちんしたのでここにはいない。

「おい、レネ、これなんか銀色の粉を振りかけたみたいで、お前にぴったりじゃねえか」

「！　ありがとうございますバルロイ様……死んでも離しません!!」

「やめろ、飲むな、普通にしまっておけ!!」

　初めての形ある贈り物に動転したレネは、親指大の大きさの石を飲み込もうとしてバルロイと揉もみ合いになった。どうにか飲み込むことを思い止まらせたバルロイは、やれやれと額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、側にいたトレイスに呼びかける。

「なあ、ところでトレイス、シャンいてててて！」

「やめて下さい！　最近やっと贈り物攻こう撃げきが止まったんです!!」

　危険な名前を出しかけたバルロイが、トレイスに足を踏まれて悲鳴を上げた。直後にレネがトレイスに飛びかかろうとしたのを止めて、もう一度悲鳴を上げた。

「おい、アリシア。これなんかどうだ？」

　それぞれのやり取りを微笑ましく見守っていたアリシアの側に、カシュヴァーンが近づいてきた。彼の手の中には、ルアークが見つけたのと同じような青い貴石を含んだ石がある。

「すまんな、前に贈ったような見事なものは、なかなか見つからない」

　あれは初めてアズベルグ家に来る直前だった。カシュヴァーンが色とりどりの鉱石を含んだ、それは見事な守り石を見つけてアリシアに贈ってくれたのだ。生あい憎にくとそれは敵に投げつけてしまったので、もう手元にはないが。

「いいえ、カシュヴァーン様が下さるものとただで手に入るものは、なんだって嬉しいですから。それに私にとっての最高の守り石は、もうありますもの」

　すいとアリシアが掲げた左手の薬指にて、きらめく永遠の愛の証あかし。

「……それもそうか」

　カシュヴァーンも汚さないよう、上着の隠しにしまった指輪を上から押さえて笑った。

「だったら、息子か娘のために探しておくか。俺たちの子供の髪と眼の色は、何色だろうな」

　そのまま守り石を探しに行こうとしたカシュヴァーンの横にルアークが並んだ。

「俺も一緒に探すよ、『お父さん』」

「ん？　どうしたルアーク。また俺たちの子作りを阻そ止しする気か？」

「とーんでもない。俺はとってもできた『息子』だから、『弟』か『お姫様』の誕生を心待ちにしてるよ？」

「そうだな、我が家の新しいお姫様だものな……」

　齟そ齬ごに気づかぬまま頰ほおを緩ゆるめるカシュヴァーンであるが、近づいてきた人影を見るなり表情を引き締めた。

「……ジェリオ殿下」

「やあ、これはこれは！　僕などの願いに付き合って、尊き方々が総出でお出かけ下さるとは、誠にありがたいですね!!」

　かぶった白布を汚さぬよう、肩のあたりに巻き上げたジェリオが快活に笑っている。彼は籠かごまで持参して、中にたくさんの守り石を入れていた。

　アズベルグに結集した人々で守り石拾いに興じているのは、すっかりアズベルグの文化に傾けい倒とうしたらしきジェリオの発案だ。最初は地元の人々はどこであの石を拾うのか、に始まり、カシュヴァーンがどうせなら自分も拾ってアリシアに贈ろうかと言い出して、気づけば一部の使用人以外の全員が参加することになっていた。

「ああ、失礼。ちょっと拾いすぎましたか？」

「別に構わないが。どうせそのへんに落ちている、ただの石だからな」

　籠の中身を見やっていたカシュヴァーンの目尻が上がる。ジェリオに据すえられた視線には、まだまだ疑念が満ちていた。

「……アズベルグの文化は十分堪たん能のうしただろう、殿下。そろそろファルハド殿下を連れて、自国にお帰りになればどうだ？」

「なんですか、いきなり。僕もですが、兄上はまだ堪能し足りないようですよ？」

「二番目の妻の眼の色を思い出せない……」とうなりながら、ラフィークと一緒に一いつ生しよう懸けん命めい石を拾っている兄を彼は視線で指した。

「実は、『残ざん虐ぎやく王おう』から手紙が来た」

　出し抜けに持ち出された情報は、アリシアも初めて聞くものだった。

「マルグレートの王族と、あまりにも仲良くしすぎではないか、とな。ご存じのとおり、シルディーンとマルグレートは地理的にクルセージュを挟きよう撃げきできる位置にある。俺たちが長く一緒にいるので、牽けん制せいされてしまったようだな。もしかすると、これが目当てで居座っていたのか？」

「とんでもない誤解です。しかし、あなた方がクルセージュ王との仲を考え直すきっかけとなるなら、その誤解も甘んじて受けましょうか」

　長話になると踏んだようだ。ジェリオは手にしていた籠を近くにいた部下に預けた。

「今さら僕などに言われるまでもないでしょうが、国と国との結びつきなど残酷なもの。しょせんはお互い、自国の利益しか考えておりません」

「自己紹介か？」

「茶化さないで下さい。僕は真ま面じ目めな話をしているのです、ライセン強公爵」

　きらめく瞳にいつもの分かりやすい媚こびはない。その顔は「大使」でも「王子」でもなく、「王」のそれに近かった。

「そもそもクルセージュとシルディーンは仮想敵国だった。そしてシルディーンとマルグレートは、商売を通じて友好関係を築きずいていた。一度内乱の終結に手を貸してもらったぐらいで、しかも見返りを約束させられての援えん助じよを、過か剰じように恩に着ないほうがよろしいのでは？」

「ですが……あの時、クルセージュ軍が来てくれなければ、どうなっていたか分かりませんわ。状況によって商品の価値は上下しますし、足下を見られるのも仕方がないのでは……」

　いつにないジェリオの態度に胸むな騒さわぎを覚えながらも、アリシアは反論した。

「そうだ。第一、自分たちのしてきたことを思い出してみろ」

　カシュヴァーンもジェリオの変化に何も感じていない訳ではないだろう。それゆえの怒りが、両眼で燃えていた。

「いけしゃあしゃあと被害者面をしているが、ヘルミーナの件はどう釈しやく明めいするつもりだ」

「釈明も何も、彼女が息子さんに会いたがっていた。だが息子さんが来て下さらなかったので、連れてッ」

　いきなり襟えり首くびを摑つかまれたジェリオの声が途切れる。

「カシュヴァーン様！」

　慌てたアリシアが止めようとしたが、ルアークに手で制された。その眼はカシュヴァーン同様、静かな怒りに燃えていた。

「クルセージュを差し置き、マルグレートと仲良くしてほしい。それが貴殿の本当の願いなら、お得意の『奇跡』でヘルミーナを治なおしてやればどうだ」

「……けほ、買いかぶっていただいて光栄ですが、〈神具礼賛〉にそんな力はありませんよ」

　解放されたジェリオは、『奇跡』にも上限はあるのだと言い返した。

「ですが、今の彼女を支えているのが再び息子に会えた『奇跡』、及びその奇跡を与えてくれた〈神具礼賛〉であることは間違いありません」

　ルアークに意味深長な目線を送ったジェリオは、睨にらみ返されても全くめげない。

「この『奇跡』さえ信じられなくなれば、遠からず彼女は死ぬでしょう。ヘルミーナをどうするか、それはあなた方次し第だい……」

　詩でも吟ぎんじるような口調をやめさせようと、ルアークの手が伸びる。間かん一いつ髪ぱつ、カシュヴァーンがその手首を摑んで止めた。

「……僕のやり口が、いささか性急で乱暴だったことは謝ります。僕も正直あなた方の外側しか見ていなかった。特に、ラグラドールのみなさんとの付き合いに関しては」

　喉のど元もとを搔かき切る勢いで伸びてきた指先を見やりながら、ジェリオは瞳をバルロイたちに向けた。気づけば谷間に集った面々はみな手を止めて、やり取りを見守っている。

「マルグレート人に対しては、シルディーン人は比較的対等な付き合いをしてくれる。しかしながらラグラドールの傭兵のみなさんのことは、いつまでも失礼なあだ名で呼び続けるなど、差別意識が消えていないとうかがっておりました」

「汚お泥でいの民」なる無礼なあだ名を比較的最近まで使っていたジスカルドが、そっと眼を伏せた。

「ですが、少なくともアズベルグではそのようなことはありませんでした。無論完全に対等とは言えず、一時期占せん領りようされていたこともあって怒りはあるようですが、ラグラドール人全体を下に見るような傾けい向こうは薄かった。聞けば領主様が親しく付き合っている方たちだし、日頃世話になってもいるから、との理由でした」

「……必要に迫せまられて、ではあるけどな」

　ラグラドールから見れば、アズベルグはシルディーンにおける北の玄関口である。カシュヴァーンの父親の代までは我が物顔で通行していた彼らだが、息子の代になって態度を改めた。カシュヴァーンがまず態度を改め、対等な付き合いを心がけたからだ。

　洗礼としてバルロイの手で海に放り込まれたりもしたが、強力な後ろ盾だてを得たおかげで「メイドの息子」「成り上がり」と馬鹿にされがちだったカシュヴァーンの権けん威いは飛ひ躍やく的てきに増した。下心なしに交流を深めた訳ではない。

「それでも、頭から馬鹿にするよりはずっとましだ。そうですよね？　バルロイ様」

「……まあな。こっちだって、来るたびぎゃーぎゃーわめかれるよりは、歓迎されたほうが嬉しいぜ。そもそも、こっちは呼ばれて来てるんだからな」

　ラグラドール人だって、用事もないのに他国に侵しん入にゆうしている訳ではない。正式に依頼されたから軍を出しているだけなのに、略りやく奪だつしに来たと怯おびえられるのは本意ではない。もっとも先代の時には略奪を行うことも多かったが、それはまともに頼んだところで宿も食料も提供されなかったことに一いち因いんがある。

「それに引き換え、クルセージュは〈翼の祈り〉の聖職者を国外追放し、次はラグラドール人を、という話でしょう？　きっと遠くない未来、今度は我々マルグレート人まで追い払おうと目論もくろむことでしょう。なにせ実の弟すら、ご自身の理想に合わぬと斬きり捨てた『残虐王』ですからね」

　ジェリオの憂ゆう慮りよは筋が通ってはいた。彼本人がその噂を流した可能性に眼をつぶれば、の話だが。

「だから先手を打って、ユベル王子の食べ物に毒を仕込み、殺そうとしたのか？」

「は？」

　ずばりとカシュヴァーンが斬り込んだ瞬間、面食らったようにジェリオが眉を上げる。

「おや……それは穏やかではないですね」

「ふん、さすがの厚顔だな」

　悪びれない態度にカシュヴァーンは舌打ちしそうな表情であるが、ジェリオはいぶかしげにするばかり。

「待って下さい。以前にクルセージュ王もそんなことをおっしゃいましたが、僕は本当に、それは知らないですよ」

「ああ、ああ、そうだろうな。もう結構」

　うんざりしたようにカシュヴァーンが手を振る。ルアークもぷいっと顔を背けたのを見て、ジェリオは肩を竦すくめた。

「ううん、何やらひどい誤解をされているようですね。今ここで誤解を解くのは難しそうだ。さて、そろそろ風も冷たくなってきましたし、戻りましょうか」

「そうですわね、苦情は場所と人と時間を変えて聞くもの……」

　商売心得を口に出したアリシアに軽く一礼し、ジェリオが離れていく。他の面々も、足場が悪い上に谷風の吹く場所に長時間いたのは事実だ。誰からともなく顔を見合わせ、そろそろ帰ろうか、という雰囲気になってきた。

「アリシア、帰るぞ」

「あ……はい」

　カシュヴァーンに呼びかけられながらも、アリシアはなんとなくジェリオが去った方向から眼を離せない。正確には彼女の目線の先にいるのは兄のファルハドのほうであるが、ジェリオと思おぼしき気配を意識から消せないのは事実だ。

　ユベルの粥から出てきたぼこぼこ茸。ジェリオたちが盛ったものだとアリシアも思っていたが、本当にそうだろうか。先ほどのジェリオの驚きぶりは、いかにも自然だったのだが。

「アリシア」

　もう一度夫に呼ばれ、アリシアは未練を残しながらも振り向いた。

「どうした」

「いえ……なんでもありませんの。ちょっと、気になっただけで」

　ジェリオから強い金の匂いを感じたのと同じく、ただの気のせいだろう。あの時同様カシュヴァーンに訴えても時間を取らせるだけだと思い直し、帰ろうとしたアリシアは手首を強く摑まれた。

　驚いて見上げたカシュヴァーンの顔は、困ったような誇らしいような、複雑なものだった。

「お前の金に対する勘は、本当に恐おそろしいな。迂う闊かつな発言をするのを警けい戒かいして、黙だまっていたが……いいだろう。お前の口から言ったほうが、きっとあの殿下には薬になる」











第五章　貴石の毒






　アズベルグ家を満たす暗くら闇やみに漂ただよう薔ば薇らの香り。それに混じる、きな臭くさい何か。

「えっ……あっ」

　守り石拾いに出かけてから五日経たった日の夜だった。鼻び孔こうを刺し激げきする不ふ穏おんな匂においに気づいたアリシアは、ぱっちり眼を見開いた。

　すっかり見慣れてしまった天てん井じようを這はっている白はく煙えん。本で読んだとおりだ、火より煙けむりのほうが早く回るのだとはしゃいだのは、いつのことだったか。

「あら……もしかして、今までのことは全部、夢だった……？」

　火事の記き憶おくが重なって寝ぼけるアリシアだったが、隣となりのカシュヴァーンが勢いよく起き上がった振しん動どうで我われに返った。

「ルアーク、いるか！」

「はいよ！」

　アリシアがよたよたと身を起こした時には、身み支じ度たくを始めたカシュヴァーンの横にルアークが出現している。

「何があった。また〈翼つばさの祈いのり〉の襲しゆう撃げき……じゃ、ないよな」

　カシュヴァーンも寝ぼけてこそいないが、初めてディネロの館やかたに世話になった際、〈翼の祈り〉に襲おそわれた出来事を思い出してはいるようだ。

「違ちがうと思うけど、もっと手て強ごわいかも。俺にもまだ、何が起こってるのか……ちょっと見てくる!!」

　前回のルアークは、室内に入ってきた時点で火元を特定していた。今の彼は格段に腕うでを上げているにもかかわらず、何が起こっているか分からないという。

　胸むな騒さわぎは高まる一方だ。アリシアは左手に嵌はまった指輪ごとぎゅっと拳こぶしを握にぎりながら、カシュヴァーンを見上げた。

「どうしましょう、カシュヴァーン様。金目の物だけ持って逃にげますか？」

　一番大事なものの感かん触しよくを確かめながら聞くと、カシュヴァーンは思案深げに頭ず上じようを浮遊する煙を見つめている。

「いや……前と違って煙が白い。まだ火事が初期段階だからか、あるいは……」

　火が回って本格的な火事が起これば、煙の色は徐々に黒っぽくなる。アリシアのように本から得た知識ではなく、かつて税金を納めない貴族たちを脅おどすためにあちこち火を点つけまくっていたカシュヴァーンは経験で分かるのだ。

「おい、放ほう火か魔ま、無事か！」

　そこへ乱暴に扉とびらを開け放って入ってきたのはバルロイとトレイスである。レネの姿は近くにない。

「誰だれが放火魔だ、あれはあいつらが素直に税を払わないから……まあいい、俺は平気だ。ファルハド殿でん下かたちはどうしているか、分かるか？　レネは今、誰について……」

　最上級の賓ひん客きやくの無事を危あやぶむ声に、物音と罵ば声せいが混じった。眼は悪いが耳はいいアリシアには、音の大きさと鮮せん明めいさがくっきりと分かる。

「近いですわ。客室の誰か……まさか、エルティーナ様、あっ！」

　この間も暗殺されかけたエルティーナの身を案じたアリシアは、強引に抱だき上げられて小さな悲鳴を上げた。さすがのトレイスも破は廉れん恥ちなどとは言い出さず、黙だまってカシュヴァーンに剣を渡してくれる。

「一緒にいるほうが安全だな。アリシア、行くぞ！」

　アリシアだけ逃がすよりは、戦せん闘とう能力に優すぐれた自分たちといるほうが安全だと踏ふんだのだろう。剣を握ったカシュヴァーンは、他の二人を伴ともなって薄うす暗ぐらい廊ろう下かへ出た。










　アリシアが聞き分けたとおり、襲撃の音は一階ではなく二階の客室からだった。しかしエルティーナの部屋でも、後から来たティルナードたちの部屋でもない。

「ジェリオ殿下、大丈夫か!?」

　ジェリオに用意された客室の、開け放たれた扉からカシュヴァーンはアリシアを抱かかえて飛び込んだ。次の瞬しゆん間かん、眼の前の光景に眉まゆ根ねを寄せる。

「……誰だこいつは」

「俺の仲間、ってことになるのかな？」

　皮肉っぽく笑ったのはルアークだ。部屋の中央部にいる彼の下、うつ伏ぶせに押さえつけられているのは銀ぎん髪ぱつの少年である。顔に見覚えはないが、その髪の色と体の線をなぞるような軽装はルアークと共通点があった。

「……〈玩具おもちやの兵隊〉の生き残りか？」

「そうみたいだね、おっと！」

　カシュヴァーンの言葉にうなずいたルアークは、押さえつけた少年のあごを強く摑つかみ、強制的に口を開けさせて舌を嚙かませないようにする。

「……訓練が行き届きすぎてて、嫌いやになるね。でも、どうせご主人様の寝首を搔かくのは失敗したんだから、言いたいことを言っておけば？」

「ご主人様って……えっ、その子は、ジェリオ殿下の……ではこの火事も、陽動……？」

　ジェリオが複数の元〈玩具の兵隊〉を部下としていることはアリシアも知っている。ではこれは、彼がその部下に裏切られたということか？

　戸と惑まどいながら視線をさまよわせたアリシアは、壁かべ際ぎわに避ひ難なんし、他の部下たちによる肉の壁に守られているジェリオを見やった。

　幸さいわい、ルアークの対応が早かったようで怪け我がを負おっている様子はない。少々顔色は悪いが、暗殺未み遂すいの衝しよう撃げき自体は通過しているようだ。この展開にどう対応すべきか計算中であるらしく、愛あい想そ笑いも消え失うせて無表情に近い。

　いずれにせよ、彼は命の危険はすでに感じていない。その傲ごう慢まんが、失敗した暗殺者に捨て鉢ばちな思いを抱いだかせたのだろう。折り良くルアークが手の力を緩ゆるめたのに合わせ、大声でまくしたて始めた。

「一体あんたは、ここへ何をしに来たんだ。ひたすら待たい機き待機で、なんの説明もないまま！　俺たちにだって、黙って言うことを聞ける限度があるんだぞ……!!」

「あっれー、ジェリオ様、こいつらには長期滞たい在ざいの理由を話してなかったのぉ？」

「……我わが国の事情です。説明の義務はないかと」

　ジェリオにしても想定外の状じよう況きようのようである。彼らしくもない無個性な言い訳にかぶせて、非難は続いた。

「どうして……ルアークはそんなに大事にされているのに、どうして、俺たちは……！」

　少年の矛ほこ先さきがなぜかルアークにも向かってきたので、アリシアは思わず「息子むすこ」に尋たずねる。

「ルアーク、知り合いなの？」

「一方的に知られてるって感じかな。俺、ほら、一番だったし？」

　可か愛わいらしく肩かたを竦すくめるルアークは、戦闘能力によって序列づけられた〈玩具の兵隊〉で常に一番だった。彼がいなくなれば己おのれの順位が繰くり上がるため、二番以下のすべての者たちにとって羨せん望ぼうと憎ぞう悪おの対象だった訳である。

「俺たちと、あまりにも扱あつかいが違いすぎる！」

「だってさ」

　瞳ひとみの端はしに涙をにじませての糾きゆう弾だんを聞きながら、ルアークはジェリオに視線を投げた。

「そりゃ俺たち〈玩具の兵隊〉は、雇やとい主ぬしの聞き分けのいいお人形でいるべく訓練を受けているよ。でも、鼻先で俺やレネみたいに大事にされてるのがいるのを見せつけられれば、そりゃ心も揺ゆれるさ。サーリヤみたいな例もあるし」

　サーリヤとは、イズマイールの部下だった元〈玩具の兵隊〉の少女である。彼女の扱いを思い出してか、バルロイも鼻の頭にしわを寄せた。

「統とう率そつ者しやの器うつわの差が出たって気もするけどな。こいつらは、見てて苛いら々いらするぐらいよく働くんだぜ」

　トレイスも立場上口に出しては言わないが、破廉恥警けい戒かい網もうが働いている訳でもないのに、その視線は険けわしい。

「……お見苦しい内幕をさらしたことは、謝罪いたします」

　ここぞとばかりの追及を切り上げるべく、ジェリオは強引に話を進めた。

「ルアーク様のさすがの手しゆ腕わんにより、僕は助かりました。さあ、みなさんの手をお借りするのはここまでです」

「この子の処刑に、俺たちの手は借りないって？　こないだオーバンにさせたみたいに？」

　逃がさないとばかりに、ルアークは切り返した。オーバンとはジェリオとの初対決となったクルセージュのランフォード伯はく爵しやく領りようにて、降こう霊れい術じゆつの術者を務つとめた元〈玩具の兵隊〉だ。

　ちなみに序列の低い者を切り捨て、常に新しん陳ちん代たい謝しやを行っていた彼らは、いちいち名前を考えるのが面倒だからと処分された者の名を使い回している。そのため、過去には他の者がオーバンと名乗っていた。

　と、いつまでも代名詞扱いでは悪いと思ったのか、ルアークはいったん押さえつけたままの少年に質問を始めた。

「ね、えーと……ごめん、名前教えて」

「……サイード」

　思わぬ響ひびきがルアークのみならず、アリシアもカシュヴァーンもトレイスも硬こう直ちよくさせた。そこに生じた隙すきを見み逃のがさず、ジェリオが口を開く。

「お話は終わりのようですね。さあ、サイード」

　サイード。ルアークの実兄の名を使い回されている少年も、わずかな隙を見逃さなかった。

　銀色の風と化したその体はルアークの下から滑すべり出し、マルグレートの王子に向かって疾しつ駆くする。

「ジェリオ殿下！」

　アリシアの叫さけび声に、当のジェリオの声が重なった。

「兄上、危ない!!」

　え、と息を詰つめたアリシアは、手の甲から血を流しているジェリオ、戸口にへたり込んでいるファルハド、サイードを床に縫ぬい止めたルアークを見て呆あつ気けに取られた。サイードの武器と思おぼしき、ばね仕掛けで飛び出すナイフが床ゆかに転がっている。

　何事かとやって来たファルハドの接近にも気づいていたサイードは、とっさの判断で彼を狙ねらった。その読みは当たり、本来ルアークと彼の間には雲うん泥でいの差があるはずが、ファルハドの暗殺には至らずとも彼を庇かばった雇い主に怪我を負わせたのだ。

「……ジェリオ！」

　がくがくと震ふるえる膝ひざを動かして、ファルハドは傷口を押さえている弟ににじり寄った。その声も震えているが、恐きよう怖ふのためだけではない。

「やはり……、お前は、俺の弟だ。兄弟の絆きずなは尊いものだ……!!」

　身を挺ていして危機から救ってくれた。これ以上ない愛情を示す行こう為いに、その足下でラフィークがキーキーやかましい。
















　アリシアも意外な兄弟愛を祝福したいのは山々だが、元〈玩具の兵隊〉と毒に精通する者としては、ジェリオが軽傷だからと喜べない。

「大変、〈玩具の兵隊〉の武器には『肥ひ料りよう要いらず』の毒が……！」

「ああ、それは大丈夫ですよ」

　答えるジェリオの声はファルハドと違って全く震えていない。

「そう、大丈夫だよ、アリシア。この人が部下の使う毒に耐性をつけていないとは思えない」

　ぐったりとしたサイードを、彼のベルトを使って後ろ手に縛しばり上げながら言い添そえたルアークの声も冷静だ。二度目の暗殺未み遂すいはさすがに見過ごせず、気を失わせたようである。

「……庇ってやるとはな。てっきり、勝手な行動をした兄貴をどさくさに紛まぎれて殺すつもりかと思ったら」

　カシュヴァーンは少々意外そうだった。ジェリオはきっと彼を睨みつけ、

「何をおっしゃいますやら！　兄を庇うなど当然でしょう!?」

　強い言葉にますますラフィークが騒ぐなか、ジェリオはふう、と息を吐はいた。

「つくづくと、情けないところを見せてしまいましたね。さあ……僕の手当ても必要ですし、もう本当に、お戻り下さい」

　この場の始末は自分が引き受ける。兄を庇った傷からいまだ血を流しながらも断言する姿には逆らいがたいものがあった。ラフィークも珍めずらしくジェリオの足下に行くと、シルディーン勢に向かってキャーッと威い嚇かく音おんを発している。

　ファルハド本体も唇くちびるをぱくぱくさせながら何か言おうとしている。圧倒的に分ぶの悪い空気だが、カシュヴァーンは提案を引っ込めなかった。

「そうだな。手当てをするといい。サイードの始末については、こちらに任まかせてもらおう」

「いいえ、結構ですよ。僕の部下が僕と兄上を狙った、身内の不始末ですから。火事も早急にどうにかしないといけませんし」

「どうせ大した火ではないのは煙の具合で分かっている。第一、ここは俺の領内だ。客人に怪我を負わせた責任は俺にある。怪我人に無理をさせるのは忍びないし、『肥料要らず』は神経に作用するからな。正しい判断ができない可能性もあるので……」

「……ちょっと待って」

　いまだサイードの上に乗ったままのルアークが低い声を出した。

「もうひとり、ジェリオ殿下に会いたい人が来たみたいだから。レネ、通してあげて」

　暗殺の舞台に人を近づけまいと、レネが通行制限をかけていたようだ。それがルアークの許可により解かれた結果、室内に白はく髪はつを乱した老女がふらふらと入り込んでくる。

「まあ、ヘルミーナ様……」

　このところリドレックやコゼット以外とは面会叶かなわず、体ていのいい軟なん禁きん状態だったヘルミーナだ。アリシアの眼にも分かるほど、彼女は出会った時からさらにやつれている。

「さ、騒さわぎに、なって、いたので、何事か、と……」

「……顔色が悪いぞ、ヘルミーナ。部屋へ」

　舌打ちを飲み下したジェリオが命じても、彼女は首を振った。

「も、戻りません！　やっとお会いできたのです!!　やっと……」

　耳が遠い人間のように、ものすごい大声でヘルミーナは叫んだ。己の叫びで脆ぜい弱じやくな心臓を刺激されたのか、血管の浮き出た手が苦しげに胸元を押さえる。

「ジェリオ殿下、あなたは一体、私をどうなさるつもりなのですか。話が違うではないですか!!　お会いしてもくれず、ルアークに積極的に働きかけてくれる訳でもない。私を放置して、アズベルグの方々と楽しそうに交流して……!!」

「ほう？」

　成り行きを見守っていたカシュヴァーンが割って入った。

「俺も聞きたいな、ジェリオ殿下。あなたは彼女をどう言いくるめて、ここまで連れてきたんだ？」

　ジェリオはあくまでヘルミーナと真しん摯しに話している体を貫つらぬくつもりの様子だ。カシュヴァーンの横よこ槍やりは聞こえなかったふりをして、彼女にだけ応じた。

「ヘルミーナ、何か誤解させてしまったのなら申し訳ない。僕はあくまで、君がルアーク様の母だというのを信じて連れてきたんだ。そうだっただろう？」

　微び妙みような含ふくみのある念押しに、ヘルミーナの顔色がさらに悪くなった。ささいな変化を読み取ったジェリオは、間かん髪はつを容いれずルアークに水を向ける。

「ルアーク様、いかがですか。しばらくひとつ屋根の下で暮らしてみた結果、彼女は」

「くどいよ。俺の『お母さん』は、アリシアだけだ」

「……なるほど」

　重々しくうなずいたジェリオは、決断を下した。

「分かりました。ルアーク様がそうおっしゃるなら、彼女はやはりあなたの本物の母親ではない。彼女もサイードも、マルグレートに戻しましょう」

　ヘルミーナの両眼と口が揃そろって丸を描えがいた。衝撃のあまり何も言えないでいる彼女の反応を観察しながら、カシュヴァーンがもう一度割って入る。

「……本当にマルグレートに戻すのだろうな。『水みな底そこの国』に送る気では？」

「ああ、〈翼の祈り〉の教えでは、海の底に怪かい物ぶつのうろつく死者の国があるのでしたか？　とんでもない。ヘルミーナも大切なマルグレートの民ですよ」

「サイードは」

　ぴくりともせぬ少年の名を口にすれば、ジェリオは「残念ですが」と悲しそうな表情を作る。

「お分かりでしょう。彼は王族二人を手にかけようとした。処分は免まぬかれません」

「……そうだろうな」

　ふう、と息を吐いたカシュヴァーンは、ルアークに視線を送った。

「だとよ、ルアーク」

「そっか。ま、そうだよね。やったことに対する責任は取ってもらわないと」

　うんうんと同意したルアークは、姿は見えないが近くに控ひかえている「おにいちゃん」へと呼びかける。

「ごめん、ジェダさん、あとついでにトレイスさん。夜中に悪いけど、急ぐように言ってもらって」

「……あ……ああ、そうだよな……」

　何かを諦あきらめたように、トレイスがうなずいた。







　嫌な予感を覚えたのだろう。さっさと出て行け、を手を変え品を変え繰り返すジェリオをカシュヴァーンがのらくらかわすことしばらくして、足音も荒あらく鮮あざやかな色が室内に飛び込んできた。

　真まっ赤か、真まっ青さお、真っ黄色。身にまとった色しき彩さいの暴力で自前の美び貌ぼうを霞かすませているのは、どこか聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテを思わせる妙みよう齢れいの美女だ。

「はーやれやれ、アズベルグの地面はぐっちゃぐちゃで、相変わらず走りにくいったらありゃしないねェ。蹄てい鉄てつがだめになっちまう。おまけに夜中に急がせて、こりゃあ報ほう酬しゆうは弾はずんでもらわないと」

「構わんさ。マルグレートの王子様に、たっぷり滞在費をいただいているからな」

　カシュヴァーンと軽口を叩たたき合ったラグラドール人の美女は、硬直しているトレイスを見つけて肉にく食しよく獣じゆうのような笑みを浮かべた。

「げぇ」

「げぇ、とはなんだい、子こ猫ねこちゃん。あたしが来るのは知っていたはずだろ？　可愛い顔に合わないことを言うんじゃないよ、舌入れて口をふさいでやろうか」

　トレイスを「子猫ちゃん」と呼んで愛めでている傭よう兵へい団長シャンテ・キャストリーは、額ひたいにうっすら汗をかいているジェリオに視線を移した。

「まァいいよ、とりあえずはこっちの話が先だ」

　黒い瞳が獰どう猛もうに光る。

「久しぶりだねェ、マルグレートの王子様」

「これはこれは……シャンテ様。いつもながら、お美しい……」

「なんだい、あたしとあんたの仲じゃないか。そんな見れば分かるお世辞なんて必要ないだろ？」

　大おお股またにジェリオに歩み寄ったシャンテは、怯おびえたラフィークがキーキーと叫ぶのを尻しり目めにジェリオの肩かたを叩いた。

「一緒に手を組んで、ライセン強きよう公こう爵しやくと戦おうと言ってきたじゃないか。忘れちまったのかい？　そうすりゃ強情な子猫ちゃんも、あたしのものになるとか言ってさ」

「……は……」

「……まあ」

　アリシアは悔くやしそうに唇を嚙むジェリオという、珍しいものをまじまじと見つめた。

「ジェリオ殿下は、ラグラドールでレイデン伯はく爵しやく様さまの悪口を吹ふい聴ちようするついでに、シャンテ様にまでそんな取引を……？」

「それは……」

「そうさ、アリシア」

　大きな獲え物ものを追い詰めるのが楽しいのだろう。シャンテはにやにやと人の悪い笑みを絶たやさない。

「だが、あたしの子猫ちゃんへの愛の深さを見誤ったようだねェ。ただ強引に押し倒せばすむなら、二十歳も半なかばを超えた男にあたしが執しゆう着ちやくする訳ないだろ？」

　シャンテの美少年好きは大層有名だ。十代が最高、三十を超えた男に価値はないと豪ごう語ごしている彼女であるが、トレイスだけは別格扱いをしている。

「それと、シルディーンはあたしが比ひ較かく的てき認めている女の国なんだ。マルグレートも同じ苦く汁じゆうを舐なめてきた仲間、嫌きらいじゃないが、片方だけ特別扱いもできないさ」

　女は全員恋こい敵がたきの可能性を持つ以上、敵とみなして相手にしないシャンテである。そんな彼女が多少の好意を示すのは、既き婚こん者しやであり変な男にしかもてないアリシアと、飲み比べでいい勝負をした女王エルティーナだけだ。

「それに、あの女の入れ知恵のおかげで、しばらく冷れい却きやく期間を置いたのが功を奏したようじゃないか。おかげで子猫ちゃんのほうから、あたしに会いたいと言ってきてくれた」

「あら、エルティーナ様ってば、シャンテ様にまで恋の助言をされていたのね！」

　嬉うれしそうなアリシアの陰かげでトレイスが「違います、カシュヴァーン様に頼まれたから……！」と必死にわめいているが、シャンテは無視した。

「さて、この落とし前はどうつけてくれる？　ジェリオ殿下」

　カシュヴァーンの眼つきもシャンテと同じ、獣けものの光を帯び始めていた。

「やったことの責任は取らねばならない、とさっき貴き殿でんは言ったな。アズベルグに長期滞在し、美び辞じ麗れい句くを並べて褒ほめてくれたのは、シャンテと共きよう謀ぼうして挟はさみ撃うちにするまで時間稼かせぎをするつもりだったのか？」

「……確かに僕は、ラグラドールにてそのような話を持ちかけました。それは、認めます」

　答えるジェリオの額からは、いつしか汗が引いていた。その額が、床と水平になる。

　カシュヴァーンに向かって深々と頭を下げたジェリオは、苦しそうな声を喉のどから絞しぼり出した。

「ですがそれは過去の話です。アズベルグでの暮らしが僕を変えた……」

　きつく眉根を寄せた後こう悔かいの表情で、彼はカシュヴァーンを振り仰あおいだ。黒曜石の瞳は星空のように輝かがやいている。

「素そ朴ぼくな教えを守って素朴に生きる人々と触ふれ合うことで、僕の考えは変化しつつあります。無論最も大切なのはマルグレートの国益です。守るべきは聖地母神マルグレーテの教えです。そこを譲るつもりはない！」

　きらきら、きらきら、その瞳は真摯な想いを反映してきらめいていた。

「ですが、アズベルグ……いえ、シルディーンと〈翼の祈り〉もまた、尊重すべき国と教えであることがやっと身に染しみてきました。間にクルセージュが入っているために、我々は直接交流を持つことが難しかった。しかしこれからは、ラグラドールとも親しく付き合うアズベルグの皆さまを皮切りに、親しくお付き合いさせていただきたいと思っています。本当です!!」

「──ええ、そのようですわね」

　アリシアが同意を示すと、ジェリオがぱっと表情を輝かせた。笑顔に定評のあるアリシアもかくやとばかりの笑顔だった。

「分かっていただけましたか、さすがアリシア様！」

「ええ、分かりますわ。だって私もジェリオ様と同じく、お金が大好きですから」

　金の話をする時はアリシアも九割方笑顔である。だが今日は少し、悲しかった。

　ジェリオが本当に金の話しかしないからだ。

「あなたが私たちと仲良くしたいのは、アズベルグに眠る資源……サファイア鉱こう脈みやくに、目をつけたからですわよね？」

　五日前、守り石拾いの帰りにカシュヴァーンから告げられた真実。それを突きつけてやれば、ジェリオの眼の中の星が消えた。







「きっかけは、守り石だよな。正確には、あの石に混じった鉱こう物ぶつだが」

　俺と同じ、とカシュヴァーンは人の悪い笑みを浮かべる。

「大方勝手にひとり歩きをしていた時に、領民の誰かが守り石を紹しよう介かいしたんだろう。ご存じのとおり、アズベルグの民はラグラドール人によく似たマルグレート人も差別しないからな」

　兄より無表情になったジェリオの顔を眺ながめながら、アリシアはあの日の夫との会話を思い出していた。

『えっ、ジェリオ殿下は守り石が欲しいから、高い滞在費を払ってまでここを動かないんですの!?　まさかマルグレートでは、守り石が大変な人気に……!?』

　だからライセンの屋敷に来た時、巨大な守り石だらけの庭に固こ執しつしたのか。しかしカシュヴァーンは首を振った。

『多少は珍しがられるかもしれんが、そうじゃない。アリシア、高価なものに詳くわしいお前なら知っているだろう。宝石の中でも非常に様々な色合いを持つものといえば？』

『サファイアですわね。トルマリンなども有名ですけど』

『そうだ。紅あかいものだけがルビーとして区別されるが、サファイアはそれ以外のものを示す』

　妻に贈おくった指輪できらめくルビーを眺め、カシュヴァーンは説明してくれたのだ。

『もしかして、守り石に混じっている鉱石って……』

『そうだ、サファイアの欠片かけらだ』

『でも……以前アズベルグには鉱山はないと、おっしゃいませんでした？』

　金に対する記憶は異常にいいアリシアである。鉱山というほど立派なものはないと、カシュヴァーンは確かに言ったのだ。

『俺も領民もそう思っていた。あるとしても宝石とは呼べない、くず石だけだとな。しかし、税金台帳もそうだが、昔のいいかげんな調査だけでそうと決めつけているのではないかと考え直した』

　前領主レジオールは「ハルバーストの薔ば薇ら屋や敷しき」の中で暴れるだけの怪物であり、まともに領主の仕事をしていなかった。配下の貴族たちは台帳の粗あらい捏ねつ造ぞうを繰り返しており、そこを洗い直すだけで財政がかなり健全化した、という話にも聞き覚えがある。

「過去の記録に惑まどわされず、守り石が出やすい場所に絞って調査させたところ、予想どおりサファイアの鉱脈を発見したんだ。もう一年以上前のことだがな」

　記憶と全く同じ台詞せりふで、カシュヴァーンはジェリオにもざっくりとした経けい緯いを教えてやった。

「……ではどうして、今まで採さい掘くつもせずに放っておいたのです」

　ジェリオに乾いた声で質問されたカシュヴァーンは、騒ぎを聞いて起き出してきた人々に視線を巡めぐらせた。

　いつの間にか、室内にはアズベルグ家に集まった貴人たちがほぼ揃っていた。エルティーナとジスカルド、ティルナードとセイグラム、バルロイとレネ、そして主あるじのディネロ。ノーラは暗殺未遂の現場に近づかせまいと、ティルナードが部屋に置いてきたのだろう。

「理由は簡単だ。下へ手たに宝の山があると宣伝すれば、周りから袋叩きに遭あいそうだったからさ」

　アリシアが嫁とついできた当時、カシュヴァーンの味方は非常に少なかった。

　領民の一部には理解者がいたが、甘い汁をすすれなくなったアズベルグの貴族たちからの評判は最悪。過去の領主家アズベルグ家のディネロのほうが、よほど声望が高かった。東のレイデン地方を治おさめるティルナードと当時の後こう見けん人にんユーランからも、西のオーデル地方を治めるジスカルドからも、神をも恐おそれぬ成り上がりとして蔑さげすまれていた。

　北のラグラドールとの交流はあるにはあったが、正確にはバルロイとの個人的な交流のみである。それもあくまで、互いを取引相手として見たもの。ある意味マルグレートより冷れい酷こくな商売人であるバルロイは、ディネロとカシュヴァーンの争いを誘ゆう発はつしようと偽にせの情報を流してきたぐらいだ。

　シルディーン王家から注そそがれる視線も、しょせんは「メイドの息子」というものである。金を積んだことで一代限りの〈強〉公爵なる爵位は与えてくれたものの、せいぜいラグラドール人の通り道として彼らの横暴に耐たえればよいと、宰さい相しようイーダルの眼がん光こうは物語っていた。臆おく病びよう者ものの国王ランドレイは、とにかく厄やつ介かいごとを避さけて自分の治ち世せいを引き延のばすことしか頭になかった。

　そんな中で、ジェリオが態度を一変させるほどの鉱脈があると知れたらどうなるか。

「アズベルグは、ある意味無価値だからこそ、俺のようなメイドの子の支配が許されていたんだ。身を守る術すべを持たない弱者にとって、過ぎる価値は敵を呼び込む毒にしかならん」

　だからこそ大だい規き模ぼな採掘などは行わず、放っておいたのだ。

「だが今は、差し当たって領地を接している領主と、王家は味方してくれるからな」

「ええ」

　化け粧しようはしていないが、十分魅み力りよく的てきな素顔でエルティーナが微笑ほほえむ。

「採掘に必要な技術者と資金は、シルディーン王家が一部を提供します」

「その見返りとして、採掘権の一部と、見つかったサファイアの優先的な確保権を頂ちよう戴だいする。また、オーデル家も資金ならびにサファイアの加工、流通に関しては援えん助じよする」

　最近見る機会が少なくなっていた、怜れい悧りな宰相の顔でジスカルドが付け加えた。

「レイデン家、そして義ち父ちグラネウスのガーゼット家も同じく」

　すでに「悪あく食じき大たい公こう」の了解も取りつけ済みのティルナードが、大きくうなずいた。

「ラグラドールはもちろん、きっちり見返りさえいただけるなら、宝石泥どろ棒ぼうどもから守ってやろう」

「子猫ちゃん泥棒からもね」

　バルロイがわざとらしく真ま面じ目めな物言いをし、シャンテが片眼をつぶってみせた。トレイスは必死に他人のふりをしている。

「無論、アズベルグは、俺も協力し、しっかり、まとめる」

　一部の領民からはいまだカシュヴァーンより慕したわれているディネロが、静かな口く調ちように揺るぎない決意を織おり込んで言った。

　アズベルグにシルディーンとラグラドールを代表する人々が集まったのは、ファルハドに挨あい拶さつをするためだけではなかった。ジェリオの企たくらみに勘かんづいたカシュヴァーンが、どうせ隠かくし通せぬだろうと踏んで、サファイア採掘に本ほん腰ごしを入れるために関係者を呼んだのだ。ファルハドはちょうどいい隠れ蓑みのにもなってくれたのである。

『私ったら旦だん那な様さまの壮そう大だいな計画にも気づかず、のんきにしていて申し訳ありません……』

『いや、お前が金の匂い云うん々ぬんとおかしな……その、きっかけを与えてくれたおかげで、早い段階でジェリオ殿下の狙いに見当がついたんだ。俺のほうこそ、黙っていて悪かった。お詫わびに今夜は、俺が甘やかしてやるからな？』

　どさくさに紛れてちゃっかり約束を取りつけた時の甘い声の響き。それを欠片も持たない冷たい声が、ジェリオを今度こそ追い詰める。

「そういう訳だ。さて、どうする？　ジェリオ殿下。お望みのものはお渡しできないが、それでも俺たちと仲良くしてくれるか？　ちなみにさすがに呼べなかったが、隣りん国ごくであるクルセージュにも話は通してある。いい石が出たら、王おう妃ひ様への贈り物にされたいそうだ。願わくばやり手のマルグレートの王子様とも、公平な取引をしたいと思っているが？」

　ジェリオの眼の中に星が復活した。

　ただしそれは、地上に落ちれば燃え尽つきる宿命の流れ星のような光だった。破は滅めつを暗示した光に燃える眼が、ファルハドを睨にらみつける。

「兄上、すぐに支し度たくを。マルグレートに帰ります」

「い」

「早く!!」

　単語ひとつ発することを許されなかったファルハドの足下で、ラフィークが全身の毛を逆さか立だてて猛もう抗こう議ぎを始めた。キーッキーッと激しく叫ぶ小さな姿が、蹴け飛とばされて壁に弾はじき飛ばされる。声も出せない子こ猿ざるに変わり、主が悲鳴を上げた。

「ラフィーク!!」

「うるさい猿など放っておきなさい！　いい歳としをした図ずう体たいのでかい男が、みっともない!!」

　叱しかり飛ばされ、ファルハドはひきつけを起こしたように全身をびくっと波打たせた。だがよろよろと立ち上がったラフィークが足下に近寄ってくると、わななく手でその体を抱き締しめ、離さない。

　ふん、と鼻を鳴らしたジェリオが目め配くばせすると、室内にいきなり二人の銀髪の少女が現れた。元〈玩具の兵隊〉に違いない彼女たちはルアークの下から、いまだ意識のないサイードを引きずり出す。

「サイード!!」

　アリシアが呼び止めても、少女たちの動きは止まらない。ルアークも、止めない。

「……ヘルミーナさんは、どうするの」

　荷物のように持っていかれるサイードではなく、彼の口から出た名前は母を名乗る女性のものだった。

「どうとでも？　ご自由に。貧ひん民みん街がいで死にかけていた女など、我が国にはなんの利益ももたらさない」

「ところでこの人、結局のところ本当に俺のお母さんなの？　あんた、それは知ってるの？」

　淡たん々たんとした口調で聞かれたジェリオは、軽けい蔑べつも露あらわに鼻を鳴らした。

「さあ？　ご存じのとおり、僕たちが売れる『奇き跡せき』にも限度があるし、知っていてもあなた方に教える気はない。はっきりしているのは、〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉の庇ひ護ごを失った彼女は、長生きできないことぐらいですよ!!」

　不吉な尾を引く流星の速さで去っていく彼の背を、銀髪の少女たちが銀髪の少年を抱えて追う。

　ファルハドは一瞬ためらったが、いつまでもアズベルグにいられない程度のことは彼も分かっている。

「すまない……世話になった」

　短い言葉に乏とぼしい情感を詰め込んで、ラフィークを抱えてとぼとぼと去っていった。







「……どうせファルハド殿下の信頼は裏切られるって、分かってたけど。かわいそうにね」

　ルアークのつぶやきを聞いて、エルティーナも同意した。

「全くね。ジスとの再婚を推おしてくれた時の熱意と優しさは、演技には思えなかったのに。私も、できれば信じたかったわ」

「……そうですね」

　ジスカルドのうなずきを最後に室内は静まり返った。重い沈ちん黙もくの中、マルグレート側の人間は、置き去りにされた哀あわれなヘルミーナただひとり。

「……あ……」

　自然と全員の注目は彼女に集まっていく。視線の重さを受け止めきれず、ヘルミーナは糸が切れた操り人形のようにばたんとその場に倒れた。

「危ないっ」

　床に頭を打つ前にジェダが出現し、支えはしたが、ヘルミーナの顔色は土つち気け色いろだ。ジェリオに完かん璧ぺきに見捨てられた、その衝撃に脆弱な心臓が耐えきれなかったのだ。

「ルアーク……」

　思わずヘルミーナに駆かけ寄ったアリシアは、彼女ではなく彼女が愛する「息子」を呼ぶ。

「……もういいよ、アリシア。楽にしてあげよう」

「で、でも、ヘルミーナ様も……サイード、も」

「前にも言ったでしょ。暗殺に失敗した暗殺者の末路なんて、みじめなものだよ」

　書庫でルアークやリドレックと交かわした会話がアリシアの脳のう裏りをかすめた。

「まして、主の暗殺失敗だからね。どうしようもないよ。第一あの子は、名前を引き継ついだだけの別人だもの。かわいそうだとは思うけど、助けに行くまでもないさ。そうだよね、カシュヴァーンおにいちゃん」

「……まあな」

　カシュヴァーンの表情も苦いが、同時に冷静だった。彼もサイードの生を諦めていることが、アリシアにも伝わってきた。

「ファルハド殿下は大丈夫だろうが、サイードの件は完全に想定外だ。しかも雇い主を殺そうとしたのでは言い訳がきかない。処刑は免れないだろう」

「……そう、ですわね」

　奥歯を嚙み締め、アリシアも残ざん酷こくな判断を下そうとする。

　分かっている、前回のエルティーナ暗殺未遂とは違う。ファルハドはとにかく、今の状態でジェリオが温情をかけてくれる訳がない。事態がここまで差し迫せまった以上、下手に譲じよう歩ほを迫れば今度こそ、後ろから心臓を一突きにされてしまう。

　ましてサイードは、ただルアークの実兄と名前が同じだけだ。その程度のことがなんだ、と誰もが言うだろう。

　でも、だからこそ「お母さん」は黙っておけない。なんだじゃありません、うちの子が傷ついています。

　しかし、アリシアだって一時は聖女アーシェルに祭り上げられかけたものの、『奇跡』を操る力など持っていない。〈翼の祈り〉は死後の幸福を祈る宗教であり、現実には人間の力が及およぶ範はん囲いでしか干かん渉しようできない。

　だから人間アリシアが身につけた力で、現実的にできる範囲で、願いを叶えるしかない。愚おろかなファルハドを傷つける結果に苦しむ、愚かで優しい「息子」のために。

「……ただ、犠ぎ牲せいはサイードで最後にしたいとは、お二人とも思っていますよね」

　サイードの件は仕方がない。

　さりとてヘルミーナのことを諦めた訳ではない。強い光を秘めた青い眼を見て、ルアークもカシュヴァーンも困った顔をした。

「アリシア、いいんだよ」

「お前が多少医い療りようの技術を身につけたことは知っている。しかしな、付け焼き刃ばの知識でこの状態のヘルミーナを救えるとは、到とう底てい」

「分かっています。彼女はおそらく死にます」

　残酷な現実をまず口に出してから、未来への希望をこめて続けた。

「ですけど、どうせ死ぬなら何をしてもいいですわよね!!」

「ア、アリシア!?　公開解剖はだめだからね!?」

　いくらなんでも、と咎とがめかけたルアークの大きな瞳を、アリシアは凜りんとしたまなざしで見つめ返した。

「ルアーク、この方を寝台に寝かせて!!　レネ、リドレックとコゼットを呼んできて!!　ジェダはぼこぼこ茸だけを用意して!!　早く!!」

　元〈玩具の兵隊〉の名を次々と挙あげる彼女に、ライセン家の男たちは揃って眼を丸くした。







　薄暗く保たもたれた室内に、うめき声が響く。

「う……う」

「あ！」

　病人の枕まくら元もとに伏せて眠りこけていたアリシアは、夢の中で食べていた朝食を中断して顔を上げた。口の端から垂れそうになった涎よだれを押さえ、ヘルミーナの顔を覗のぞき込む。

「よかった！　眼が覚めましたのね、ヘルミーナ様……!!」

「ここは……あなたは、色白ですが、女神……？」

　丸三日続いた高熱により肌はだは乾き、眼が落ち窪くぼんでいるヘルミーナであるが、かすれ声ではありつつもしゃべった。最悪の状態は脱したと分かり、アリシアはほーっと息を吐く。

「ああ、そういやマルグレートの教えでは、死後は女神の腕に抱かれるとか言うんだっけ？」

　アリシアの横に付き添っていたルアークが、さすがに疲ひ弊へいした顔で口を挟んだ。彼の存在にぎょっとしたように眼を見開くヘルミーナにも、ごく当たり前の口調で話す。

「アリシアは俺たちの女神じゃあるけど、マルグレーテ様ほどむっちむちじゃないんだな。ま、そこがいいんだけどね」

　意外に競争率は高いけど、とうそぶく彼とアリシアを交こう互ごに見るヘルミーナの瞳から、劇物との戦いによる高熱の霧きりは晴れつつあった。理性を取り戻した彼女は、だからこそ状況が見えずに困こん惑わくしている。

「私……どうして。薬を飲ませて下さったのですか……？」

「ええ、お持ちだった常備薬も一応。ですけど、吐き戻してしまわれました」

　ヘルミーナが倒れた直後、まずは長く彼女の看かん病びようをしていたリドレックやコゼットによる対たい症しよう療りよう法ほうが行われた。胸部を圧あつ迫ぱくして心臓に刺激を加えたり、本人がマルグレートから持ってきた薬を飲ませたりもしたが、効きき目はなかった。

「なので、一いちか八ばちか、毒を盛らせていただきましたの」

「え」

　思わず胸元を押さえたヘルミーナに、アリシアは笑顔で解説を始めた。

「私が最近医術を学んでいることはお話ししましたわよね？　強い毒は薬にもなるんです。クルセージュやマルグレートで有名なぼこぼこ茸には、強心剤の効果があると本に書いてあったことを思い出したのですわ。シルディーンに自生する『肥料要らず』も使いようによっては薬になり、慣れればおいしい食料となるように……」

「いや、あれを食料にしてるのはアリシアだけだから……」

　控えめなルアークの突っ込みは、ヘルミーナの大声にかき消された。

「ぼこぼこ茸……そんな。私も時々食べておりましたけど、そのような効果は一度も……！」

「あら、そうなのですか？　成分を煮詰めて抽ちゆう出しゆつしたものだったので、効き目が強く出たのだとは思いますけど……ところで、ヘルミーナ様は貧まずしい暮らしをされていたとうかがっておりました。あれは超高級食材なのでは……？」

　隣のルアークの眼が険しい。出自にも噓うそをついていたのか、との怒りが湧わいたようだが、ヘルミーナは演技とは思えぬ表情で首を振る。

「クルセージュではそのような扱いだそうですが、我が国では貧びん乏ぼう人にんが食べる物ですわ。味は確かにおいしいですけど、見た目も気持ちが悪いし、毒抜きに手間もかかるし……」

「ところ変わればなんとやら、か。宗教や文化によって、食べ物の価値もだいぶ変わるもんね」

　薬とする時もそうであるが、ぼこぼこ茸を食べる時には、何時間も煮しや沸ふつせねばならぬことはアリシアたちも知っている。でなければ以前のアリシアのように譫せん妄もうを伴うひどい吐き気と戦い続け、最悪死に至るのだ。

　ちなみに強心剤として使う場合は食用にする際よりも毒性を残し、心臓を刺激する。心臓が動き出した後は、残った毒に体力を奪うばわれないよう気をつけなければならない。

「あら、そうなのね。じゃあやっぱり、マルグレートの王子であるジェリオ殿下には、あまり馴な染じみのない食材なんだわ……」

　ユベルに毒を盛っただろう、と指摘された時のジェリオの反応を思い出していると、ルアークが話題を転じた。

「さて、じゃ、元気になったところで、あんたの処置なんだけど」

　びくんと肩を跳はねさせたヘルミーナは、ともすればまた倒れそうな顔色だ。そうはさせまいと、アリシアはさっさと判決を言い渡す。

「〈翼の祈り〉に改宗するつもりがあるのなら、アズベルグの修道院を世話して差し上げますわ」

「……え？」

「聖地母神マルグレーテは違うそうですけど、私たちの聖女アーシェルは、信じる者なら人種を問わず受け入れてくれますの」

　ジェリオたちはヘルミーナを見捨て、当の昔にマルグレートに帰ってしまった。彼にしてみればサファイア鉱脈という大目標ができた後は、ヘルミーナのことなど完全にどうでもよくなってしまっていたのだろう。むしろアズベルグとの親交を結ぶためには、邪じや魔まになっていたに違いない。

　だがジェリオ曰いわく「安い女」である聖女アーシェルは、〈翼の祈り〉の教えに首を垂れる者であれば、誰であろうと門もん扉ぴを開く。中に入れば俗ぞく世せの身分による差別があったりと問題はあるにせよ、マルグレーテほどかたくなではないのだ。

「ヘルミーナ様がマルグレートの方であれば、改宗は難しい、というかできないかもしれませんけど……ですが幸い、肌の色からしてあの国の方ではないでしょう？　あの国の方ではないからこそ、ご病気の身で貧しい暮らしをされていたのでしょうけど……」

　そもそもヘルミーナが完全なるマルグレートの民ならば、代用品である〈神具礼賛〉ではなく、最初から女神マルグレーテを信しん奉ぽうするはず。今回のように、たやすく切り捨てられることもなかっただろう。

「安いものには手を出しやすい、という最高の価値がありますわ。もちろん、ヘルミーナ様がよければですけど……あ」

　アリシアの手を握り締めて、ヘルミーナは落ち窪んだ眼がん窩かからはらはらと涙をこぼした。

「あ……あなたはやはり、私の女神です、アリシア様……！」

「お気になさらないで。発案者は私ではなくコゼットなんです。彼女も長く修道院でお世話になっていましたから。もう少し容体が回復したら、詳しい説明を聞くとよろしいですわ」

　ヘルミーナの命を救う役には立てなかったコゼットであるが、彼女の身の振り方には貢こう献けんしてくれた。元々看病を通じて接点の多い相手であるし、ヘルミーナも頼りやすいだろう。

「さて、じゃあお礼代わりに、教えてくれるかな」

　和なごやかな空気が広がり始めたところで、ルアークが飛び道具を出した。

「あんたは本当に、俺のお母さんなの？」

「……ごめんなさい」

　命を救われ、その先の道まで用意してもらった。ジェリオもいない現在、意地を張っても意味がないと分かったのか、ヘルミーナは思ったよりあっさりと口を割った。

「ごめんなさい。私が昔、人買いにルアークという名の息子を売ったのは間違いないの」

　でも、と彼女は食い下がる。ぼこぼこ茸に由来しない熱を帯び、頰がうっすらと赤くなった。

「でも……それがあなただったかどうかは、分からない。私は病気で、頼る人もいなくて、いつかたくましく育った息子が助けに来てくれるという身勝手な妄もう想そうが心の支えだった。それを聞きつけたジェリオ殿下が、あなたを本当の息子だと思うなら手助けをしてやる、首尾よく懐かい柔じゆうできれば贅ぜい沢たくをさせてやると言うから、つい出来心で……！」

　切々と訴うつたえたヘルミーナの、枯かれ木のような手がそろそろとルアークに向かって伸びた。

「ああ……でも、本当に私に見覚えはない？」

　幾いく多たの人々の命を奪ってきた暗殺者の手は、瘦やせた指先に包み込まれたまま身じろぎもしない。

「安心して、もうあなたの母親を名乗ったりはしない。けれど……浅ましい無心のためだけでなく、私がずっと子供を売ったことを後悔していたのは事実なの。ねえルアーク、あなたのお母さんは、こんな顔ではなかった……？」

　子供の頃のあなたは髪の色はもっと白っぽくて、眼の色ももっと薄かったわ。少し体が弱くて、熱を出しやすくて、私が抱いていてあげないとすぐに泣き出す、繊せん細さいな子だった！

　ヘルミーナが語った息子との思い出もまた、噓ではなかったのだ。彼女は本当に、ルアークが己の子である望みを抱いている。

「サイードって知ってる？　ヘルミーナさん」

　唐とう突とつな質問に眼をぱちくりさせたヘルミーナであるが、彼がまともに名前を呼んでくれたのは初めてだ。必死に求めに応じようとした。

「ファルハド殿下が飼かっている……いえ、ジェリオ殿下の、部下……？」

「──あっはぁ」

　軽蔑、安あん堵ど、憐れん憫びん、怒いかり。どれとも近くてどれとも遠い声が、アリシアの胸に突き刺ささった。

「はは、正解だけど不正解！　俺の実のおにいちゃんの名前でぇす!!」

「兄……？　あっ」

　ヘルミーナがすがろうとしていた希望が、情け容よう赦しやのない事実に打ち砕くだかれて粉々になっていく。同じ重みに心のどこかを砕かれた眼をして、ルアークは語った。

「俺たちはね、〈玩具の兵隊〉の中でも珍しい、実の兄弟だったんだ。物心ついた時から一緒にいたし、顔も似てたし、そこは間違いないはず。……だから、俺の母親なら、息子を二人同時に売ってないとおかしいんだよ」

　それなのにヘルミーナは、サイードの名乗りに全く反応しなかった。そもそも彼の存在は知っていたのかもしれないが、とっさの質問とはいえ猿の名前と取り違えた。

「ね、最後にもうひとつだけ教えて。アリシアが養育費がどうとか言い出した時、お金ならどうにかするって言った。あれは自分で？　それとも、ジェリオ殿下が払ってくれると思ってた？」

　うつむいたヘルミーナが、追い打ちに耐えきれず敷しき布ふを握り締める。

「……ルアーク」

　見かねたアリシアがその名を呼べば、彼は笑って立ち上がった。

「意地悪してごめんね。さよなら、ヘルミーナさん」

「……さようなら」
















　吐と息いきのような別離の言葉にうなずいたルアークに従って、アリシアも彼女の部屋を後にした。







　陰いん鬱うつな黒い森に囲まれた「ライセンの石屋敷」の正面に馬車が停とまった。御ぎよ者しやを務めるのはトレイスではなく本来の御者であるロセだ。

「……無事に帰って来られた……！」

　帰るぎりぎりまでシャンテにまとわりつかれ、隙あらばラグラドールへ引きずって行かれそうだったトレイスは、見かねたカシュヴァーン直じき々じきの命令により主夫妻と一緒に馬車の中にいた。げっそりした頰に喜色を浮かべ、荷物運びぐらいは手伝おうと馬車を降りた彼を、カシュヴァーンはせめてと労いたわった。

「すまなかったな、トレイス。俺としては、シャンテとお前は意外と、いや」

　ものすごい眼で睨まれたカシュヴァーンは口をつぐみ、トレイスもすぐに軽く首を振っていつもの生き真ま面じ目めな表情に戻った。

「いえ……カシュヴァーン様こそ、お疲つかれ様でした。それに、大変なのはこれからですし」

「……まあな」

　トレイスが言うとおり、これでマルグレートを完全に敵に回したのだ。

「だが、このアズベルグにめぼしい産業が育つとなれば喜ばしいことだ。周囲を警戒せずともよくなった分、支出はかなり抑おさえられていたが、収入が増えた訳ではなかったからな」

「そうですわよね、やっぱり守り石はアズベルグを物理的にも金銭的にも守護する存在だったのですわ……！」

　きらきらと、サファイアのように輝く妻の瞳。カシュヴァーンの世界で何よりも美しい青を優しく見つめて、彼はその頭を撫なでた。

「細々と準備をしていたとはいえ、今から本格的な採掘だ。誕生日に間に合うとは確約できんが、いい石が出たら加工してお前への贈り物にしよう。受け取ってくれるな？」

「まあ……そんな、私、もう守り石は……」

「贈らせてほしい。以前オーデル侯爵が、お前に見事なサファイアをあしらった首飾りを贈っただろう？」

　それはまだ、二人が心を掛け違えていた時のこと。

「お前の眼はサファイアのようだと、俺だってずっと思っていたんだ。それなのに、あいつに先を越されて悔しかった。受け取ってくれ」

「……あれも根に持っていたんですね……」

　どこまで執しゆう念ねん深ぶかいんだ、と呆あきれるトレイスであるが、アリシアは込み上げた「おなかが痛い」に声を震わせた。

「はい……！　いただきます。ご安心なさって、カシュヴァーン様からの贈り物は、何があっても絶対売りませんわ……！」

「……お前、オーデル侯爵からもらった物は売ったのか？」

「いえ、高価すぎて換かん金きんが難しそうだったので諦めました」

　一瞬眼を丸くしたカシュヴァーンに対し、アリシアは売ろうとしたこと自体は認めた。

「はは、さすが俺たちの女王様！」

　楽しげに笑ったルアークが先に立ち、ライセン「親子」は揃って馬車を降りた。足の裏にぺたりと貼はりつくような湿気の多い地面さえ、最も早はやなつかしい。

「どうなることかと思ってたけど、やっぱりいつものカシュヴァーンおにいちゃんとアリシアでよかったよ。あー、もー、つっかれたぁ!!」

「──そうだな。今回はお前が一番お疲れ様だ、ルアーク」

　アリシアを抱いて立ったカシュヴァーンが労ねぎらう。結局二人目のサイードが処刑されたことはほぼ間違いないが、ルアークは彼の処しよ遇ぐうについて確認したいとさえも言わなかった。

「やだー、カシュヴァーンおにいちゃんってば優しい！」

　カシュヴァーンの名を挙げて感激してみせたルアークだったが、なぜか夫の手から地面に降り立ったアリシアにぎゅっと抱きついた。

「ねーアリシアぁ、一日だけでいいから俺の奥さんになって！」

「おい！」

　それとこれとは話が別だ、とカシュヴァーンが引き剝はがす前に、アリシア自身がルアークの胸を軽く押して首を振った。

「ごめんなさい、ルアーク。毒は薬にもなるけれど、用量を守らないとただの毒だから」

「……だよねぇ」

　あっけらかんと離れたルアークは、何を言い出すつもりかと身構えているカシュヴァーンを悪戯いたずらっぽく見上げる。

「それじゃさ、カシュヴァーンおにいちゃん。一生のお願いがあるんだけど、聞いてくれる？　あ、安心して、俺の奥さんになって、じゃないから」

「旦那も御免だぞ」

「分かってるって、もちろん愛人でもないよ。そういうのじゃなくて、早く子供を作って」

　カシュヴァーンの「息子」でありながら恋こい敵がたき。その姿勢を崩くずさずにきたルアークの口から、意外な願いが飛び出した。

「……俺とお前の子、なんて話じゃないだろうな」

「その『奇跡』は結構金になりそうだけど、もっと素直に捉とらえてよ。俺が副作用の強い薬に逃げないように、早くアリシアとの間に子供を作って!!」

　いいかげん、諦めさせて。

　声ならぬ願いが聞こえたのだろうか。カシュヴァーンが真面目な顔になり、しっかりあごを引いてうなずく。

「……ああ。一代限りの爵しやく位いはとにかく、この地には次代に継ぐべき財産ができたからな。早くしないとティルより、ディネロに先を越されかねない」

　アズベルグ家を後にする前に、リドレックからも実は似たようなはっぱをかけられていた。跡あと継つぎにお困りのことがあるのなら、ディネロ様のお子様をそちらへ養子に出すことも考えております。今度は我々が、内側から領主家を乗っ取ってみせましょうか、と。

　リドレックにしては際きわどい冗じよう談だんであったが、確かにアリシアが嫁かして二年近く。子供がいてもおかしくはない。アリシア自身がいまだに十代前半と思われてしまいがちだが、貴族同士の結びつきなら、そろそろ十七歳の子持ちは普通である。

「が……がんばるわ！」

　アリシアも気き迫はくをこめて宣言すると、ルアークは「うん、頼むよ」と軽く言った。

「そして、女の子が生まれたら、俺に求婚の優先権をちょうだい」

　同じ軽さで放たれた願いが、瞬またたく間にカシュヴァーンの表情を消す。

　ルアークは変わらない。軽いが、茶化しもしない。じっと静かに、カシュヴァーンの……「お義と父うさん」の答えを待っている。

「どうかな、カシュヴァーン様？」

「……あくまで、優先権だぞ」

「うん」

「俺の見た目年齢とアリシアの実年齢ぐらいに歳が離れるんだからな。娘が嫌がったら、お前だって容赦しないぞ」

「もちろん。たとえふられたとしても、『妹』なんだもん。彼女の意思を尊そん重ちようするに決まってるよ」

　元〈玩具の兵隊〉には男女の区別なく厳きびしいルアークであるが、一般人に対しては基本的に女性側の味方であることはカシュヴァーンも知っている。女性に優しい、というより不幸な女が嫌いなカシュヴァーンにとっては、そこも心地ここちよく側に置ける点だ。

　それでも、アリシアが妊にん娠しんの可能性を口にしただけで先走った親おや馬ば鹿かぶりを発はつ揮きした男である。逡しゆん巡じゆんの時間は長かったが、親馬鹿の片棒を担かつぐ予定のアリシアの眼がもう許しているのを見て、腹を決めた。

「……分かった」

「やったー!!」

「やりましたわー!!」

　ルアークとアリシアが揃って万ばん歳ざいをした。長なが逗とう留りゆうですっかり増えてしまった荷物をせっせと運んでいたトレイスが、何事かとぎょっと足を止める。

「やったわね、ルアーク！　これでルアークは、たとえ結婚してもずーっとずっと、私たちの『義理の息子』でいてくれるのね!!」

「えへへ、そうだね、そうなったら孫を作ってあげられるかも。さすがの『家族』作りの名人アリシアも、まだ孫はいないあいたたたたたたた!!」

　いきなりカシュヴァーンにぐいっと耳を引っ張られたルアークが本気の悲鳴を上げた。

「ちょ、何すんのさ、カシュヴァーンおにいちゃん」

「やかましい、俺の娘に向かって破廉恥な発言はやめろ！」

「破廉恥がどうしました!?」

　またも先走るカシュヴァーン、よく分からないまま単語に反応して血けつ相そうを変えるトレイスにもみくちゃにされるルアークを見ながら、アリシアは笑顔でつぶやく。

「そうよね、レイデン伯爵のところにも女王陛へい下かのところにもディネロ様のところにも孫ができるなら、リュクにはそれを見越して肖しよう像ぞう画がの発注をしないとね。レネたちだって養子を取るかもしれないし」

〈玩具の兵隊〉時代の過か酷こくな生活のため、レネには子を産む能力がないのだ。

「……そろそろ恋の師し匠しように、俺たちがはっぱをかけてやる時が来ているようだな」

　トレイスの全力説教を浴びるルアークから少し離れて、カシュヴァーンが小さくつぶやいた。

　主夫妻の帰宅を知ったリュクが元気よく迎むかえに飛び出てきた直後、恐ろしい納期で恐ろしい仕事量を非常にぼやけた指定で託たくされ、「俺は預よ言げん者しやじゃないんですけどぉ!?」と切れて泣き出すのは少し後の話である。











終章　秘密の貴公子






　薄うす暗ぐらい天幕のあちこちから垂れ下がったタペストリーに、色いろ鮮あざやかに描えがかれた女神。大陸北部の国々に根を張る〈翼つばさの祈いのり〉の聖女アーシェルとは対照的な、肉感的で生々しい存在感を放つ聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテ。

　ようやく愛する祖国マルグレートに帰り着いたジェリオは、限られた部下だけを伴ともなって己の隠かくれ家がである場所へとやって来ていた。

「……くそっ！」

　苛いら立だちを暴力で紛まぎらわせようにも、怒いかりに任まかせて蹴け飛とばしていいようなものはない。ここはマルグレーテを描いたものの中でも特に出来のいい美術品で飾られた、ジェリオだけの神しん殿でんなのだから。

「何が『死神姫』だ、疫やく病びよう神がみの間違いだろうが!!　冴さえない小こ娘むすめめが、くそ、くそっ……!!」

　王宮への報告もそこそこに切り上げ、ようやくここに帰ってきたというのに、ちっとも癒いやされない。それどころかライセン家で見たリュクとかいう絵師の筆の冴えを、より鮮やかに感じてしまう始末だった。

　母性の象しよう徴ちようである女神の慈じ愛あいに満ちた姿を見れば、大たい抵ていの苛立ちは収まるはずだった。肌はだの色だけで受ける差別、思わぬ時に荒れる海、商機を逃にがし倉庫にあふれて朽くちていくばかりの商品、神経を逆さか撫なでするものは枚まい挙きよに暇いとまがない。

　そういうものへの苛立ちを笑顔の仮面で覆おおい隠し、外交の場で如じよ才さいなく振る舞っては、少しでも国益を積み増しする。それが、ジェリオ・シーガルというマルグレート第二王子に課せられた至上命題だった。

　第二王子というのはそういう立場なのだ。少なくとも、マルグレートにおいては。

『へえ、君も王子なのか。てっきりどこぞの商家の息子むすこかと思ったよ』

　他国の、王位継けい承しよう権けんもないくせに適度な役職を与えられ、太平楽に生きる王族に何度か同じようなことを言われた。星を浮かべたようだ、と褒ほめられる瞳ひとみに力をこめてごまかしていたが、愛あい想そ笑わらいの陰かげで嚙かみ締しめすぎた奥歯がすり減りそうだった。

「我らが不動のファルハド殿でん下かにもう少し頼りがいがあれば、僕だって裏方に徹てつしたさ……」

　むしろ偉い大だいなる王のため、骨身を惜おしまぬ己おのれの姿に酔よえたかもしれない。だが生あい憎にくと、ファルハドはそこまで美味なる器うつわの持ち主ぬしではなかった。

　不動の貴公子とはよく言ったもので、ファルハドは本当に動かない。動けない。とにかく優柔不断で、決断力が絶無なのだ。生き馬の目を抜く商売の世界で働き続けてきたジェリオからしてみると、誠に甘っちょろくて鈍どんくさくて、苛いら々いらする。

「あのあだ名だって、僕が用意してやったんだ」

　人の個性というものは、見方によって長所にも短所にもなる。毒を加減して使えば薬になるように、ファルハドは寡か黙もくでくだらないおしゃべりを嫌きらう落ち着いた男なのだと、ジェリオは吹ふい聴ちようして回った。おかげで周囲は彼に言葉を砕くだいて説明することをやめてしまった。

　口くち下べ手たなファルハドは自分から説明を求めることができず、寡黙で云うん々ぬんといった印象は強化される一方。ますます御ぎよしやすくなった反面、内心おろおろしているだけの兄が勝手に持ち上げられていく様が癇かんに障さわるのだ。

　第三王子イズマイールなどは最初から眼がん中ちゆうにない。ジェリオより秀ひいでているのは年ねん齢れいだけであり、妾しよう腹ふくの出である彼にでかい面つらなどさせはしない。悲劇のヒロインたちを救う王子様になりきって、浮き世に出てこないなら存在ぐらいは許してやる。

「だが、ファルハド兄上……あなたはとうとう、僕を怒らせた」

　こそこそと何を企たくらんでいるかと思えば、まさか父に渡りをつけようとするとは。先手を打って阻そ止ししてやれば、自みずからアズベルグにやって来るとは！　気に食わない。

　何をやっても立場上、簡単に始末されることはない。そうと理解する頭など持っていないくせに、衝しよう動どうだけで飛び出してきたのがさらに気に食わない。

　どうしてサイードの兇きよう刃じんから庇かばってしまったのか。あのまま見殺しにしてやればよかった。担かつぎやすい神輿みこしであるのなら生かしておく価値はあると、惜しんでしまったことが悔くやまれてならない。

「図ずう体たいばかりでかい愚ぐ鈍どんな穀ごく潰つぶしめが……！　口を開ければ餌えさをもらえる立場にあるくせに、自分勝手に動き回りやがって……!!」

　足音も荒あらく、天幕の中を何周もし続けるジェリオを、冷さめた声が呼んだ。

「なあ、お前の恨うらみ言ごとはひととおり聞いてやっただろう。そろそろ本題に入らないか？」

　声がしたほうを向いたジェリオがぎょっと眼を剝むく。

「おい貴様！　我われらが女神に何をしている、無礼な!!」

「いや、いい体をしていると思ってさ。羽以外はどこも出していない聖女アーシェルと違って、実に気前がいい……」

　黒くろ髪かみの青年が天幕の端はしに立って、タペストリーに描かれた女神マルグレーテに触ふれていた。薄い布で強調された体の線を無ぶ遠えん慮りよになぞる様を見て、ジェリオがつかつかと歩み寄る。

「いいかげんにしろ！」

　手を摑つかまれる寸前、彼は一歩後ろに下がってジェリオの怒りを受け流した。

「おっと、そう怒るなよ。しかしあれだな、お前のような冷れい徹てつな商売人でも、そんな風に顔色を変えるとはね。〈翼の祈り〉の狂きよう信しん者しやにもやばいやつが大勢いたが、いやはや、神様というのは恐おそろしいものだなぁ」

「……聖地母神マルグレーテは、マルグレートの民だけを守って下さる選ばれし者の女神だ。信じさえすれば誰でも庇ひ護ごする尻しり軽がる女おんなと一緒にするな」

「個人的には、尻軽女も嫌いじゃないけどな。第一マルグレーテの身持ちが堅かたすぎるから、入門用の尻軽を用意する羽目になったんだろう？」

　悪意に満ちた言葉の選せん択たくに、ジェリオの眼光が鋭するどさを増す。それを見取った青年は、片眼を縦断する傷を歪ゆがませながら微笑ほほえんだ。明るく、快活に。

「だから、そう怖こわい顔をするなって。お前の気持ちは俺も分かるつもりだ。生まれついた立場にあぐらをかいて努力しないやつには、そりゃあ腹が立つよな」

　一転、気持ちのこもった声こわ音ねを聞いてジェリオの心のささくれも収まった。元より大たい使しとして、商人として、己の感情操作は得意である。

「──ようやく相そう互ご理解が得られたようで、ありがたいですよ」

「彼」への不快感を表面的に払ふつ拭しよくし、いつものように澄すました声を出す。分かっていたことだ、こういう男だというのは。それでも得がたい駒こまであるからこそ、苦労して手に入れたのだから。

「お見苦しいところを見せてしまって失礼しました、ゼオルディス陛へい下か。僕とあなたが正しい地位を手に入れるため、お互いに協力いたしましょう」

「ああ、もちろん。俺たちは気が合いそうだからな。父王殺しの王子同士、仲良くしよう」

　ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。昨年シルディーン内で起こった内乱の中心人物であり、処刑されたはずの青年は、晴れやかな笑顔でジェリオとがっちり握あく手しゆを交かわした。
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あとがき






　なんとか二〇一五年冬に間に合った……！　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ二十作目、『死神姫の再婚　─彷徨さまよえる秘密の貴公子─』を読んでいただきましてありがとうございました!!







　今巻でファルハドが正式に登場し、マルグレート三王子がすべて出で揃そろいました。次男ジェリオは抜け目のない策さく略りやく家か、三男イズマイールは浮世離れした芸術家といった雰ふん囲い気きですが、ファルハドはどっしりとした重厚な雰囲気を醸かもし出しているはずです。……見かけだけは！

　実は小動物を連れているキャラをどの作品でも書いたことがなくて、ひそかにあこがれておりました。ある意味念願が叶った訳ですが、まさかの子こ猿ざるを連れたおっさんです。しかも「死神姫」だと某ぼうヒロインが食欲を示しそうな気がして避さけていたのですが、実際ちょっと示してはおりますが、残ざん酷こくシーンはないのでご安心下さい。

　前巻ラストに降って湧わいたルアークのお母さんことヘルミーナも正式登場です。あらゆる意味で割を食ってしまい、かわいそうな彼女ですが、見守っていただけると幸いです。

　なお登場キャラについては、二巻前のあとがきで噓うそをついていたことを、ここにお詫わび申し上げます。







　今回も主役夫婦は割と安定しておりますが、その他の組み合わせは意外な力添えもあって、ゆるゆると関係性が変化しております。どこも大体相手は確定したようですが、まだ必死に首を振っているトレイス周辺ですとかは、どうなるのか私にも分かっておりません。

　ルアークの「お姫様」もようやくはっきり見えてきました。仮に彼女と心を通じたとしても、カシュヴァーンとトレイスという二重破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうをどう潜くぐり抜けるか、「死神」の腕うでの見せ所ですね。







　なお、前巻で予告していたとおり、今回から冨ふ士じ原わら良りようさんにイラストをお願いしております。キラキラした可か愛わいい表紙を含め、人物紹介なども一新されておりますので、ぜひぜひご堪たん能のう下さいませ！

　閲えつ覧らん無料のＷｅｂコミック「花ＬａＬａオンライン」にて連載中の「死神姫の再婚　─薔ば薇ら園えんの時計公こう爵しやく─」もクライマックスが近づいてきております。こちらも最後まで楽しんでいただければ幸いです。




　それでは、二〇一六年春に予定しております次巻にて、またお会いいたしましょう。





二〇一五年十一月　　小野上明夜　　　　　　










著

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

地元で一本違う道に入っただけで即迷うレベルの方向音痴なのですが、どうしたことかよく道を聞かれもします。……親切そうに見えるのかな！（前向き）　作品のゴールは見えてきているので、全ての秘密を出し切ってゴールを目指したいです。

ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

冨士原良

Ryo Fujiwara




メルさんから受け継いだバトンを最終巻まで大事に持って走ります！

よろしくお願いしますー！



















イラスト／冨士原良

キャラクター原案／岸田メル

デザイン／しいばみつお（伸童舎）












死しに神がみ姫ひめの再さい婚こん




─彷徨さまよえる秘ひ密みつの貴き公こう子し─








小お野の上がみ明めい夜や
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『死神姫の再婚─彷徨える秘密の貴公子─』

2015年12月25日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ビーズログ文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p000-00-7-1.jpg
S RE| L

li)i.th‘a(L\éa

D <TEDIH>OuE. B
7VITENY1T7—20 [8F.

WS OB TS SAD Rk
R L7 il (e
il

*character&





item/image/p000-00-5-1.jpg
TAVI=F (7))
VA7 RS e

(E@?ﬁ'))%’l.
- J0L J1=l
R |

REHitt
 SABUE

xh A
/ Y

Nyasy=y
TANNYEE






item/image/p000-00-9-1.jpg
AT EAY A= TNFDLE
RSN 7 (=S Ok
(-

pormes |






item/image/cover.jpg
[

3 AS

!

i Meiya Onogamif§

S5 LRI

\

i\

W52,

G

¥ 575 —RE






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
AN /)L} {ﬁ/f?
AR
LY v nZE ()
Vlh»¥ 0 A 2 e
y il Bk 4T -ty bR4E i

IHL—k DIL—Vatx |
IR | 7l¢)—f

7’)7I~——JL
(s =) (T

7L TR D> : J14
7 (ROEY) €3 5

sEmEEmEEy






item/image/p000-00-39-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg
T
JLFHEC b
-~ \ _d

WEBALTOAY 71— K (il 71 I FOURES 7 ) > 7007
PR A KTE 51—ty RO# S






item/image/logo-bslog.png





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　不動の貴公子



		第一章　予期せぬ贈り物



		第二章　王子様商売



		第三章　血を分けたからこそ



		第四章　人は変われるか



		第五章　貴石の毒



		終章　秘密の貴公子



		あとがき



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-77-1.jpg





item/image/p000-00-28-1.jpg





item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-62-1.jpg





item/image/p000-00-50-1.jpg





item/image/p000-00-87-1.jpg
N

.






